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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）における、複数のキャリアを用いて動作するアップリ
ンクフィードバックのための方法であって、
　前記ＷＴＲＵによって、複数の構成されたキャリア上において、複数のトランスポート
ブロックを受信するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記複数のトランスポートブロックについてのハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答（ＡＣＫ）フィードバック、および、前記複数の構成さ
れたキャリアのうちの少なくとも１つについてのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバ
ックを生成するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫフィードバックビットの数と、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣ
ＳＩフィードバックビットの数とを含む、フィードバックメッセージを生成するステップ
と、
　前記ＷＴＲＵによって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数と、ＣＳＩフ
ィードバックビットの前記数とに基づいて、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）フォーマットを決定するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記決定されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して、前記フィ
ードバックメッセージを送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
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【請求項２】
　ＰＵＣＣＨフォーマットを決定する前記ステップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロよりも多く、および、ＣＳＩフ
ィードバックビットの前記数がゼロよりも多いという条件で、前記ＷＴＲＵによって、第
１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第２のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するステップを
含み、
　第１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第２のＰＵＣＣＨフォーマットを選択する前記ス
テップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数とＣＳＩフィードバックビットの前記
数との合計が第１の閾値よりも多いという条件で、前記ＷＴＲＵによって、前記第１のＰ
ＵＣＣＨフォーマットを選択することと、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数とＣＳＩフィードバックビットの前記
数との合計が前記第１の閾値以下であるという条件で、前記ＷＴＲＵによって、前記第２
のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＰＵＣＣＨフォーマットを決定する前記ステップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロに等しく、および、ＣＳＩフィ
ードバックビットの前記数がゼロよりも多いという条件で、前記ＷＴＲＵによって、第１
のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するステップを含
み、
　第１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択する前記ス
テップは、
　ＣＳＩフィードバックビットの前記数が第２の閾値よりも多いという条件で、前記ＷＴ
ＲＵによって、前記第１のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと、
　ＣＳＩフィードバックビットの前記数が前記第２の閾値以下であるという条件で、前記
ＷＴＲＵによって、前記第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＰＵＣＣＨフォーマットを決定する前記ステップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロよりも多く、および、ＣＳＩフ
ィードバックビットの前記数がゼロに等しいという条件で、前記ＷＴＲＵによって、第１
のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するステップを含
み、
　第１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択する前記ス
テップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数が第３の閾値よりも多いという条件で
、前記ＷＴＲＵによって、前記第１のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数が前記第３の閾値以下であるという条
件で、前記ＷＴＲＵによって、前記第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することと
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットの前記数、または、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィード
バックビットの前記数の少なくとも一方は、前記複数の構成されたキャリア内のキャリア
に対する複数のダウンリンク割り当てに基づいて決定されることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットの前記数、または、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィード
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バックビットの前記数の少なくとも一方は、トランスポートブロックの数、前記複数の構
成されたキャリア内のキャリアの数、または前記トランスポートブロックがその上で受信
されるサブフレームの数のうちの少なくとも１つに基づいて決定されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の構成されたキャリアは、６つ以上の構成されたキャリアを含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　複数のキャリアを用いて動作するアップリンクフィードバックのための無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）であって、
　複数の構成されたキャリア上において、複数のトランスポートブロックを受信するよう
に構成された送受信機と、
　前記送受信機に動作可能に結合されたプロセッサとを備え、前記プロセッサは、前記複
数のトランスポートブロックについてのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答
（ＡＣＫ）フィードバック、および、前記複数の構成されたキャリアのうちの少なくとも
１つについてのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックを生成するように構成され、
　前記プロセッサは、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－
ＡＣＫフィードバックビットの数と、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩ
フィードバックビットの数とを含む、フィードバックメッセージを生成するように構成さ
れ、
　前記プロセッサは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数と、ＣＳＩフィー
ドバックビットの前記数とに基づいて、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フ
ォーマットを決定するように構成され、
　前記送受信機は、前記決定されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して、前記フィードバ
ックメッセージを送信するように構成されたこと
　を特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項９】
　ＰＵＣＣＨフォーマットを決定することは、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロよりも多く
、および、ＣＳＩフィードバックビットの前記数がゼロよりも多いという条件で、第１の
ＰＵＣＣＨフォーマットまたは第２のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成され
たことを含み、
　第１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第２のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することは
、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数とＣＳＩフィード
バックビットの前記数との合計が第１の閾値よりも多いという条件で、前記第１のＰＵＣ
ＣＨフォーマットを選択するように構成されたことと、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数とＣＳＩフィード
バックビットの前記数との合計が前記第１の閾値以下であるという条件で、前記第２のＰ
ＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成されたことと
　を含むことを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　ＰＵＣＣＨフォーマットを決定することは、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロに等しく、
および、ＣＳＩフィードバックビットの前記数がゼロよりも多いという条件で、第１のＰ
ＵＣＣＨフォーマットまたは第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成された
ことを含み、
　第１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することは
、
　前記プロセッサが、ＣＳＩフィードバックビットの前記数が第２の閾値よりも多いとい
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う条件で、前記第１のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成されたことと、
　前記プロセッサが、ＣＳＩフィードバックビットの前記数が前記第２の閾値以下である
という条件で、前記第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成されたことと
　を含むことを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　ＰＵＣＣＨフォーマットを決定することは、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロよりも多く
、および、ＣＳＩフィードバックビットの前記数がゼロに等しいという条件で、第１のＰ
ＵＣＣＨフォーマットまたは第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成された
ことを含み、
　第１のＰＵＣＣＨフォーマットまたは第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することは
、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数が第３の閾値より
も多いという条件で、前記第１のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成されたこ
とと、
　前記プロセッサが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数が前記第３の閾値
以下であるという条件で、前記第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択するように構成され
たことと
　を含むことを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットの前記数、または、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィード
バックビットの前記数の少なくとも一方は、前記複数の構成されたキャリア内のキャリア
に対する複数のダウンリンク割り当てに基づいて決定されることを特徴とする請求項８に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットの前記数、または、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィード
バックビットの前記数の少なくとも一方は、トランスポートブロックの数、前記複数の構
成されたキャリア内のキャリアの数、または前記トランスポートブロックがその上で受信
されるサブフレームの数のうちの少なくとも１つに基づいて決定されることを特徴とする
請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記複数の構成されたキャリアは、６つ以上の構成されたキャリアを含むことを特徴と
する請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）における、複数のキャリアを用いて動作するアップリ
ンクフィードバックのための方法であって、
　前記ＷＴＲＵによって、複数の構成されたキャリア上において、複数のトランスポート
ブロックを受信するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記複数のトランスポートブロックについてのハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答（ＡＣＫ）フィードバック、および、前記複数の構成さ
れたキャリアのうちの少なくとも１つについてのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバ
ックを生成するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫフィードバックビットの数と、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣ
ＳＩフィードバックビットの数とを含む、フィードバックメッセージを生成するステップ
と、
　前記ＷＴＲＵによって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数と、ＣＳＩフ
ィードバックビットの前記数とに基づいて、１つ以上の物理アップリンク制御チャネル（
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ＰＵＣＣＨ）リソースを決定するステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記決定された１つ以上のＰＵＣＣＨリソースを使用して、前
記フィードバックメッセージを送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　１つ以上のＰＵＣＣＨリソースを決定する前記ステップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロよりも多く、および、ＣＳＩフ
ィードバックビットの前記数がゼロよりも多いという条件で、前記ＷＴＲＵによって、第
１のＰＵＣＣＨリソースまたは第２のＰＵＣＣＨリソースを選択するステップを含み、
　第１のＰＵＣＣＨリソースまたは第２のＰＵＣＣＨリソースを選択する前記ステップは
、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数とＣＳＩフィードバックビットの前記
数との合計が第１の閾値よりも多いという条件で、前記ＷＴＲＵによって、前記第１のＰ
ＵＣＣＨリソースを選択することと、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数とＣＳＩフィードバックビットの前記
数との合計が前記第１の閾値以下であるという条件で、前記ＷＴＲＵによって、前記第２
のＰＵＣＣＨリソースを選択することと
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　１つ以上のＰＵＣＣＨリソースを決定する前記ステップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロに等しく、および、ＣＳＩフィ
ードバックビットの前記数がゼロよりも多いという条件で、前記ＷＴＲＵによって、第１
のＰＵＣＣＨリソースまたは第３のＰＵＣＣＨリソースを選択するステップを含み、　　
　第１のＰＵＣＣＨリソースまたは第３のＰＵＣＣＨリソースを選択する前記ステップは
、
　ＣＳＩフィードバックビットの前記数が第２の閾値よりも多いという条件で、前記ＷＴ
ＲＵによって、前記第１のＰＵＣＣＨリソースを選択することと、
　ＣＳＩフィードバックビットの前記数が前記第２の閾値以下であるという条件で、前記
ＷＴＲＵによって、前記第３のＰＵＣＣＨリソースを選択することと
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　１つ以上のＰＵＣＣＨリソースを決定する前記ステップは、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数がゼロよりも多く、および、ＣＳＩフ
ィードバックビットの前記数がゼロに等しいという条件で、前記ＷＴＲＵによって、第１
のＰＵＣＣＨリソースまたは第４のＰＵＣＣＨリソースを選択するステップ含み、
　第１のＰＵＣＣＨリソースまたは第４のＰＵＣＣＨリソースを選択する前記ステップは
、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数が第３の閾値よりも多いという条件で
、前記ＷＴＲＵによって、前記第１のＰＵＣＣＨリソースを選択することと、
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの前記数が前記第３の閾値以下であるという条
件で、前記ＷＴＲＵによって、前記第４のＰＵＣＣＨリソースを選択することと
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
クビットの前記数、または、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィード
バックビットの前記数の少なくとも一方は、前記複数の構成されたキャリア内のキャリア
に対する複数のダウンリンク割り当てに基づいて決定されることを特徴とする請求項１５
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバッ
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クビットの前記数、または、前記ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィード
バックビットの前記数の少なくとも一方は、トランスポートブロックの数、前記複数の構
成されたキャリア内のキャリアの数、または前記トランスポートブロックがその上で受信
されるサブフレームの数のうちの少なくとも１つに基づいて決定されることを特徴とする
請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記複数の構成されたキャリアは、６つ以上の構成されたキャリアを含むことを特徴と
する請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本出願は、それらの内容が参照によって本明細書に組み込まれる、２０１５年１月２８
日に出願された米国仮出願第６２／１０８８４９号、２０１５年４月８日に出願された米
国仮出願第６２／１４４８３５号、２０１５年５月１３日に出願された米国仮出願第６２
／１６１０５７号、２０１５年５月２６日に出願された米国仮出願第６２／１６６５２３
号、２０１５年９月４日に出願された米国仮出願第６２／２１４５５２号、および２０１
５年１１月４日に出願された米国仮出願第６２／２５０８９０号の利益を主張する。
【０００２】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）のためのキャリアアグリゲーションが、第３
世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）リリース１０において導入された。この機
能は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、同時に２つ以上のキャリア上において送信お
よび受信することを可能にして、エアインターフェース上におけるそれのピークデータレ
ートの向上をもたらす。アグリゲートすることができるキャリアの最大数は、最大帯域幅
が１００メガヘルツ（ＭＨｚ）の場合、５つである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ＬＴＥにおいては、ダウンリンクにおけるデータの送信は、物理ダウンリンク共用チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）を使用して実行することができる。この物理チャネルは、（ＷＴＲＵ
における）受信機が、トランスポートブロックの連続する送信を組み合わせて、各再送に
おいて復号が成功する確率を高めることができる、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）送信をサポートする。ＷＴＲＵは、トランスポートブロックの与えられた受信の試みに
ついて、受信が成功したことを、肯定応答（ＡＣＫ）を用いて、または成功しなかったこ
とを、否定応答（ＮＡＣＫ）を用いて報告することができる。いくつかのケースにおいて
は、ＷＴＲＵは、不連続送信（ＤＴＸ）などにおいて、トランスポートブロックが送信さ
れたことを検出しなかったことも報告することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　多数のキャリアを用いて動作するためのアップリンクフィードバックについての方法お
よび装置が、本明細書において開示される。無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）における方
法は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するステップであって、ＤＣＩは、物理ダ
ウンリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信をスケジュールし、ＤＣＩは、表示を含む、
ステップと、ＰＤＳＣＨ送信に対して、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答
（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）（Ａ／Ｎ）報告が予期される(expected)かどうかを、
ＤＣＩ内の表示に基づいて決定するステップと、ＰＤＳＣＨ送信に対して、それが予期さ
れるという条件において、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を受信するステップとを含む。
【０００５】
　さらなる例は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを減少させ、物理アップリンク制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ）ペイロードを増加させ、物理アップリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）
内におけるアップリンク制御情報（ＵＣＩ）ペイロードを増加させ、ならびにフィードバ
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ックグループまたはフィードバックグループの組合せのために使用されるリソースまたは
サブリソースを、いずれかのＰＤＳＣＨと関連付けられたダウンリンク制御シグナリング
の、およびこのフィードバックグループと関連付けられたインデックスまたは順序の組合
せに基づいて決定するためのソリューションを含む。
【０００６】
　さらなる例は、動的コードブックおよびフィードバック圧縮を可能にするための、ＰＵ
ＣＣＨ上におけるＵＣＩの動的スケジューリングと、各ダウンリンク割り当てに対するイ
ンデックスとを含む。例においては、ＷＴＲＵは、コードブック内の情報ビットの順序の
決定を行うことができる。ＷＴＲＵは、復号性能を最適化するように、コードブック順列
の選択を行うことができる。さらなる例は、コードブックインジケータを含む。さらに、
選択するキャリアの特定のグループは、どのキャリアについての割り当てを受信したかに
基づいて決定することができる。加えて、コードブックは、１つまたは複数の方法を使用
して決定することができる。また、最終的な割り当ての決定のために、Ａ／Ｎリソースイ
ンジケータ（ＡＲＩ）を使用することができる。さらに、複数のチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告を、１つまたは複数の方法を使用して、サブフレーム内において送信することが
できる。例えばＷＴＲＵは、サブフレーム内におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫ、定期的なＣＳＩ
報告、および／またはスケジューリング要求（ＳＲ）の送信のために使用することができ
る各ＰＵＣＣＨリソースに対して最大ペイロードを用いるように構成することができる。
【０００７】
　例においては、ＷＴＲＵは、複数の構成されたキャリアのセット上において、複数のト
ランスポートブロックを受信し、複数のトランスポートブロックについてのＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫフィードバックを生成し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫフィードバックビットの数を決定することができる。さらに、ＷＴＲＵは、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの数が閾値以下であるという条件において、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫフィードバックビットに、リード－マラー符号化を適用することができる。Ｗ
ＴＲＵは、その後、エンコードされたＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを送信する
ことができる。
【０００８】
　加えて、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの数が閾値よりも多いと
いう条件において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットに、巡回冗長検査（ＣＲＣ）
ビットを追加することができる。また、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビ
ットの数が閾値よりも多いという条件において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビット
およびＣＲＣビットに、畳み込み符号化を適用することができる。ＷＴＲＵは、その後、
エンコードされたＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットおよびＣＲＣビットを送信する
ことができる。
【０００９】
　さらに、ＷＴＲＵは、構成されたキャリアのセット内のキャリアに対する複数のダウン
リンク割り当てに基づいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ
－ＡＣＫフィードバックビットの数を決定することができる。構成されたキャリアのセッ
トは、６つ以上の構成されたキャリアを含むことができる。
【００１０】
　別の例において、ＷＴＲＵは、複数の構成されたキャリアのセット上において、複数の
トランスポートブロックを受信し、複数のトランスポートブロックについてのＨＡＲＱ－
ＡＣＫフィードバックおよびＣＳＩフィードバックを生成することができる。ＷＴＲＵは
、その後、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィード
バックビットの数と、ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィードバックビッ
トの数とを含む、フィードバックメッセージを生成することができる。ＷＴＲＵは、その
後、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの数と、ＣＳＩフィードバックビットの数と
に基づいて、ＰＵＣＣＨフォーマットを決定することができる。加えて、ＷＴＲＵは、そ
の後、決定されたＰＵＣＣＨフォーマットを使用して、フィードバックメッセージを送信



(8) JP 6789224 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

することができる。
【００１１】
　さらに、ＷＴＲＵは、構成されたキャリアのセット内のキャリアに対する複数のダウン
リンク割り当てに基づいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用するＨＡＲＱ
－ＡＣＫフィードバックビットの数、ＣＳＩフィードバックのために使用するＣＳＩフィ
ードバックビットの数、または両方を決定することができる。例においては、ＷＴＲＵは
、４つのＰＵＣＣＨフォーマットから選択することができる。
【００１２】
　より詳細な理解は、添付の図面と関連する例として与えられる、以下の説明から得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態を実施することができる、例示的な通信
システムのシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内において使用することができる、例示的な無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内において使用することができる、例示的な無
線アクセスネットワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】２つの連続するリソースブロック（ＲＢ）を利用する拡張された物理アップリン
ク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）設計のための、可能なリソースエレメント（ＲＥ）マッピ
ングの例の図である。
【図３】フィードバックのサイズおよびタイプに基づいた、ＰＵＣＣＨフォーマットにつ
いての例示的な選択プロセスの図である。
【図４】ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）コードブ
ック決定の例の図である。
【図５】送信されるフィードバックビットの数に基づいた、チャネル符号化、および巡回
冗長検査（ＣＲＣ）の包含についての例示的な選択プロセスの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態を実施することができる、例示的な通
信システム１００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセー
ジング、放送などのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する、多元接続システムとする
ことができる。通信システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステム
リソースの共用を通して、そのようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることが
できる。例えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、およ
びシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）など、１つまたは複数のチャネルアクセ
ス方法を利用することができる。
【００１５】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、
コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、
および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実施形態は、任意の数
のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図しているこ
とが理解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの各々は、無線環
境において動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスとする
ことができる。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信
号を送信および／または受信するように構成することができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動
局、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、パーソナルデジタルアシ
スタント（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピ



(9) JP 6789224 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

ュータ、無線センサ、および家電製品などを含むことができる。
【００１６】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含むことができる。基
地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、お
よび／または他のネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアク
セスを容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少
なくとも１つと無線でインターフェースを取るように構成された、任意のタイプのデバイ
スとすることができる。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地送受信局（ＢＴＳ
）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、
アクセスポイント（ＡＰ）、および無線ルータなどとすることができる。基地局１１４ａ
、１１４ｂは、各々、単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、
任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含むことができるこ
とが理解されよう。
【００１７】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の部分とすることができ、ＲＡＮ１０４は、他の基地
局、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（Ｒ
ＮＣ）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）も含むことができる。基地局１
１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることがある特定の
地理的領域内で、無線信号を送信および／または受信するように構成することができる。
セルは、さらにセルセクタに分割することができる。例えば、基地局１１４ａに関連付け
られたセルは、３つのセクタに分割することができる。したがって、一実施形態では、基
地局１１４ａは、送受信機を３つ、すなわち、セルのセクタ毎に１つずつ含むことができ
る。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を利用するこ
とができ、したがって、セルのセクタ毎に複数の送受信機を利用することができる。
【００１８】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１６上で、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数と通信することができ、エアイン
ターフェース１１６は、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波（ＲＦ）、マイ
クロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができる。エアイン
ターフェース１１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立するこ
とができる。
【００１９】
　より具体的には、上で言及されたように、通信システム１００は、多元接続システムと
することができ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、およびＳＣ－ＦＤＭＡな
どの、１つまたは複数のチャネルアクセス方式を利用することができる。例えば、ＲＡＮ
１０４内の基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバー
サル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実
施することができ、それは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用して、エアインターフ
ェース１１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ
）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことができ
る。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速
アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００２０】
　別の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することがで
き、それは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）を使用して、エアインターフェース１１６を確立することができる。
【００２１】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、マイクロ波アクセス用の世界的相互運用性（ＷｉＭ
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ＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　ＩＸ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ
、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６
（ＩＳ－８５６）、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、ＧＳＭエボリューショ
ン用の高速データレート（ＥＤＧＥ）、およびＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）などの無
線技術を実施することができる。
【００２２】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
、またはアクセスポイントとすることができ、職場、家庭、乗物、およびキャンパスなど
の局所的エリアにおける無線接続性を容易にするために、任意の適切なＲＡＴを利用する
ことができる。一実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは
、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）を確立することができる。別の実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施して、無線パーソ
ナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。また別の実施形態では、
基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば
、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコ
セルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されるように、基地局１１
４ｂは、インターネット１１０への直接的な接続を有することがある。したがって、基地
局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介して、インターネット１１０にアクセスする
必要がないことがある。
【００２３】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネット
プロトコル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
うちの１つまたは複数に提供するように構成された、任意のタイプのネットワークとする
ことができる。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、ビリングサービス、モバイ
ルロケーションベースのサービス、プリペイド通話、インターネット接続性、ビデオ配信
などを提供することができ、および／またはユーザ認証など、高レベルのセキュリティ機
能を実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４および／または
コアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用する他
のＲＡＮと直接的または間接的に通信することができることが理解されよう。例えば、Ｅ
－ＵＴＲＡ無線技術を利用することができるＲＡＮ１０４に接続されるのに加えて、コア
ネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を利用する別のＲＡＮ（図示せず）とも通信する
ことができる。
【００２４】
　コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または
他のネットワーク１１２にアクセスするための、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
、１０２ｄのためのゲートウェイとしての役割も果たすことができる。ＰＳＴＮ１０８は
、基本電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インタ
ーネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート内の伝送制御プロト
コル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプロ
トコル（ＩＰ）など、共通の通信プロトコルを使用する、相互接続されたコンピュータネ
ットワークおよびデバイスからなるグローバルシステムを含むことができる。ネットワー
ク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運営される有線または
無線通信ネットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０
４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用することができる１つまたは複数のＲＡＮに接
続された、別のコアネットワークを含むことができる。
【００２５】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
またはすべては、マルチモード機能を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
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０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンク上で異なる無線ネットワークと通信す
るための複数の送受信機を含むことができる。例えば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ１０２
ｃは、セルラベースの無線技術を利用することができる基地局１１４ａと通信するように
、またＩＥＥＥ８０２無線技術を利用することができる基地局１１４ｂと通信するように
構成することができる。
【００２６】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８と、送受信機１２０と、送信／受信要素１２２と、ス
ピーカ／マイクロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド１
２８と、非リムーバブルメモリ１３０と、リムーバブルメモリ１３２と、電源１３４と、
全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６と、他の周辺機器１３８とを含むこと
ができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を保ちながら、上述の要素の任意のサ
ブコンビネーションを含むことができることが理解されよう。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、他の任意
のタイプの集積回路（ＩＣ）、および状態機械などとすることができる。プロセッサ１１
８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１
０２が無線環境で動作することを可能にする他の任意の機能性を実行することができる。
プロセッサ１１８は、送受信機１２０に結合することができ、送受信機１２０は、送信／
受信要素１２２に結合することができる。図１Ｂは、プロセッサ１１８と送受信機１２０
を別々の構成要素として示しているが、プロセッサ１１８と送受信機１２０は、電子パッ
ケージまたはチップ内に一緒に統合することができることが理解されよう。
【００２８】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェース１１６上で、基地局（例えば、基地局
１１４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成することができ
る。例えば、一実施形態においては、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／
または受信するように構成されたアンテナとすることができる。別の実施形態においては
、送信／受信要素１２２は、例えば、ＩＲ信号、ＵＶ信号、または可視光信号を送信およ
び／または受信するように構成された放射器／検出器とすることができる。また別の実施
形態においては、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信および受信す
るように構成することができる。送信／受信要素１２２は、無線信号の任意の組合せを送
信および／または受信するように構成することができることが理解されよう。
【００２９】
　加えて、図１Ｂでは、送信／受信要素１２２は単一の要素として示されているが、ＷＴ
ＲＵ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。より具体的には、
ＷＴＲＵ１０２は、ＭＩＭＯ技術を利用することができる。したがって、一実施形態では
、ＷＴＲＵ１０２は、エアインターフェース１１６上で無線信号を送信および受信するた
めの２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００３０】
　送受信機１２０は、送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送信／受
信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成することができる。上で言及
されたように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有することができる。したがって
、送受信機１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１
など、複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための、複数の送受信機を含むこ
とができる。
【００３１】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
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１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶表示（ＬＣＤ
）ディスプレイユニットもしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット
）に結合することができ、それらからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセ
ッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはデ
ィスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。加えて、プロ
セッサ１１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２
など、任意のタイプの適切なメモリから情報を入手することができ、それらにデータを記
憶することができる。非リムーバブルメモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または他の任意のタイプのメモリ
記憶デバイスを含むことができる。リムーバブルメモリ１３２は、加入者識別モジュール
（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、およびセキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードな
どを含むことができる。他の実施形態においては、プロセッサ１１８は、サーバまたはホ
ームコンピュータ（図示せず）上などに配置された、ＷＴＲＵ１０２上に物理的に配置さ
れていないメモリから情報を入手することができ、それにデータを記憶することができる
。
【００３２】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
他の構成要素への電力の分配および／または制御を行うように構成することができる。電
源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に給電するための任意の適切なデバイスとすることができる
。例えば、電源１３４は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケル－カドミウム（Ｎ
ｉＣｄ）、ニッケル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、およびリチウム－
イオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、ならびに燃料電池などを含むことができる。
【００３３】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合することができ、ＧＰＳチッ
プセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在ロケーションに関するロケーション情報（例え
ば、経度および緯度）を提供するように構成することができる。ＧＰＳチップセット１３
６からの情報に加えて、またはそれの代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば、基
地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェース１１６上でロケーション情報を受信
することができ、および／または２つ以上の近くの基地局から受信した信号のタイミング
に基づいて、自らのロケーションを決定することができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態
との整合性を保ちながら、任意の適切なロケーション決定方法を用いて、ロケーション情
報を獲得することができることが理解されよう。
【００３４】
　プロセッサ１１８は、他の周辺機器１３８にさらに結合することができ、他の周辺機器
１３８は、追加の特徴、機能性、および／または有線もしくは無線接続性を提供する、１
つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含むこ
とができる。例えば、周辺機器１３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星送受信機、（写真
またはビデオ用の）デジタルカメラ、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、バイ
ブレーションデバイス、テレビ送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ
、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、およびインターネットブラウザ
などを含むことができる。
【００３５】
　図１Ｃは、実施形態による、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上で言及されたように、ＲＡＮ１０４は、エアインターフェース１１６上でＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するために、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用する
ことができる。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６とも通信することができる。
【００３６】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができるが、Ｒ
ＡＮ１０４は、実施形態との整合性を保ちながら、任意の数のｅノードＢを含むことがで
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きることが理解されよう。ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、各々が、エアイ
ンターフェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つ
または複数の送受信機を含むことができる。一実施形態では、ｅノードＢ１４０ａ、１４
０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。したがって、ｅノードＢ１４
０ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信することができる。
【００３７】
　ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々は、特定のセル（図示せず）に関連付
けることができ、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、ならびにアップリンクおよ
び／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構成す
ることができる。図１Ｃに示されるように、ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、Ｘ２インターフェース上で互いに通信することができる。
【００３８】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、モビリティ管理エンティティゲートウェ
イ（ＭＭＥ）１４２、サービングゲートウェイ１４４、およびパケットデータネットワー
ク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１４６を含むことができる。上記の要素の各々は、コアネット
ワーク１０６の部分として示されているが、これらの要素は、どの１つをとっても、コア
ネットワークオペレータとは異なるエンティティによって所有および／または運営するこ
とができることが理解されよう。
【００３９】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１４０
ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々に接続することができ、制御ノードとしての役割を果たす
ことができる。例えば、ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユー
ザの認証、ベアラアクティブ化／非アクティブ化、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃの初期接続中における特定のサービングゲートウェイの選択などを担うことがで
きる。ＭＭＥ１４２は、ＲＡＮ１０４とＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を利
用する他のＲＡＮ（図示せず）との間の交換のためのコントロールプレーン機能も提供す
ることができる。
【００４０】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内の
ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃの各々に接続することができる。サービングゲ
ートウェイ１４４は、一般に、ユーザデータパケットのＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃへの／からの経路選択および転送を行うことができる。サービングゲートウェイ１
４４は、ｅノードＢ間ハンドオーバ中におけるユーザプレーンのアンカリング、ダウンリ
ンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能な場合に行うページング
のトリガ、ならびにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理および
記憶など、他の機能も実行することができる。
【００４１】
　サービングゲートウェイ１４４は、ＰＤＮゲートウェイ１４６にも接続することができ
、ＰＤＮゲートウェイ１４６は、インターネット１１０などのパケット交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にすることができる。
【００４２】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへのアク
セスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にすることができる。例えば、
コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインター
フェースとしての役割を果たすＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサブシス
テム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができ、またはＩＰゲートウェイと通信することがで
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きる。加えて、コアネットワーク１０６は、ネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができ、ネットワーク１１２は、他のサー
ビスプロバイダによって所有および／または運営される他の有線または無線ネットワーク
を含むことができる。
【００４３】
　ＬＴＥのためのキャリアアグリゲーションが、第３世代パートナシッププロジェクト（
３ＧＰＰ）リリース１０において導入された。この機能は、ＷＴＲＵが、同時に２つ以上
のキャリア上において送信および受信することを可能にして、エアインターフェース上に
おけるそれのピークデータレートの向上をもたらす。キャリアアグリゲーションの変更さ
れていない形態においては、アグリゲートすることができるキャリアの最大数は、最大帯
域幅が１００メガヘルツ（ＭＨｚ）の場合、５つである。
【００４４】
　ＬＴＥにおいては、ダウンリンクにおけるデータの送信は、物理ダウンリンク共用チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）を使用して実行することができる。この物理チャネルは、（ＷＴＲＵ
における）受信機が、トランスポートブロックの連続する送信を組み合わせて、各再送に
おいて復号が成功する確率を高めることができる、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）送信をサポートする。ＷＴＲＵは、トランスポートブロックの与えられた受信の試みに
ついて、受信が成功したことを、肯定応答（ＡＣＫ）を用いて、または成功しなかったこ
とを、否定応答（ＮＡＣＫ）を用いて報告することができる。いくつかのケースにおいて
は、ＷＴＲＵは、不連続送信（ＤＴＸ）などにおいて、トランスポートブロックが送信さ
れたことを検出しなかったことも報告することができる。そのような報告は、本明細書に
おいては、一括して「ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック」と呼ばれることがある。トラン
スポートブロックの特定の受信の試みについての結果（ＡＣＫ、もしくはＮＡＣＫ、また
はあるソリューションにおいては、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、もしくはＤＴＸ）は、本明細書に
おいては、「ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告」と呼ばれることがある。
【００４５】
　キャリアアグリゲーションが構成される場合、ＰＤＳＣＨチャネル上においては、キャ
リア（またはサービングセル）およびサブフレーム当たり、最大２つのトランスポートブ
ロックを受信することができる。周波数分割複信（ＦＤＤ）モードにおいては、ＷＴＲＵ
は、トランスポートブロック毎に別々に、１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックを
報告することができ、トランスポートブロックの受信が成功した場合は、ＡＣＫが送信さ
れ、そうでない場合は、ＮＡＣＫが送信される。時分割複信（ＴＤＤ）モードにおいては
、いくつかの構成では、ＷＴＲＵは、（例えば、空間的に多重化された）同じキャリアお
よびサブフレーム内において受信されたトランスポートブロックの各ペアに対して、１ビ
ットのＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告することができ、または同じキャリア内およびサブフレー
ムのセット内において受信されたトランスポートブロックのセットに対して、１ビットの
ＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告することができ、ペアまたはセットに属するすべてのトランスポ
ートブロックの受信が成功した場合は、ＡＣＫが送信され、そうでない場合は、ＮＡＣＫ
が送信される。ＷＴＲＵが、２つ以上のトランスポートブロックからなるセットに属する
すべての受信が成功したという条件において、ＡＣＫを報告し、そうではない場合は、Ｎ
ＡＣＫを報告する、そのような方式は、「Ａ／Ｎバンドリング」と呼ばれることがある。
Ａ／Ｎバンドリングは、空間多重化されたトランスポートブロックに対して実行すること
ができ（空間バンドリング）、異なるサブフレーム内において受信されたトランスポート
ブロックに対して実行することができ（時間バンドリング）、または異なるキャリアもし
くはセル内において受信されたトランスポートブロックに対して実行することができる（
周波数バンドリング）。
【００４６】
　どちらのモードにおいても、トランスポートブロックの受信と、このトランスポートブ
ロックの受信の成功または失敗に依存するＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの送信との間には、固
定されたタイミング関係が存在する。より具体的には、ＦＤＤモードにおいては、サブフ
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レームｎ内において受信されたトランスポートブロックに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫビッ
トは、サブフレームｎ＋４内において送信することができる。ＴＤＤモードにおいては、
タイミング関係は、サブフレーム構成に依存することができ、およびトランスポートブロ
ックが受信されたサブフレームのインデックスに依存することができる。
【００４７】
　サブフレーム内におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの送信は、物理アップリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）物理チャネル上
において実行することができる。ＰＵＣＣＨは、サブフレーム内においてＰＵＳＣＨ送信
が利用可能でない場合に、またはＷＴＲＵがＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨを同時に送信す
るように構成される場合に使用することができる。
【００４８】
　ＰＵＣＣＨは、サブフレームの各タイムスロット内において、単一の物理リソースブロ
ック（ＰＲＢ）を占有することができ、可能なフォーマットからなるセットに属する１つ
に従って、送信することができる。単一のサブフレーム内のＰＵＣＣＨ上において、５つ
以上のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを送信する必要がある場合、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨフォ
ーマット３を使用するように構成される必要があることがある。ＰＵＣＣＨフォーマット
３は、離散フーリエ変換－拡散－直交周波数分割多重（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）送信とし
て説明することができ、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）によって変調された各シンボルは、
単一のサブキャリアを占有し、直交カバーコードからなるセットに属する１つを使用して
、時間領域内において拡散される。ＰＵＣＣＨフォーマット３においては、各ＱＰＳＫ変
調シンボルは、４８の符号化ビットをサブフレーム内に収容することができるように、１
つのタイムスロット上に拡散させることができる（２タイムスロット×１２サブキャリア
×シンボル当たり２ビット）。それらの４８の符号化ビット内にエンコードされるように
、（ＦＤＤモードにおいては）最大で１０のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを、または（ＴＤＤ
モードにおいては）２０のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを、最大で１つのスケジューリング要
求（ＳＲ）ビットと多重化することができる。
【００４９】
　セル内においては、最大で４つのＷＴＲＵが、同じリソースブロック内において、相互
に直交するＰＵＣＣＨフォーマット３を送信することができる。しかしながら、同じリソ
ースブロックを使用するように構成することができるＷＴＲＵの最大数は、セル間干渉が
著しいときは、より小さいことがある。
【００５０】
　サブフレーム内のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットをＰＵＳＣＨ上において送信する必要がある
とき、対応する変調シンボルは、サブフレーム内における復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）の
送信のために使用される時間シンボルに隣接する４つの時間シンボルにおける一部（また
はすべて）のサブキャリアを占有する、リソースエレメント上にマッピングすることがで
きる。リソースの数は、ＰＵＳＣＨ割り当てのサイズ、およびＨＡＲＱ－ＡＣＫに利用可
能なエネルギーの量が、誤り性能目標が満たされることを保証するのに十分であるように
構成されたパラメータに基づいて決定することができる。
【００５１】
　キャリアアグリゲーション機能を強化するために、最大で３２のキャリアのアグリゲー
ションを可能にすることが提案された。レガシシステムと同じソリューションの再使用は
、（ＦＤＤモードの場合は）最大で６４のＨＡＲＱ－ＡＣＫビット、または（ＴＤＤモー
ドの場合は）１２８のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの送信を今度は必要とすることがあるので
、この強化は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックを提供する観点からは、困難なことがあ
る。これは、以下の懸念を生むことがある。第１に、ＰＵＣＣＨ送信において利用可能な
符号化ビットの最大数（４８）は、レガシソリューションを使用して決定されるＨＡＲＱ
－ＡＣＫ（およびＳＲ）情報ビットの数よりも低いことがある。第２に、ＰＵＳＣＨ内に
おけるＨＡＲＱ－ＡＣＫ（およびＳＲ）送信のために使用されるエネルギーの量は、許容
可能な誤り性能を保証するのに不十分になることがある。
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【００５２】
　１つまたは複数のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）上においてＰＵＣＣＨを用いるように
ＷＴＲＵを構成することができることも提案された。そのようなケースにおいては、ＷＴ
ＲＵは、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）のいくつかまたはすべてを、単一の送信を使用
して送信すべきかどうかを決定し、そうすべき場合、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）（も
しくはセカンダリセルグループ（ＳＧ）（ＳＣＧ）についての場合は、プライマリＳＣｅ
ｌｌ（ＰＳＣｅｌｌ））上におけるＰＵＣＣＨ送信を使用すべきか、マスタセルグループ
（ＭＣＧ）（利用可能であり、ＵＣＩがＭＣＧと関連付けられる場合）のセル上における
ＰＵＳＣＨ送信を使用すべきか、それともＳＣＧ（利用可能であり、ＵＣＩがＳＣＧと関
連付けられる場合）のセル上におけるＰＵＳＣＨ送信を使用すべきかを決定する必要があ
ることがある。
【００５３】
　本明細書においては、以下を含む、ＨＡＲＱ－ＡＣＫペイロードを減少させるための方
法およびソリューションが開示される。ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告の条件付き生成は、例えば
、変調および符号化方式（ＭＣＳ）、ならびに／または報告されたチャネル品質インジケ
ータ（ＣＱＩ）に関する条件など、１つまたは複数の条件を満たすことに基づくことがで
きる。また、不必要な再送を最少化するために、バンドリングが適用されるトランスポー
トブロック（ＴＢ）のグループをサブフレームベースで選択する、選択的な部分バンドリ
ングを使用することができる。さらに、肯定応答報告のダウン選択（ｄｏｗｎ－ｓｅｌｅ
ｃｔｉｏｎ）を使用することができる。
【００５４】
　本明細書においては、以下を含む、ＰＵＣＣＨペイロードを増加させるための方法およ
びソリューションが開示される。例えば、本明細書においては、不均一誤り保護を実施す
るための、おそらくはサブキャリアのサブセット上における、より高次の変調の使用につ
いての方法およびソリューションが開示される。また、本明細書においては、低いキュー
ビックメトリック（ＣＭ）を維持しながら、レガシフォーマットとの多重化を可能にする
、新しいＤＭ－ＲＳ設計を使用する、２つ以上のリソースブロック（ＲＢ）の使用につい
ての方法およびソリューションが開示される。加えて、本明細書においては、各レイヤ上
における情報ビットの数を動的に選択することができる、空間多重化の使用についての方
法およびソリューションが開示される。さらに、変調シンボルは、変更されていない手法
におけるよりも少ないリソースエレメント（ＲＥ）上に拡散させることができ、シンボル
の数は、動的に選択することができる。
【００５５】
　本明細書においては、以下を含む、リソースの効率的な使用についての方法およびソリ
ューションが開示される。コードブック特性は、例えば、ダウンリンク制御シグナリング
に基づいて、動的に決定することができる。また、コードブック順列は、復号性能を最適
化するように選択することができる。加えて、複数のフィードバックグループを、別々に
、または合同で、送信および処理することができ、復号を容易にするために、フィードバ
ックグループインジケータを使用することができる。さらに、リソース選択およびマッピ
ング、ＰＵＣＣＨの電力設定機能、ならびに／またはＰＵＣＣＨ上におけるＵＣＩの動的
スケジューリングを使用することができる。また、フィードバック圧縮ばかりでなく、動
的コードブックも可能にするために、各ダウンリンク割り当てに対するインデックスおよ
び／またはカウンタの表示を使用することができる。
【００５６】
　本明細書においては、以下を含む、ＰＵＳＣＨ内におけるＵＣＩペイロードを増加させ
るための方法およびソリューションが開示される。ＰＵＳＣＨ内におけるＲＥの数／比率
が閾値を超えたとき、変更されたトランスポートブロック処理を使用することができる。
【００５７】
　本明細書においては、複数のセル内での複数のタイプの送信のケースにおけるリソース
選択についての方法およびソリューションが開示される。また、本明細書においては、サ
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ブフレーム内における複数の定期的なＣＳＩ報告の送信についての方法およびソリューシ
ョンが開示される。
【００５８】
　本明細書においては、最終的な割り当ての決定のために肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）
リソースインジケータ（ＡＲＩ）を使用することができるコードブック決定、および複数
のＣＳＩ報告の送信についての方法およびソリューションが開示される。
【００５９】
　以下のソリューションは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのために使用される情報ビットの数の削減
を可能にすることによって、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信のための限られたペイロード（また
は範囲）の問題に対処する。
【００６０】
　いくつかのソリューションにおいては、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのために生成される情報ビッ
トの数は、与えられたトランスポートブロックについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告（または
ビット）の生成を、少なくとも１つの条件が満たされたときだけに制限することによって
、減少させることができる。少なくとも１つの条件は、ネットワークによるトランスポー
トブロックの不必要な再送が最少化されるように定義することができる。一般に、これは
、少なくとも１つの条件が、Ａ／Ｎ報告は復号の成功の確率が著しいときだけ生成される
というようなものである場合に、達成することができる。
【００６１】
　レガシＬＴＥシステムにおいては、ＷＴＲＵは、一般に、それが、ＰＤＳＣＨ上におい
て送信を受信したときに、および／またはそれが、構成されたアップリンクグラントまた
は構成されたダウンリンク割り当てをアクティブ化もしくは非アクティブ化する、ダウン
リンク制御情報（ＤＣＩ）を受信したときに、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することがで
きる。
【００６２】
　１つの方法においては、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成するときに、さらな
る決定を実行することができる。ＷＴＲＵは、以下のうちの少なくとも１つに従って、Ｗ
ＴＲＵの構成の特定のキャリアと関連付けられた（または特定のサービングセルと関連付
けられた）送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することができる。
【００６３】
　ＷＴＲＵは、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、ＤＣＩタイプ、ＤＣＩ内の表示
、ＤＣＩの復号が成功するために使用される無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）、
受信されたＤＣＩと関連付けられた探索空間（search space）、探索空間内におけるＤＣ
Ｉのロケーション、ＤＣＩのアグリゲーションレベル、他のＤＣＩ内容、またはそれらの
組合せのうちの少なくとも１つによって特徴付けられるＤＣＩなど、ＤＣＩを受信するこ
とができる。
【００６４】
　ＤＣＩタイプの場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期される
かどうかを、送信と関連付けられたＤＣＩのタイプ（またはフォーマット）の関数として
、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、特定のタイプ（またはフォーマット）の
ＤＣＩを受信し、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成しなくてよいと決定することができる。そ
のような関連付けは、ＤＣＩフォーマット自体に基づくことができる。例えば、ＤＣＩは
、関連する送信についてのスケジューリング情報も伝えることができる。そのような関連
付けは、例えば、関連するサブフレーム内における１つまたは複数の送信をスケジュール
するＤＣＩと同じサブフレーム内で受信された特定のタイプ（またはフォーマット）のＤ
ＣＩなど、タイミングに基づくことができる。そのようなタイプは、ダウンリンク制御シ
グナリングのＷＴＲＵ処理のサポートにおいて「ヒント」を提供するためにおそらくは使
用することができる、ＤＣＩタイプを含むことができる。そのようなＤＣＩは、与えられ
たサブフレーム内において関連するキャリアに対して送信が適用可能でないことを示すこ
とができる。あるいは、そのようなＤＣＩは、ＷＴＲＵが１つまたは複数のキャリアにつ
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いてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎフィードバックを生成することを予期されないことを示すことが
できる。おそらく、そのようなＤＣＩは、例えば、コードポイントを使用して、関連する
間隔（例えば、サブフレーム）の間にそれについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期される
特定のフォーマットおよび／またはキャリアの組合せを示すことができる。そのようなＤ
ＣＩのさらなる例が、本明細書において説明される。レガシシステムと同様に、ＷＴＲＵ
は、構成されたグラントおよび／または構成されたダウンリンク割り当てをアクティブ化
または非アクティブ化するＤＣＩについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成するように求め
られることがあり、一方、他のＤＣＩフォーマットは、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成する
かどうかを決定するために、追加のルールを必要とすることがある。
【００６５】
　ＤＣＩ内の表示の場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期され
るかどうかを、送信と関連付けられたＤＣＩの内容の関数として、決定することができる
。例えば、ＷＴＲＵは、例えば、ＰＤＳＣＨ送信をスケジュールするＤＣＩを受信するこ
とができる。そのようなＤＣＩは、表示を含むことができる。ＷＴＲＵは、そのような表
示から、関連するＰＤＳＣＨ送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうか
を決定することができる。おそらく、そのようなＤＣＩは、例えば、コードポイントを使
用して、関連する間隔（例えば、サブフレーム）の間にそれについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ
報告が予期される特定のフォーマットおよび／またはキャリアの組合せを示すことができ
る。表示は、ＤＣＩのペイロード内に含まれるフィールドの値からなること、または巡回
冗長検査（ＣＲＣ）のビットのサブセットもしくはすべてをマスクするために使用される
フィールドの値からなることができる。フィールドは、例えば、ダウンリンク割り当てイ
ンデックス（ＤＡＩ）フィールドから、または専用フィールド（ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告イ
ンジケータ）からなることができる。
【００６６】
　ＤＣＩの復号が成功するために使用されるＲＮＴＩの場合、ＷＴＲＵは、送信について
のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信と関連付けられたＤＣＩの復号が
成功するために使用されるＲＮＴＩの関数として、決定することができる。例えば、ＷＴ
ＲＵは、複数のＲＮＴＩを用いるように構成することができる。ＷＴＲＵは、与えられた
ＲＮＴＩを使用したときにＤＣＩの復号に成功したことが、関連付けられた送信について
のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が必要とされない（または反対に、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が必要
とされる）ことを示すことができるように構成することができる。
【００６７】
　受信されたＤＣＩと関連付けられた探索空間の場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡ
ＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信と関連付けられたＤＣＩの探索空間の関
数として、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵが、共通探索空間（ＣＳＳ）内で受
信されたＤＣＩと関連付けられた送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することは
、予期することができるが、おそらく、ＷＴＲＵ固有の探索空間（またはＵＥ固有の探索
空間（ＵＥＳＳ））内において受信されたＤＣＩについては、予期することができず、お
よび／または後者のケースにおいては、ＷＴＲＵは、追加のルールを適用することができ
る。例えばＷＴＲＵは、複数のＵＥＳＳ（または類似のもの、例えばＵＥＳＳは分割する
ことができる）を用いるように構成することができ、特定のＵＥＳＳ（またはそれの部分
）内におけるＤＣＩの受信は、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されないことを示すことがで
き、一方、異なるＵＥＳＳ（またはそれの部分）の場合は、それを予期することができる
。
【００６８】
　探索空間内におけるＤＣＩのロケーションの場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡＲ
Ｑ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信と関連付けられたＤＣＩの制御チャネルエ
レメント（ＣＣＥ）の関数として、決定することができる。例えば、そのようなＣＣＥは
、受信されたＤＣＩについての第１のＣＣＥとすることができる。例えば、ＣＣＥは、Ｄ
ＣＩの第１のＣＣＥがＳＳ内の特定の（例えば、偶数インデックスの）ＣＣＥと一致した
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ときは、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を予期することができるが、ＳＳ内の別の（例えば、奇数
インデックスの）ＣＣＥについては、予期することができないと、ＷＴＲＵが決定するこ
とができるように、（例えば、ＳＳの第１のＣＣＥは＃０であり、第２のＣＣＥは＃２に
対応するなど）数秘術的シーケンス（ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｉｃａｌ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）
を使用して組織することができる。
【００６９】
　ＤＣＩのアグリゲーションレベル（例えば、１、２、４、または８のＣＣＥなど、ＣＣ
Ｅの数）の場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどう
かを、送信と関連付けられたＤＣＩのアグリゲーションレベル（ＡＬ）の関数として、決
定することができる。例えば、ＷＴＲＵが、４以上のＡＬと関連付けられた送信について
のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することを予期することができ、一方、それ以外の場合、
それを必要としないことができる。
【００７０】
　他のＤＣＩ内容の場合、例えば、（本明細書においてさらに説明されるように）スケジ
ューリング情報および／または送信特性を使用することができる。１つの方法においては
、ＷＴＲＵは、上述の方法のいずれかを使用して、復号が成功したＤＣＩが、本明細書に
おいて説明されるような、ＵＣＩ（またはＨＡＲＱフィードバックのみの）要求を含むか
どうかを決定することができる。
【００７１】
　ＷＴＲＵは、送信が、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、関連付けられたＨＡＲ
Ｑプロセスの識別情報、冗長性バージョン、関連するＨＡＲＱプロセスについての初期送
信もしくは再送、送信についてのスケジューリングのタイプ、送信と関連付けられたタイ
ミング、スケジューリングパラメータ、同時ダウンリンク送信および／もしくはＵＣＩの
アグリゲーションサイズ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つに従って特徴付
けられると決定することができる。
【００７２】
　関連付けられたＨＡＲＱプロセスの識別情報の場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡ
ＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信と関連付けられた（またはＤＣＩ内にお
いて示された）ＨＡＲＱプロセスの識別情報の関数として、決定することができる。例え
ば、ＷＴＲＵは、それが、ＨＡＲＱプロセスのサブセットについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報
告を生成することは予期されないことができ、一方、それが、他のプロセスについてのＨ
ＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することはできるように構成することができる。例えば、ＷＴ
ＲＵは、半永久的な割り当てを用いるように構成されたプロセスについてのＨＡＲＱ　Ａ
／Ｎ報告は常に予期されると決定することができる。
【００７３】
　冗長性バージョン（例えば、０、２、３、１）の場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨ
ＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信と関連付けられた冗長性バージョン（
ＲＶ）の関数として、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、ＲＶ＝２、３、１に
ついては、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することができるが、ＲＶ＝０については、生成
しないことができる。
【００７４】
　関連するＨＡＲＱプロセスについての初期送信または再送の場合、ＷＴＲＵは、送信に
ついてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信がＨＡＲＱプロセスについ
ての初期送信であるかどうかの関数として、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは
、ＨＡＲＱ再送についてだけ、それがＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することを予期される
と決定することができる。
【００７５】
　送信についてのスケジューリングのタイプの場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨＡＲ
Ｑ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信についての動的スケジューリング情報（例
えば、送信パラメータを提供した物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上のＤＣ
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Ｉ）が受信されたかどうか、または送信が構成された割り当てを使用して受信されたかど
うかの関数として、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、動的にスケジュールさ
れた送信については、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を必要としないことができ（例えば半永久的
な割り当てについては、それを常に必要とすることができ）ると決定することができ、お
そらくは、本明細書において説明される他の方法と組み合わせて、さらなる決定を下す。
【００７６】
　送信と（または関連付けられたＵＣＩの送信と）関連付けられたタイミングの場合、Ｗ
ＴＲＵは、送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、ダウンリンク
送信と関連付けられた送信時間間隔（ＴＴＩ）（またはサブフレームもしくはスロット）
の関数として、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、フレーム内の１つまたは複
数のサブフレーム（例えば、偶数サブフレーム）については、それがＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報
告を生成することを必要としないことができるように構成することができる。
【００７７】
　おそらくは、チャネル品質などの別のメトリックに関連する、スケジューリングパラメ
ータ（例えば、ＴＢのサイズおよびＭＣＳなど）の場合、ＷＴＲＵは、送信についてのＨ
ＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、送信と関連付けられたパラメータの関数と
して、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、特定の値よりも大きいＴＢについて
は、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を必要とし、それ以外については、それを必要としないことが
できると決定することができる。同様に、ＭＣＳを決定因子として使用することができる
。例えば、ＷＴＲＵは、予期されるＢＬＥＲが閾値よりも高い場合、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報
告は任意選択とすることができると決定することができる。ＷＴＲＵは、最後に報告され
たＣＳＩと、ＣＱＩの閾値関数よりも大きいＭＣＳ、およびランクインジケータ（ＲＩ）
よりも大きい送信ランクなど、ダウンリンク送信の１つまたは複数の特性との組合せを使
用することができる。
【００７８】
　同時ダウンリンク送信および／またはＵＣＩのアグリゲーションサイズの場合、ＷＴＲ
Ｕは、送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が予期されるかどうかを、ペイロードビット
の数、すべてのトランスポートブロックについてのトータルサム、または送信が特定の条
件を満たす、例えば、Ｘよりも大きいときの、時間間隔と関連付けられた他の任意のアグ
リゲートされたメトリックの関数として、決定することができる。ＷＴＲＵは、ＵＣＩの
アグリゲートされたサイズの関数として、類似の決定を実行することができ、例えば、レ
ガシ挙動に従って予期されるＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットの合計は、ある値Ｘビットを超える
ことができる。
【００７９】
　説明された例の組合せを使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、それが、（おそ
らくは、少なくとも）本明細書において説明されるＤＣＩ（ＵＣＩ）の受信など、明示的
なフィードバック要求の受信時には、１（または複数）の特定のＨＡＲＱプロセスについ
てのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が生成されるように構成され、それ以外のときは、ＷＴＲＵは
、関連するプロセスについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成しないことができ、そのよう
な挙動は、ＷＴＲＵが他の状況下においてＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することができる
ように、追加のルールと組み合わせることができると決定することができる。例えば、Ｗ
ＴＲＵは、関連するＨＡＲＱプロセスについてのｘ回目の再送から開始する、ＨＡＲＱ　
Ａ／Ｎ報告を生成することができ、および／またはＷＴＲＵが、本明細書において説明さ
れるようなＵＣＩ報告のためのアップリンクリソースについての動的スケジューリングを
受信したときに、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成することができる。
【００８０】
　本明細書において説明される方法は、報告のために使用される物理チャネルの関数とし
て適用可能であることができる。ＷＴＲＵは、それが上述の決定を実行することができる
かどうかを決定することができ、またはＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告の生成のためのレガシ挙動
を、ＵＣＩを伝えるために使用することができるかを、アップリンク送信のタイプの関数
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として決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、それが、１（または複数）のＰＵＳ
ＣＨ送信を使用して、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を送信することができると決定したときは、
レガシ挙動を使用することができる。ＷＴＲＵは、それが、１（または複数）のＰＵＣＣ
Ｈ送信を使用して、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を送信することができると決定したときは、い
くつかのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告は任意選択とすることができると決定することができる。
ＷＴＲＵは、そのような決定を、関連するアップリンク送信のタイミングの関数として実
行することができる。
【００８１】
　本明細書において説明される方法は、送信と関連付けられたキャリアの関数として適用
可能であることができる。ＷＴＲＵは、それが上述の決定を実行することができるかどう
かを決定することができ、またはＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告の生成のためのレガシ挙動を、ダ
ウンリンク送信と関連付けることができるかを、キャリアのタイプの関数として決定する
ことができる。例えば、ＷＴＲＵは、ライセンスバンドにおいては、キャリアのための第
１の方法を使用することができ、一方、アンライセンスバンドにおいては、キャリアのた
めの第２の方法を使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、それが、（本明細書にお
いて説明されるような）ＵＣＩ（またはＨＡＲＱフィードバックのみの）要求を含むＤＣ
Ｉの受信に成功したときに、（例えば、ＬＴＥライセンス補助アクセス（ＬＡＡ）のため
の）アンライセンスバンドと関連付けられたＨＡＲＱプロセスについての（および／また
はＣＳＩについての）ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告（またはより一般的に、ＵＣＩ報告）を生成
することができる。どのケースにおいても、例えば、ＷＴＲＵは、関連するＨＡＲＱプロ
セスのステータスを報告することができ、そのようなステータスは、例えば、そのような
要求の受信の時刻において決定すること（およびそれに対応すること）ができる。それ以
外では、ＷＴＲＵは、関連するＵＣＩフィードバックを必ずしも生成しなくてもよい（例
えば、他のルールを適用することができる）。例えば、ＷＴＲＵは、必ずしもすべての受
信した送信についてＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成しなくてもよい。
【００８２】
　本明細書において説明される例のいずれについても、そのような送信は、以下のうちの
少なくとも一方、すなわち、ＰＤＳＣＨおよび特定のタイプのＤＣＩのうちの少なくとも
一方とすることができる。送信は、ＰＤＳＣＨ送信とすることができる。送信は、サイド
リンクとすることができる。送信は、直接的なＷＴＲＵ対ＷＴＲＵ送信、例えば、（例え
ば、データ用の）物理サイドリンク共用チャネル（ＰＳＳＣＨ）、（例えば、制御用の）
物理サイドリンク制御チャネル（ＰＳＣＣＨ）、および／または（例えば、発見用の）物
理サイドリンク発見チャネル（ＰＳＤＣＨ）とすることができる。
【００８３】
　送信は、半永久的なダウンリンク割り当てまたは半永久的なアップリンクグラントを変
更する、ＤＣＩとすることができる。送信は、本明細書において説明されるような、例え
ば、ＵＣＩ要求および／または動的ＵＣＩスケジューリング情報を含む、例えば、ＤＣＩ
（ＵＣＩ）とすることができる。ＤＣＩは、上述の方法のいずれかをそれに対して適用す
ることができる、例えば、他の任意のＤＣＩとすることができる。
【００８４】
　本明細書において説明される例のいずれについても、そのような送信は、サービングセ
ルと関連付けることができ、どのサービングセルかは、以下のうちの少なくとも１つ、す
なわち、ＷＴＲＵの構成のサービングセルのタイプ、セル構成、セルのグループ、セルの
状態、およびセルの品質のうちの少なくとも１つとすることができる。
【００８５】
　例においては、サービングセルは、ＷＴＲＵの構成のサービングセルのタイプとするこ
とができる。例えば、セルは、条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が、そのようなセルにつ
いてのそのような送信に適用されるように、ＷＴＲＵの構成の（ＳＣｅｌｌなどの）セカ
ンダリセルとすることができる。例えば、ＷＴＲＵは、キャリアアグリゲーションを用い
るように構成されたＷＴＲＵのための、またはデュアル接続性を用いるように構成された
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ＷＴＲＵのための、ＷＴＲＵの構成の（ＰＣｅｌｌなどの）プライマリセルについてのい
ずれのそのような送信にも条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を適用しないことができる。
例えば、ＷＴＲＵは、デュアル接続性を用いるように構成されたＷＴＲＵのための、（Ｐ
ＳＣｅｌｌなどの）セカンダリセルグループの特別なセルについてのいずれのそのような
送信にも条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を適用しないことができる。
【００８６】
　別の例においては、サービングセルは、セル構成において構成することができる。例え
ば、セルは、条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が、そのようなセルのためのそのような送
信に適用されるように、（無線リソース制御（ＲＲＣ）または媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）などによって）構成することができる。
【００８７】
　また例においては、サービングセルは、セルのグループの一部とすることができる。例
えば、セルは、条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告が、そのようなセルのためのそのような
送信に適用されるように、「ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎグループ」など、セルの特定のグループの
一部とすることができる。そのようなグループは、デュアル接続性を用いるように構成さ
れたＷＴＲＵのための、セカンダリセルグループ（例えば、サービス継続ゲートウェイ（
ＳＣＧ））に対応することができる。そのようなグループは、キャリアアグリゲーション
を用いるように構成されたＷＴＲＵのための、セカンダリタイミングアドバンスグループ
（例えば、セカンダリタイミングアドバンスグループ（ｓＴＡＧ））に対応することがで
きる。
【００８８】
　さらなる例においては、サービングセルは、セルの状態と関連付けることができる。例
えば、セルは、条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を適用するかどうかを制御する目的で、
状態と関連付けることができる。ＷＴＲＵは、数々のイベント、例えば、Ｌ１シグナリン
グの受信、またはセルについての状態の変化を示すＬ２／ＭＡＣ制御シグナリングの受信
に基づいて、そのような状態を変更することができる。例えば、セルは、条件付きのＨＡ
ＲＱ　Ａ／Ｎ報告が、セルと関連付けられたアップリンク制御シグナリングに適用される
ように、非アクティブ化状態にあることができる。
【００８９】
　さらなる例においては、サービングセルの品質を使用することができる。例えば、セル
の品質は、ＷＴＲＵ測定に基づくことができる。例えば、ＷＴＲＵは、セルの品質がある
閾値を下回る（または上回る）と決定することができ、ＷＴＲＵが、品質が十分に、著し
く、またおそらくは十分な長さの時間にわたっても、変化したと決定するまで、それが、
セルのためのそのような送信に条件付きのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を適用することができる
かどうかを決定することができる。ＷＴＲＵは、それが、それについての測定を、例えば
、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を報告するセルについてだけ、そのような決定を
実行することができる。ＷＴＲＵは、それが、関連するセルのためのそのような測定の送
信を実行するときに、そのような決定を実行することができる。
【００９０】
　追加の制御情報は、ＵＣＩ報告を含むアップリンク送信内に配置することができる。１
つの方法においては、ＷＴＲＵは、アップリンク送信内において、例えば、条件付きのＨ
ＡＲＱ　Ａ／Ｎがアップリンク制御シグナリングに適用されたかどうかを示す１ビットを
送信することによって、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットの非レガシ処理が適用されたかどうかを
伝達することができ、またはそれは、ＣＲＣを追加することができる。例えば、ＷＴＲＵ
は、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、１ビットを連結することと（１ビットフラ
グ表示が送信に追加される）、ＣＲＣを連結することと（例えば、３ビットＣＲＣを送信
に追加することができ、それによって、異なる方法を異なるＣＲＣ計算と関連付けること
ができる）、ＰＵＣＣＨの異なるリソース／特性を使用することとのうちの少なくとも１
つを実行することができる。
【００９１】
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　１つの方法においては、ＷＴＲＵは、上述のいずれかを使用して、そのような送信につ
いてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告にプライオリティを関連付けることができる。ＷＴＲＵは、
加えて、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、ＷＴＲＵが情報ビットをドロップする
ことができること、ＷＴＲＵが情報ビットの値を特定の値になるように設定することがで
きること、ＷＴＲＵが情報ビットを他の情報ビットとバンドルすることができること、Ｗ
ＴＲＵがより少ない保護を用いて情報ビットをエンコードすることができること、および
ＷＴＲＵが異なる物理レイヤチャネルを使用して情報ビットを送信することができること
のうちの少なくとも１つに従って、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告と関連付けられた情報ビットを
処理することができる。
【００９２】
　ＷＴＲＵが情報ビットをドロップすることができる場合、ＷＴＲＵは、プライオリティ
が低い送信のために、例えば、いずれかのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎを送信しないことができる。
そのようなケースにおいては、ＷＴＲＵは、送信すべきＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットの結果的
な総数が選択されるフォーマットに適する場合、異なる（おそらくはより小さい）フォー
マットを選択することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、ｅノードＢが関連するＨＡＲＱ
　Ａ／Ｎビットの非存在をＮＡＣＫとして解釈することができるように、存在する場合は
、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎシグナリングのアップリンク送信を実行することができる。
【００９３】
　ＷＴＲＵが情報ビットの値を（ＮＡＣＫになど）特定の値になるように設定することが
できる場合、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＮＡＣＫ送信のためにエネルギーが使用されないよ
うに、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットのための符号化を使用することができ、ｅノードＢは、Ｈ
ＡＲＱ　Ａ／Ｎの非存在をＮＡＣＫとして解釈することができる。
【００９４】
　ＷＴＲＵが情報ビットを（プライオリティが類似するなどの）他の情報ビットとバンド
ルすることができる場合、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱフィードバックがそれについて生成され
た送信と関連付けられたＳＣｅｌｌのアクティブ化状態に基づいて、例えば、複数のＨＡ
ＲＱ　Ａ／Ｎ情報ビットをバンドルすることができる。例えば、プライオリティが類似す
るキャリアについてのフィードバックは、一緒にバンドルすることができる。おそらくは
、プライオリティが低いアップリンク制御情報と関連付けられたキャリアについてだけで
ある。
【００９５】
　ＷＴＲＵがより少ない保護を用いて情報ビットをエンコードすることができる場合、例
えば、ＷＴＲＵは、不均一誤り保護が情報ビットの送信に適用されるケースにおいて、そ
うすることができる。
【００９６】
　ＷＴＲＵが異なる物理レイヤチャネルを使用して情報ビットを送信することができる場
合、ＷＴＲＵは、プライオリティがより高いビットの送信のために使用されたのとは異な
る物理レイヤチャネルを使用して、情報ビットを送信することができる。
【００９７】
　上で説明されたソリューションは、ＷＴＲＵが特定のリソースまたはチャネル上でＨＡ
ＲＱ　Ａ／Ｎを送信するかどうかを決定するためにも使用することができる。例えば、Ｗ
ＴＲＵが、ＰＵＣＣＨ上または特定のＰＵＣＣＨリソース上における送信は、少なくとも
１つのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットが、ソリューションの１つに基づいて送信される場合にの
み行われると決定することができるケースにおいてである。
【００９８】
　本明細書において説明されるいくつかの例においては、選択的な部分バンドリングを使
用することができる。いくつかの例においては、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのために生成される情
報ビットの数は、不必要な再送の結果的な数を最小にするために、動的に選択することが
できる、トランスポートブロックのグループのサブセットに、バンドリングを適用するこ
とによって、減少させることができる。
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【００９９】
　より一般的には、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを生成するための第１のソ
リューションをトランスポートブロックのグループの第１のサブセットに、また第２のソ
リューションをトランスポートブロックの第２のサブセットに適用することができ、トラ
ンスポートブロックの第１および第２のサブセットは、動的に変化することができる少な
くとも１つの基準に基づいて選択される。例えば、基準は、ＷＴＲＵがそれについて肯定
応答を示さない正しく受信されたトランスポートブロックの数が、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
ビットの与えられた数に対して最小化されることとすることができる。ＷＴＲＵは、例え
ば、組合せインデックスを使用して、どのグループが第１のサブセットに属し、どのグル
ープが第２のサブセットに属するかを示すために、追加のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを
生成することができる。
【０１００】
　トランスポートブロックのグループ上においてＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを生成する
ための例は、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、バンドリングなし、全体バンドリ
ング、および部分バンドリングのうちの少なくとも１つを含むことができる。バンドリン
グなしの場合、トランスポートブロック毎に１つのビットを生成することができ、トラン
スポートブロックが正しく受信されたという条件において、第１の値（「ＡＣＫ」または
１）が生成され、トランスポートブロックが正しく受信されなかった、またはまったく受
信されなかったという条件において、第２の値（「ＮＡＣＫ」または０）が生成される。
全体バンドリングの場合、すべてのトランスポートブロックに対して１つのビットを生成
することができ、すべてのトランスポートブロックが正しく受信されたという条件におい
て、第１の値（「ＡＣＫ」または１）が生成され、それ以外の場合、第２の値（「ＮＡＣ
Ｋ」または０）が生成される。部分バンドリングの場合、グループに属するトランスポー
トブロックからなる数々のサブセットの各々に対して１つのビットを生成することができ
、トランスポートブロックのサブセット毎に、サブセットに属するすべてのトランスポー
トブロックが正しく受信されたという条件において、第１の値（「ＡＣＫ」または１）が
生成され、それ以外の場合、第２の値（「ＮＡＣＫ」または０）が生成される。
【０１０１】
　上述において、トランスポートブロックのサブセットおよび／またはグループは、例え
ば、あるサービングセル（もしくはそれのサブセット）、あるサブフレーム（もしくはそ
れのサブセット）、またはそれらの組合せから受信することができるトランスポートブロ
ックとして定義することができる。グループは、より高位のレイヤによって明示的に構成
することができ、または構成から暗黙的に導出することができる（例えば、グループサイ
ズは、固定の値になるように設定することができ、グループは、構成の構成されたサービ
ングセルの順序から定義することができる）。
【０１０２】
　例えば、ＷＴＲＵは、ＦＤＤにおいては、３２のサービングセルを用いるように構成さ
れ、サブフレーム内において最大で６４のトランスポートブロックを受信することができ
る。１つは、８つのトランスポートブロックからなるグループを８つ定義することができ
、それの各々は、４つのサービングセルからなるセットから受信することができるトラン
スポートブロックに対応することができる。８つのグループのうちの２つについては、「
バンドリングなし」ソリューションに従って、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報ビットを生成するこ
とができ、残りの６つのグループについては、「全体バンドリング」ソリューションに従
って、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を生成することができ、すべてのグループについて、１６ビ
ットプラス６ビットをもたらす。加えて、このサブフレーム内において「バンドリングな
し」ソリューションが利用される２つを８つのグループから選ぶときに可能な２８の組合
せについての組合せインデックスを表すために、５つの情報ビットを生成することができ
る。８つのグループのうちのどの２つにおいて「バンドリングなし」ソリューションが使
用されるかを選択するために、ＷＴＲＵは、「全体バンドリング」が使用されたならば、
受信に成功したのに「ＮＡＣＫ」が生成されるトランスポートブロックの数を、グループ
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毎に、決定することができる。ＷＴＲＵは、そのような受信に成功したトランスポートブ
ロックの数が最多である２つのグループを選択することができる。例えば、サブフレーム
内において、受信に成功したトランスポートブロックの数は、以下のようであると、すな
わち、グループ１、４、８については８、グループ２については５、グループ３について
は４、グループ５、６については２、およびグループ７については０であるとすることが
できる。このケースにおいては、ＷＴＲＵは、「バンドリングなし」ソリューションのた
めにグループ２および３を選択することができ、他のすべてのグループは、「全体バンド
リング」を使用する。
【０１０３】
　与えられたバンドリングソリューションがそれに対して使用されるグループの選択は、
以下の基準のうちの少なくとも１つに基づくことができる。グループの選択は、本明細書
において説明されるように、サブフレーム内における、ＷＴＲＵがそれについて肯定応答
を示さない正しく受信されたトランスポートブロックの数の最小化に基づくことができる
。また、グループの選択は、グループ毎の、先行するサブフレームのセット内における、
ＷＴＲＵがそれについて肯定応答を示すことができない正しく受信されたトランスポート
ブロックの存在または数に基づくことができる。加えて、グループの選択は、グループ内
の受信に成功したトランスポートブロックについて「ＡＣＫ」が報告されなかった回数に
基づくことができる。例えば、ＷＴＲＵは、それについてさもなければ「ＮＡＣＫ」を報
告することができるグループ、この数についての最大値を有するグループ、またはこの数
が閾値を上回ることができるグループに対して、「バンドリングなし」ソリューションを
使用することができる。さらに、グループの選択は、あるグループに適用されるバンドリ
ングソリューションについての、物理レイヤまたはより高位のシグナリングからの表示に
基づくことができる。そのような表示は、グループのサービングセルについてのダウンリ
ンク（ＤＬ）割り当てを含むＰＤＣＣＨ／進化型ＰＤＣＣＨ（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のフィー
ルド内に、またはサブフレーム内におけるＤＬ割り当てについての情報を含むＰＤＣＣＨ
／Ｅ－ＰＤＣＣＨ内に含むことができる。これは、ＷＴＲＵがグループの特定のサービン
グセルからＤＬ割り当てを受信したかどうかに関わらず、ネットワークが、ＷＴＲＵによ
るグループの選択をオーバライドすることを可能にすることができる。また、グループの
選択は、グループのＰＤＳＣＨ送信の１つについての特性に基づくことができる。さらに
、グループの選択は、グループのＰＤＳＣＨ送信をスケジュールするために使用されるＤ
ＣＩフォーマットに基づくことができる。
【０１０４】
　本明細書において開示される例においては、バンドリングソリューションが、サービン
グセルのグループにわたって使用されるとき、ＷＴＲＵは、グループの別のサービングセ
ルについてのＤＬ割り当てを含むＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨ内の表示から、ＤＬ割り当
てがサービングセル内において失われたかどうかを決定することができる。そのような表
示は、このサブフレーム内のグループにおいて送信されたＤＬ割り当ての数を含むことが
できる。ＷＴＲＵは、サブフレーム内のグループについての正しく受信されたＤＬ割り当
ての総数が、示された数よりも低い場合に、ＤＬ割り当てが失われたと決定し、したがっ
て、グループについて「ｎａｃｋ」を報告することができる。
【０１０５】
　いくつかの例においては、送達確認されたセルまたはＴＢのインデックスの表示を使用
することができる。さらに、いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎ
（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）リソースだけを使用して、ＡＣＫを報告するように、より高位のレ
イヤによって、構成することができる。そのような例においては、ＷＴＲＵによるフィー
ドバックの欠落は、ｅノードＢにおいてＮＡＣＫを表すことを暗示することができる。Ｔ
ＢおよびＨＡＲＱプロセスは、交換可能に使用することができる。
【０１０６】
　（おそらくは、複数のセルからの）複数のトランスポートブロックＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビ
ットの報告を可能にするＰＵＣＣＨフォーマットにおいては、可能なＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ
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／Ｎ報告毎に、ビットストリング内に事前決定されたロケーションが存在することができ
る。ＷＴＲＵは、それについてさもなければＮＡＣＫを送信することができる、ＴＢ　Ｈ
ＡＲＱ　Ａ／Ｎを表す任意のビットを空白にしておく（または事前構成された値になるよ
うに設定する）ことができる。
【０１０７】
　別の例においては、ＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告のセットを配置することができる、事
前構成されたロケーションが、ビットストリング内に存在することができる。ビットロケ
ーションのそのようなセットは、複数のＴＢについてのＡＣＫのサブセットを報告するた
めに使用することができる。例えば、ＰＵＣＣＨ内において報告されるＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ
ビットストリングは、各々がｘビットからなるセットから構成することができる。ｘビッ
トからなる各セットは、ｎのＴＢについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎを報告するために使用する
ことができる。この例においては、ＷＴＲＵは、ビットのセットのすべての可能な２xの
コードポイントが意味を有するように（おそらくは半静的に）事前構成することができ、
各コードポイントは、ｅノードＢにおいて、それについてのＡＣＫを仮定することができ
るＴＢの異なるサブセットを識別することができる。簡単な数値的な例として、ＰＵＣＣ
Ｈ内において報告されるビットストリングは、各々が２ビットの５つのセットから構成す
ることができる。２ビットの各セットは、３つのＴＢのいずれかについてＡＣＫを報告す
るために使用することができる。例えば、コードポイント「００」は、３つのＴＢのいず
れについてもＡＣＫを示さないことができ、「０１」は、第１のＴＢについてのＡＣＫを
示すことができ、「１０」は、第２のＴＢについてのＡＣＫを示すことができ、「１１」
は、第３のＴＢについてのＡＣＫを示すことができる。各コードポイントの意味は、ｅノ
ードＢによって半静的に設定することができ、送達確認されたＴＢのグループも示すこと
ができる（例えば、コードポイントは、第１および第２のＴＢがＡＣＫであることを示す
ことができる）。
【０１０８】
　別の例においては、ＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告毎に、ビットストリング内に事前決定
されたロケーションが存在しなくてもよい。そのような例においては、ＡＣＫを示してい
ないＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告のための場所をビットストリング内に確保する必要をな
くすことができる。ＮＡＣＫ　ＴＢのＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告のために、容量を無駄
にしないことができることを考えると、これは、平均してより多数の可能なＴＢ　ＨＡＲ
Ｑ　Ａ／Ｎ報告を可能にすることができる。
【０１０９】
　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告のビットストリング内において、事前決定（および／または事前
構成）されたロケーションが、ＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ毎に使用されないケースにおいて
は、ＷＴＲＵは、ＡＣＫがそれについて送信されるＴＢを、ｅノードＢに示すことができ
る。ＴＢ毎の一意識別子（おそらくは、ビットストリング）を、すべての可能なセルから
、ＷＴＲＵに提供することができる。ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ内において、識別子をＡＣ
Ｋとして報告し返すことができる。例えば、ＷＴＲＵが、サブフレーム内で送信される最
大で６４のＴＢを有するケースの場合、６ビットで構成されるＴＢ毎の識別子を、ＷＴＲ
Ｕに提供することができる。そのようなケースにおいては、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告は、単
に、ＷＴＲＵが、ＡＣＫがそれについて送信されるいずれかのＴＢの６ビットストリング
を含めることとすることができる。１つの例においては、ＴＢ識別子は、ＷＴＲＵがトラ
ンスポートブロックを用いるようにスケジュールされたときに提供することができる。別
の例においては、ＷＴＲＵは、ＴＢを送信するセルの（セル識別情報（ＩＤ）などの）識
別子およびＨＡＲＱプロセスＩＤの関数として、ＴＢ識別子を決定することができる。
【０１１０】
　本明細書において提示されるいくつかの例においては、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨリソー
ス内において送信する複数のＡＣＫを有することができる。各ＴＢ　ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎが
、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットストリング内の特定のビットロケーションを用いるように構成
されないソリューションの場合、ＰＵＣＣＨ容量が許容するよりも多くのＡＣＫをＰＵＣ
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ＣＨインスタンス内において送信することが必要とされる状況が存在することがある。そ
のような状況においては、ＷＴＲＵは、いずれかのＰＵＣＣＨインスタンス内においてＡ
ＣＫがそれについてフィードバックされるべきＴＢをダウン選択することができる。ＡＣ
Ｋがそれについて送信されないいずれのＴＢも、ｅノードＢにおいて、ＮＡＣＫであると
仮定されることができ、おそらくは、誤ってそうされる。
【０１１１】
　ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨフィードバックがすべてのＡＣＫを含んでおらず、ＷＴＲＵに
よってダウン選択が使用されたことを、ｅノードＢに示すことができる。別の例において
は、ＷＴＲＵは、そのＴＢについてのＡＣＫが、直近に送信されたＰＤＳＣＨに関するも
のか、それとも先行するバージョンに関するものかを、ｅノードＢに通知する表示を、い
ずれのＡＣＫ送信とも一緒に含むことができる。例えば、ＷＴＲＵは、現実には第１の再
送後にそれが送達確認されたとき、第２の再送後にしかＡＣＫを送信することができない
ことがある。ＡＣＫが先行する再送について生じたのかどうかをＷＴＲＵに示すことは、
および／またはおそらくは、どの再送についてＡＣＫが生じたのかを示すことも、ｅノー
ドＢがリンク適応を用いることを可能にすることができる。
【０１１２】
　送信すべきＡＣＫのダウン選択は、いくつかの事前構成されたルールに従って、ＷＴＲ
Ｕによって自律的に行うことができる。ＷＴＲＵは、プライオリティリストおよび半静的
に構成されたルールのセットのうちの少なくとも一方によって、送信すべきＡＣＫのサブ
セットを決定することができる。
【０１１３】
　プライオリティリストは、ｅノードＢによって事前構成することができ、ＴＢおよび／
またはＴＢを送信するＳＣｅｌｌの関数として決定することができる。ＷＴＲＵは、送達
確認されたＴＢをランク付け、いずれの場合もＰＵＣＣＨがｎのＡＣＫを送信するための
容量を有すると仮定して、第１のＴＢについてのＡＣＫフィードバックを送信することが
できる。プライオリティランキングは、ＰＤＳＣＨの内容の関数として、ＷＴＲＵによっ
て決定することができる。例えば、（ＲＲＣ再構成メッセージなど）コントロールプレー
ン送信のために使用されるＰＤＳＣＨは、ユーザプレーン送信のために使用されるＰＤＳ
ＣＨのそれよりも高いＡＣＫ報告プライオリティを有することができる。プライオリティ
ランキングは、ＰＤＳＣＨのために使用されるスケジューリングのタイプに依存すること
ができる。例えば、クロスキャリアスケジュールされるＰＤＳＣＨは、セルフスケジュー
ルされるＰＤＳＣＨよりも高い／低いプライオリティを有することができる。または、半
永久的にスケジュールされるＰＤＳＣＨは、単独でスケジュールされるＰＤＳＣＨよりも
高い／低いプライオリティを有することができる。
【０１１４】
　半静的に構成されたルールのセットは、ＷＴＲＵが、最大でいずれか１つのインスタン
ス内において許容されるＡＣＫ容量まで、ＰＵＣＣＨインスタンス内において、それにつ
いてのＡＣＫが送信されるＴＢを決定することを可能にすることができる。例えば、最大
数の再送を有することができた送達確認されたプロセスについてＡＣＫを報告する。例え
ば、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱプロセス当たりの再送の数に関して、ＴＢ　ＡＣＫ報告プライ
オリティを順序付け、最大数の再送を有するｎのプロセスについてＡＣＫをフィードバッ
クすることができる。例えば、ＡＣＫ報告が先にスキップされた送達確認されたプロセス
についてＡＣＫを報告する。これらは、おそらくは、（最多のスキップが最高のランキン
グをもたらすなど）プロセスの間にＡＣＫ報告が何回スキップされたかによって順序付け
ることができる。例えば、最高／最低のデータレート、および／または最高／最低のＭＣ
Ｓ、および／または最高／最低のＰＲＢの数、および／または最高／最低のＲＩを有する
送達確認されたＴＢについてＡＣＫを報告する。例えば、空間多重化を用いて／用いずに
送信された送達確認されたＴＢについてＡＣＫを報告する。上述のルールは、任意の組合
せで使用することができ、ルールに従うことができる順序は、事前構成することができる
。例えば、第１のルールは、ＡＣＫが先にスキップされた送達確認されたプロセスについ
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てＡＣＫを報告することとすることができる。ｎよりも少ないプロセスしか適格でない場
合、ＰＵＣＣＨフィードバックは、さらに、（最大数の再送を有するプロセスなど）別の
ルールを満たすプロセスについてのＡＣＫで満たすことができる。
【０１１５】
　プライオリティリストおよび／またはルールのセットは、半静的に構成することができ
、ならびにＰＤＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨのタイミングにも依存することができる
。サブフレームの第１のサブセットにおいては、第１のルールのセットが、ＡＣＫフィー
ドバックをダウン選択するために使用され、サブフレームの第２のサブセットにおいては
、第２のルールのセットが、ＡＣＫフィードバックをダウン選択するために使用されるよ
うな、サブフレームのサブセットが存在することができる。
【０１１６】
　与えられたサブフレームまたはサブフレームのグループにおいて、ＷＴＲＵは、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ情報の生成のための方法を、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫが事前決定された順序で連結されたＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を含むことができる
、バンドリングなし、（空間、周波数、および／または時間領域などにおける）トランス
ポートブロックの決定されたサブセットについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告の固定されたバ
ンドリング、本明細書において説明されるような条件付きＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告生成、本
明細書において説明されるような選択的な部分バンドリング、ならびに本明細書において
説明されるようなＡＣＫ送信のダウン選択のうちの少なくとも１つに従って、決定するこ
とができる。
【０１１７】
　特定のサブフレームにおいて適用されるＨＡＲＱ－ＡＣＫの生成のための方法およびお
そらくはそれのパラメータの選択は、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ情報ビットのペイロード、ＰＵＣＣＨフォーマットによって収容される最大ペイ
ロード、ＰＵＳＣＨ送信によって収容される最大ペイロード、および物理レイヤ、ＭＡＣ
、またはＲＲＣシグナリングからの表示のうちの少なくとも１つに従って、決定すること
ができる。
【０１１８】
　特定のサブフレームにおいて適用される方法を決定するために、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
ビットのペイロードを使用することができる。ペイロードは、（受信したＤＬ割り当てに
基づいた）ＨＡＲＱ－ＡＣＫ送信が関係する受信したトランスポートブロックの数につい
て、または（受信したＤＬ割り当ての最大可能数および割り当て毎のトランスポートブロ
ックの最大数などに基づいた）ＨＡＲＱ－ＡＣＫ送信が関係する受信することができるト
ランスポートブロックの最大数について決定することができる。
【０１１９】
　特定のサブフレーム内において適用される方法を決定するために、ＰＵＳＣＨ送信がサ
ブフレーム内において生じないという条件において、このサブフレーム内において使用さ
れるように構成された、ＰＵＣＣＨフォーマットによって収容することができる最大ペイ
ロードを使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、最大よりも少ない数のＨＡＲＱ－
ＡＣＫ情報を生成する方法を選択することができる。
【０１２０】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送信するために必要とされるＲＥの数が閾値を超えないように
、特定のサブフレーム内において適用される方法を決定するために、このサブフレーム内
におけるＰＵＳＣＨ送信によって収容することができる最大ペイロードを使用することが
できる。
【０１２１】
　特定のサブフレーム内において適用される方法を決定するために、物理レイヤ、ＭＡＣ
、またはＲＲＣシグナリングからの表示を使用することができる。例えば、ダウンリンク
割り当て、アップリンクグラントを含む、またはダウンリンク割り当ておよびアップリン
クグラントのセットについての情報を含む、ＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨに属するフィー
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ルドを使用して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をどのように生成することができるか、または生
成することができるＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの最大数を示すことができる。
【０１２２】
　以下のソリューションは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、およびＳ
Ｒのうちの少なくとも１つを含む、ＰＵＣＣＨ内のＵＣＩに対して、最大ペイロードが不
十分である問題に対処する。例においては、ＰＵＣＣＨ内における利用可能な符号化ビッ
トの数を増やすことができる。
【０１２３】
　いくつかのソリューションにおいては、高い変調次数のシンボルを使用することによっ
て、例えば、１６直交振幅変調（ＱＡＭ）、６４ＱＡＭ、および２５６ＱＡＭなど、ＱＰ
ＳＫのそれよりも高い変調次数を使用することによって、ＰＵＣＣＨペイロードを増やす
ことができる。
【０１２４】
　例として、単一の１６ＱＡＭシンボルにおいて搬送される符号化ビットの数は、４ビッ
トであり、それは、（ＰＵＣＣＨフォーマット３など）単一のレガシＰＵＣＣＨ　ＱＰＳ
Ｋシンボルにおいて搬送されるそれらと比較して、２倍多い。レガシＰＵＣＣＨフォーマ
ット３のペイロードは、４８ビットにエンコードすることができ、その後、２４のＱＰＳ
Ｋシンボルにマッピングすることができる。例として、２４シンボルなど、同数のシンボ
ルに対して、ＱＰＳＫの代わりに、１６ＱＡＭシンボルを使用することができる場合、Ｐ
ＵＣＣＨは、４×２４＝９６の符号化ビットを搬送することができ、それは、比較すると
、ＱＰＳＫ変調を使用するレガシＰＵＣＣＨフォーマット３の最大エンコードビットの２
倍の多さとすることができる。
【０１２５】
　ＷＴＲＵは、異なるＰＵＣＣＨ　ＲＥにマッピングすることができる異なるシンボルに
対して、異なる変調次数を使用することができる。
【０１２６】
　ＷＴＲＵは、異なるサブキャリアにマッピングすることができる異なるシンボルに対し
て、異なる変調次数を使用することができる。例えば、ＰＵＣＣＨ　ＲＢ当たり１２のサ
ブキャリアのうち、ｎ＝４など、ｎのサブキャリアは、ＱＰＳＫ変調されたシンボルを搬
送することができ、（１２－ｎ）の、すなわち、８つのサブキャリアは、１６ＱＡＭ変調
されたシンボルを搬送することができる。２つのＰＲＢを有するＰＵＣＣＨについての符
号化ビットの総数は、（同じＰＲＢ内のすべてのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、同じ情報を
搬送することができると仮定して）以下のように計算することができる。
　　２×［ｎ×２＋（１２－ｎ）×４］＝９６－２×ｎ　　式（１）
同じＰＵＣＣＨ　ＰＲＢ内の同じサブキャリアにマッピングされるすべてのシンボルは、
同じ変調次数、例えば、ＱＰＳＫおよび１６ＱＡＭなどを使用して、変調することができ
る。
【０１２７】
　ＷＴＲＵは、異なるエンコーダを使用することができ、および／またはエンコードビッ
トの異なるセットを生成することができる。エンコードビットの異なるセットは、ＰＵＣ
ＣＨシンボルの異なるセットにマッピングすることができ、ＰＵＣＣＨシンボルの各セッ
トは、異なる変調技法、例えば、ＱＰＳＫおよび１６ＱＡＭなどを使用して、変調するこ
とができる。例として、単一のＰＵＣＣＨ　ＰＲＢ内において搬送される情報ビットをエ
ンコードするために、２つのエンコーダを使用することができ、それらは、「エンコーダ
Ａ」および「エンコーダＢ」と呼ばれることがある。各エンコーダは、エンコーダ入力と
して、情報ビットの異なるセットを有することができる。エンコーダＡの出力は、ある変
調技法、例えば、ＱＰＳＫを使用して変調することができ、４つのサブキャリアなど、あ
る数のＰＵＣＣＨサブキャリアにマッピングすることができる。エンコーダＢの出力は、
異なる変調技法、例えば、１６ＱＡＭを使用して変調することができ、１２－８＝４のサ
ブキャリアなど、ＰＵＣＣＨサブキャリアの異なるセットにマッピングすることができる



(30) JP 6789224 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

。２つのＰＲＢを有するＰＵＣＣＨについての符号化ビットの総数は、（同じＰＲＢ内の
すべてのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、同じ情報を搬送することができると仮定して）先に
説明された公式によれば、８８と計算することができる。
【０１２８】
　エンコードビットを異なる変調次数／技法にマッピングすることができる、各ＰＵＣＣ
Ｈエンコーダは、チャネル／復号障害に対する異なる保護レベルおよび／またはロバスト
ネスを有することができる。例えば、最終的に１６ＱＡＭシンボルにマッピングすること
ができるエンコードビットは、ＱＰＳＫシンボルにマッピングされるエンコードビットと
比較して、チャネル／復号障害に対するより小さいロバストネスを有することができる。
【０１２９】
　ＷＴＲＵは、２つ以上の異なる性能要件に対する可能性を有する、情報ビットの２つ以
上の異なるセットを有することができる。情報ビットの２つ以上の異なるセットは、２つ
以上のエンコーダを使用してエンコードすることができ、ならびに／またはエンコードビ
ットは、２つ以上の変調技法、例えば、ＱＰＳＫおよび１６ＱＡＭなどによって、変調す
ることができる。変調シンボルの２つ以上のセットは、サブキャリアおよび／またはＲＥ
の２つ以上のセットにマッピングすることができる。
【０１３０】
　例として、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドリングを使用して、いくつ
かのコンポーネントキャリアのＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットをバンドルすることが
でき、および／またはＷＴＲＵは、他のいくつかのコンポーネントキャリアのＨＡＲＱ　
ＡＣＫ／ＮＡＣＫをバンドルしないことができる。バンドルされたＨＡＲＱ　ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットの受信における誤りは、バンドルされていないＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ビットにおける誤りのそれと比較して、より多くのコンポーネントキャリアの動作に影響
することができるので、ＷＴＲＵは、バンドルされたＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット
を、最終的にＱＰＳＫシンボルへのマッピングを行うことができるエンコーダに割り当て
ることができ、一方、ＷＴＲＵは、バンドルされていないＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ットを、最終的に１６ＱＡＭシンボルへのマッピングを行うことができるエンコーダに割
り当てることができる。結果として、バンドルされたＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット
は、バンドルされていないＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットと比較して、チャネル／復
号障害に対するより高い保護を有することができる。
【０１３１】
　ＷＴＲＵは、サブフレーム内において送信される必要がある符号化ビットの数に基づい
て、変調方式を決定することができる。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３と同じ拡散方
式およびＲＢの数（すなわち、サブキャリア当たり２つのシンボル、および１つのＲＢ）
が使用されると仮定すると、ＷＴＲＵは、必要とされる符号化ビットの数が４８ビットで
ある場合は、ＱＰＳＫを使用して、必要とされる符号化ビットの数が９２ビットである場
合は、１６ＱＡＭを使用して、送信することができる。
【０１３２】
　いくつかのソリューションにおいては、単一のＰＵＣＣＨリソースに２つ以上のリソー
スブロックを割り当てることによって、ＰＵＣＣＨペイロードを増やすことができる。そ
のようなソリューションは、本明細書において説明されるときは、「拡張ＰＵＣＣＨ」と
呼ばれることがある。
【０１３３】
　図２は、２つの連続するＲＢを利用する拡張ＰＵＣＣＨ設計のための可能なＲＥマッピ
ングの例の図である。マッピング２００に示されるように、時間次元および周波数次元は
、それぞれ、水平軸および垂直軸によって表される。マッピング２００の例においては、
ＲＢ＃１　２１０およびＲＢ＃２　２２０は、連続しており、同じタイムスロット内で送
信される。この設計は、アップリンク送信のシングルキャリア特性を保存する利益を有す
ることができる。アップリンク制御情報を搬送するために利用可能なＲＥの数は、単一の
ＲＢを利用するレガシ送信フォーマットと比較して、基本的に２倍とすることができる。
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【０１３４】
　ＰＵＣＣＨが２つのＲＢを利用するいくつかのソリューションにおいては、復調ＤＭ－
ＲＳ２３０は、ＰＵＣＣＨフォーマット３など、レガシ送信フォーマットにおけるのと同
じ時間シンボルにおいて送信することができる。情報２４０および情報２５０も、送信す
ることができる。これも、図２において示されている。
【０１３５】
　本明細書において説明されるように、ＤＭ－ＲＳのシーケンスを決定するための異なる
ソリューションも想定することができる。
【０１３６】
　第１のソリューションにおいては、拡張ＰＵＣＣＨのためのＤＭ－ＲＳシーケンスは、
レガシシステムにおいて２つのＲＢのＰＵＳＣＨ割り当てのＤＭ－ＲＳシーケンスのため
に使用される、長さ２４の基本シーケンスＦu,v（＜＜）から生成することができる。そ
のような基本シーケンスは、ＰＵＣＣＨのために使用される長さ１２の基本シーケンスと
は異なることができる。シーケンス自体は、基本シーケンスの巡回シフトとして定義する
ことができる。
【０１３７】
【数１】

【０１３８】
このソリューションの利益は、ＤＭ－ＲＳシーケンスが、低いピーク対平均電力比を有す
ること、およびそれが、同じ基本シーケンスの異なる巡回シフトの使用によって、ＲＢの
同じペアを使用する他の拡張ＰＵＣＣＨリソースの多重化を可能にすることとすることが
できる。
【０１３９】
　第２のソリューションにおいては、拡張ＰＵＣＣＨのためのＤＭ－ＲＳシーケンスは、
長さ１２の２つの連結された基本シーケンスから生成することができる。言い換えると、
拡張ＰＵＣＣＨのために使用されるＤＭ－ＲＳシーケンス
【０１４０】

【数２】

【０１４１】
は、
【０１４２】

【数３】

【０１４３】

【数４】

【０１４４】
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と表現することができ、ここで、Ｋは、ＤＭ－ＲＳシーケンスのピーク対平均比が低い値
に保たれるように構成された、グループシーケンス番号ｕ１およびｕ２におそらくは依存
する、単位振幅の定数とすることができる。グループシーケンス番号ｕ１およびｕ２は、
同じ値ｕになるように設定することができる。このケースにおいては、このソリューショ
ンにおける拡張ＤＭ－ＲＳシーケンスは、異なる巡回シフトαiおよびα2を用いて、なら
びに第２のシーケンスについては位相オフセットβ、Ｋ≡ｅjβを用いて、同じ基本シー
ケンスから生成された、長さ１２の２つの連結されたＤＭ－ＲＳシーケンス、例えば、
【０１４５】
【数５】

【０１４６】
および
【０１４７】
【数６】

【０１４８】
と等価とすることができる。
【０１４９】
　このソリューションの例示的な利益は、第１のＲＢ（または第２のＲＢ）上におけるＰ
ＵＣＣＨフォーマット３の巡回シフトが、それぞれ、α1（またはα2）と異なる限り、ま
た情報を搬送するリソースについて直交性も保証されるならば、それが、同じＲＢ上にお
いて、拡張ＰＵＣＣＨリソースのＰＵＣＣＨフォーマット３リソースとの多重化を可能に
することとすることができる。ＲＢの同じペア上における他の拡張ＰＵＣＣＨリソースと
の多重化も、巡回シフトの適切な選択を用いて可能にすることができる。巡回シフトα1

およびα2の可能な組合せと、位相オフセットβとのセットは、ＤＭ－ＲＳシーケンスの
望ましい特性（例えば、低いピーク対平均電力比）が維持されるように制限することがで
きる。例えば、ｐｉ／４の位相オフセットの利用は、位相オフセットを使用しないよりも
低いピーク対平均電力比をもたらすことができる。
【０１５０】
　すべての上述のソリューションにおいて、ＤＭ－ＲＳのために使用される巡回シフト、
および位相オフセットβの値は、ＤＭ－ＲＳがその中で送信される時間シンボルの関数と
することができる。
【０１５１】
　拡張ＰＵＣＣＨによって搬送される情報に対する処理は、変調後にＰＵＣＣＨフォーマ
ット３に対して使用される処理と同様とすることができる。各変調シンボルは、１つのサ
ブキャリアおよび１つのタイムスロット上に拡散させることができ、ＱＰＳＫが使用され
る場合は、合計で４８の変調シンボルまたは９６の符号化ビットをもたらす。この手法は
、ＤＭ－ＲＳの直交性も達成されるならば、同じＲＢ上における、拡張ＰＵＣＣＨのＰＵ
ＣＣＨフォーマット３との多重化を可能にする利益を有することができる。
【０１５２】
　ＷＴＲＵは、サブフレーム内において送信される必要がある符号化ビットの数に基づい
て、ＲＢの数を決定することができる。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３と同じ拡散お
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よび変調方式（すなわち、サブキャリア当たり２つのシンボル、およびＱＰＳＫ）が使用
されると仮定すると、ＷＴＲＵは、必要とされる符号化ビットの数が９６ビットである場
合は、２つのＲＢ上において、必要とされる符号化ビットの数が１４４ビットである場合
は、３つのＲＢ上において送信することができる。ＰＵＣＣＨのために使用されるＲＢの
数が、２つ以上であるとき、ＷＴＲＵは、以下のソリューションのうちの１つを使用する
変換プリコーディングを適用することができる。
【０１５３】
　ソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、すべての送信されるサブキャリアのセット上
において離散フーリエ変換（ＤＦＴ）を適用することができる。ＷＴＲＵが、（例えば、
以下のパラグラフにおいて説明されるソリューションのうちの１つに従って）ＰＵＣＣＨ
送信のために定義されたＲＢの１つの上で送信しない場合、対応するサブキャリアにＤＦ
Ｔを適用しないことができる。このソリューションは、出力信号が、ＳＣ－ＦＤＭＡの望
ましい特性（例えば、低いキュービックメトリック）を可能な限り維持することを保証す
ることができる。
【０１５４】
　別のソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、各ＲＢ上において別々にＤＦＴを適用す
ることができる。このソリューションは、ＷＴＲＵが各ＲＢ上で送信するかどうかについ
ての不確実性が存在するケースにおいて、受信機の複雑さを低減することができる。
【０１５５】
　いくつかのソリューションにおいては、空間多重化によって、ＰＵＣＣＨペイロードを
増やすことができる。そのようなソリューションは、本明細書において「ランクｎのＰＵ
ＣＣＨ」と呼ばれることがあり、ここで、ｎは、レイヤの数である。情報の送信のために
利用可能なＲＥの数が同じである場合に、そのようなソリューションを用いると、変調シ
ンボル（および符号化ビット）の数を、ｎ倍に増やすことができる。ＷＴＲＵは、レイヤ
に対応するアンテナポート毎に、異なるＤＭ－ＲＳシーケンスを送信することができる。
【０１５６】
　いくつかのソリューションにおいては、アンテナポート毎に送信される各ＤＭ－ＲＳシ
ーケンスは、長さ１２の同じ基本シーケンス
【０１５７】
【数７】

【０１５８】
から生成することができる。時間シンボル内において使用されるＤＭ－ＲＳシーケンス
【０１５９】
【数８】

【０１６０】
は、アンテナポートｐ毎に異なる巡回シフトａを使用することができる。この手法は、同
じリソースブロック内におけるレガシＰＵＣＣＨフォーマット３送信との多重化を達成可
能とすることができるという利益を有することができる。
【０１６１】
　空間多重化が使用されるとき、ｅノードＢ受信機によって見られるようなチャネル品質
は、２つのアンテナポート間において異なることができる。いくつかのソリューションに
おいては、ＷＴＲＵは、したがって、アップリンク制御情報の少なくとも１つのタイプの
誤り性能目標が、可能な限り低い送信電力に対して満たされることを保証するために、２
つの送信レイヤ間において、異なる符号化レート、符号化方式、および／または変調方式
を利用することができる。例えば、ランク２のＰＵＣＣＨ（ｎ＝２）のケースにおいては
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、以下のソリューションのうちの少なくとも１つ、すなわち、ｋ１の情報ビットが第１の
アンテナポート上においてエンコード、変調、およびマッピングされ、ｋ２の情報ビット
が第２のアンテナポート上においてエンコード、変調、およびマッピングされる、与えら
れたタイプのｋの情報ビットの処理と、第１のアンテナポート上における第１のタイプの
、および第２のアンテナポート上における第２のタイプの情報ビットのエンコード、変調
、およびマッピングと、各アンテナポート上において使用するための変調次数（例えば、
ＱＰＳＫまたは１６ＱＡＭ）の決定と、各アンテナポート上において利用可能な符号化ビ
ットの数の決定と、各アンテナポート上において使用するための符号化方式（例えば、ブ
ロックコード、畳み込みコード、ターボ）の決定とのうちの少なくとも１つを適用するこ
とができる。
【０１６２】
　例えば、ＷＴＲＵは、ランク２のＰＵＣＣＨ上において（ＨＡＲＱ－ＡＣＫなど）与え
られた情報タイプのｋ＝３０ビットを送信しなければならないことがある。ＷＴＲＵは、
ｋ１＝２０ビットおよびｋ２＝１０ビットが、それぞれ、第１のアンテナポートおよび第
２のアンテナポート上においてエンコード、変調、およびマッピングされると決定するこ
とができる。ＷＴＲＵは、アンテナポート毎に４８の符号化ビットが利用可能であると決
定されるように、各アンテナポート上においてＱＰＳＫが使用されると決定することもで
きる。ＷＴＲＵは、その後、第１のアンテナポート上にマッピングされる２０の情報ビッ
トを、２０／４８の符号化レートを使用して、また第２のアンテナポート上にマッピング
される１０の情報ビットを、１０／４８の符号化レートを使用して、エンコードすること
ができる。
【０１６３】
　ＷＴＲＵは、以下のソリューションのうちの少なくとも１つを使用して、上述のパラメ
ータのうちの少なくとも１つを決定することができる。ＷＴＲＵは、より高位のレイヤの
シグナリングから受け取った表示を使用することができる。ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨまた
はＥ－ＰＤＣＣＨ上において受信されたＤＣＩの少なくとも１つのフィールドから受け取
った表示を使用することができる。例えば、ＤＣＩは、ＰＵＣＣＨ送信においてＨＡＲＱ
－ＡＣＫがそれについて送信されるべきトランスポートブロックを示す、ダウンリンク割
り当ての１つを含むＤＣＩとすることができる。表示は、以下のうちの少なくとも１つ、
すなわち、各レイヤ上においてエンコードおよびマッピングされる情報ビットの数または
比の表示（例えば、２ビットフィールドは、比が、第１のアンテナポート上においては１
／３、１／２、２／３、または３／４であり、第２のアンテナポート上においては残りで
あることを示すことができる（ここで、ビットの数は、切り上げまたは切り下げを行うこ
とができる））と、上述のものを含むようにオーバロードされたＡ／Ｎリソースインジケ
ータ（ＡＲＩ）フィールド（ＡＲＩフィールドは、ＳＣｅｌｌのためのダウンリンク制御
情報内において受け取られた送信機電力制御（ＴＰＣ）フィールドと等価とすることがで
き、またはそれと同じリソースを再使用することができる）と、各アンテナポートに対し
てＱＰＳＫを使用することができるか、それとも１６ＱＡＭを使用することができるかに
ついての表示と、例えば、信号対干渉比（ＳＩＮＲ）の比もしくはｄＢの差に関して、ま
たは各アンテナポート上における情報ビット当たりの送信エネルギー間における必要とさ
れる差に関して表現される、２つのアンテナポート間におけるチャネル品質不均衡につい
ての表示とのうちの１つまたは複数を含むことができる。ＷＴＲＵは、より高位のレイヤ
のシグナリングと組み合わせて、ＡＲＩフィールドを使用して示すことができる、Ｎラン
クＰＵＣＣＨと関連付けられた少なくとも１つのリソースインデックスを使用することが
できる。アンテナポート毎の情報ビットの数および変調は、より高位のレイヤによって構
成されるリソースの一部として構成することができる。
【０１６４】
　例においては、プリコーディングを使用することができる。いくつかの例においては、
アップリンク用の２つ以上のアンテナポートを備えたＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨに適用され
るプリコーディングに類似したプリコーディングを利用することができる。これは、同じ
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周波数および時間リソース上における複数のＷＴＲＵのＰＵＣＣＨ送信の空間多重化を可
能にすることができる。ＰＵＣＣＨ送信に適用可能なプリコーディング行列は、サブフレ
ーム内においてそれについてのフィードバックが提供されているＰＤＳＣＨ割り当てを含
む、少なくとも１つのＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨなどにおけるダウンリンク制御シグナ
リングを用いて提供することができる。
【０１６５】
　いくつかの例においては、より小さい拡散係数を有するＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭを使用す
ることができる。いくつかのソリューションにおいては、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ構造内の
より少数のリソースエレメント上に変調シンボルを拡散させることによって、ＰＵＣＣＨ
ペイロードを増やすことができる。例えば、３つの時間シンボル上に拡散される４８の変
調シンボルをＰＵＣＣＨ上にマッピングすることができ、その場合、ＤＭ－ＲＳのために
使用される時間シンボルの数は、２に減らされる。
【０１６６】
　いくつかのソリューションにおいては、ＤＭ－ＲＳのために使用される時間シンボルは
、レガシＰＵＣＣＨフォーマット３におけるのと同じ時間シンボル内に維持されて、同じ
ＲＢ内におけるこのフォーマットのレガシＰＵＣＣＨ送信との多重化の可能性を維持する
ことができる。そのようなフレームワークにおいては、サブキャリア上における変調シン
ボルから時間シンボルへの拡散について、限定することなく、各々が単一の時間シンボル
上にある、１０の変調シンボル（例えば、拡散なし）、各々が２つの時間シンボル上に拡
散される、５つの変調シンボル、３つの時間シンボル上に拡散させることができる２つと
、２つの時間シンボル上に拡散させることができる２つの、４つの変調シンボル、および
３つの時間シンボル上に拡散させることができる２つと、４つの時間シンボル上に拡散さ
せることができる１つの、３つの変調シンボルなど、いくつかの可能性を想定することが
できる。
【０１６７】
　最後の時間シンボルが利用可能ではない、短縮化されたＰＵＣＣＨ送信のケースにおい
ては、変調シンボルがその上に拡散される時間シンボルの数は、変調シンボル１つにつき
１だけ減らすことができる。影響を受ける変調シンボルは、好ましくは、短縮化されてい
ないＰＵＣＣＨ送信において、より多数の時間シンボル上に拡散されるものである。
【０１６８】
　サブキャリア内における変調シンボルから時間シンボルへの正確なマッピング（したが
って、拡散係数）をパラメータ化して、このパラメータ値に依存する、ＰＵＣＣＨについ
ての最大ペイロード値をサポートすることができる。パラメータは、ＰＵＣＣＨリソース
インデックスから導出することができ、ＰＵＣＣＨリソースインデックスとともに構成す
ることができる。
【０１６９】
　別々の符号化が、ＵＣＩビットの異なるサブセットに適用される場合、ＰＵＣＣＨ内の
より多数の時間シンボル上に拡散される変調シンボル（例えば、２つの代わりに３つの時
間シンボル上に拡散される、サブキャリア当たり２つの変調シンボル）を使用して、より
高いロバストネスを必要とするＵＣＩのための符号化ビットを搬送することができる。
【０１７０】
　ＷＴＲＵは、サブフレーム内において送信する必要がある符号化ビットの数に基づいて
、拡散方式を決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、必要とされる符号化ビットの
数が１２０ビットである場合は、サブキャリア当たり５つの変調シンボルを、また必要と
される符号化ビットの数が７２ビットである場合は、サブキャリア当たり３つの変調シン
ボルを拡散させることができる。
【０１７１】
　例においては、コードブック、リソースおよび送信フォーマット、ならびにパラメータ
の選択を使用することができる。ＷＴＲＵは、特定のサブフレーム内において使用するた
めの、ＰＵＣＣＨ送信フォーマット、およびおそらくは関連するパラメータを決定するこ
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とができる。ＰＵＣＣＨ送信フォーマットは、符号化ビットの総数、および符号化ビット
のセット（または適用可能な場合は、符号化ビットの各サブセット）をどのように変調し
、拡散し、物理リソースにマッピングすることができるか（おそらくは、空間多重化を含
む）によって特徴付けることができる。
【０１７２】
　ＰＵＣＣＨ送信フォーマットは、１、１ａ、１ｂ、２、および３などのレガシＰＵＣＣ
Ｈフォーマット、ならびに上で説明された技法（より高次の変調、より大きいＢＷ、空間
多重化、または縮小された拡散）の１つまたは組合せに基づいたフォーマットなど、より
高いペイロードをサポートする新しいＰＵＣＣＨフォーマットのうちの少なくとも一方を
含むことができる。
【０１７３】
　フォーマットおよび関連するパラメータの選択は、以下のうちの少なくとも１つに基づ
くことができる。選択は、ＰＵＣＣＨ上において送信される（複数のタイプのＨＡＲＱ－
ＡＣＫ、ＣＳＩ、ＳＲを含む）異なるタイプのＵＣＩのための情報ビットの数に基づくこ
とができる。例えば、選択は、ＰＵＣＣＨ上において送信される異なるタイプのＵＣＩの
存在または非存在に基づくことができる。また、選択は、ＤＬ割り当てまたはＤＬ割り当
てについての情報を含むＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨなど、物理レイヤまたはより高位の
レイヤのシグナリングから受け取られる表示に基づくことができる。例えば、表示は、サ
ブキャリア当たりのマッピングされる変調シンボルの数（もしくは拡散係数もしくは拡散
係数のセット）を示すパラメータ、（ＱＰＳＫもしくは１６ＱＡＭなど）変調タイプを示
すパラメータ、および／またはＰＵＣＣＨ送信のためのレイヤの数（ランク）を示すパラ
メータを含むことができる。さらに、選択は、ＰＵＣＣＨ内において送信されるＨＡＲＱ
－ＡＣＫ情報ビットを生成するために使用される方法に基づくことができる。加えて、選
択は、本明細書において説明されるような、少なくとも１つのコードブック特性について
の物理レイヤまたはより高位のレイヤのシグナリングから受け取られる表示に基づくこと
ができる。選択は、本明細書において説明されるような、サブフレーム内において送信さ
れるフィードバックグループのサブセットにも基づくことができる。さらに、選択は、例
えば、本明細書において説明されるそれに類似するＤＣＩ（ＵＣＩ）を使用する、本明細
書において説明されるような、ＵＣＩスケジューリング情報に関連する方法を含む、本明
細書において説明されるような、ＵＣＩフィードバックのためのアップリンクリソースの
動的スケジューリングに基づくことができる。
【０１７４】
　いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、必要とされる符号化ビットの数に
基づいて、（変調、ＲＢの数、拡散、空間多重化のうちの少なくとも１つを含む）送信フ
ォーマットのすべての特性を決定することができ、符号化ビットの数、情報ビットの数、
および／またはフィードバックグループのサブセットからなる事前決定されたセットに基
づいて、マッピングを決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、表１に類似した表に
基づいて、送信フォーマットを決定することができる。
【０１７５】
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【表１】

【０１７６】
　この例においては、ＷＴＲＵは、以下のパラグラフにおいて説明されるように、例えば
、情報ビットの総数および最大符号化レートに基づいて、符号化ビットの数を決定するこ
とができる。例えば、ＷＴＲＵが、必要とされる符号化ビットの数は１４４であると決定
した場合、ＷＴＲＵは、符号化ビットに対してＱＰＳＫ変調を利用し、３つのシンボルが
各サブキャリア上に拡散されるように、変調されたシンボルを拡散し、結果の信号を２つ
のＲＢ上にマッピングすることができる。
【０１７７】
　いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、ＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨから
ＡＲＩまたは別のフィールドを受け取るなど、動的な表示に基づいて、送信フォーマット
のいくつかの特性を選択することができる。例えば、受け取ったＡＲＩによって示される
リソースは、１つのＲＢを有することができる。必要とされる符号化ビットの数が９６ビ
ットである場合、ＷＴＲＵは、拡散は、サブキャリア当たり４つの変調シンボルが拡散さ
れ、ＲＢ内において９６の符号化ビットを可能にするようなものであるべきであると決定
することができる。受け取ったＡＲＩによって示されるリソースが、２つのＲＢを有する
ケースにおいては、ＷＴＲＵは、拡散は、サブキャリア当たり２つの変調シンボルが拡散
され、２つのＲＢ内において９６の符号化ビットを可能にするようなものであるべきであ
ると決定することができる。そのような動的な態様のさらなる例が、本明細書において説
明される。
【０１７８】
　例においては、コードブック特性の動的決定を使用することができる。いくつかのソリ
ューションにおいては、ＷＴＲＵは、半静的および／または動的な態様に基づいて、ＨＡ
ＲＱフィードバックおよびおそらくは他のＵＣＩ（例えば、コードブック）のための情報
ビットのセットの少なくとも１つの特性を決定することができる。ソリューションは、そ
のような情報の送信のために使用されるリソースの量の最小化を可能にすることができる
。そのような動的な態様のさらなる例が、本明細書において説明される。
【０１７９】
　拡張によって、以下で説明されるソリューションは、（コードブックサイズなど）コー
ドブック特性と関連付けることができる、ＰＵＣＣＨフォーマット、ＰＵＣＣＨリソース
、または電力制御方法を決定するためにも使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、
コードブックサイズが第１の値よりも小さい場合は、第１のＰＵＣＣＨフォーマット（お
よび／または電力制御方法）が使用され、コードブックサイズが第１の値以上であるが、
第２の値よりも小さい場合は、第２のＰＵＣＣＨフォーマットが使用され、以降も同様で
あると決定することができる。
【０１８０】
　以下のコードブック特性のうちの少なくとも１つを決定することができる。コードブッ
クの情報ビットの数を決定することができる。例えば、どのセルまたはセルグループのど
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のトランスポートブロックがコードブックの与えられた位置にマッピングされるかに関す
る、コードブックの情報ビットの順序を決定することができる。ビットが、特定のセル、
セルグループ、および／もしくはサブフレーム上において受信されたトランスポートブロ
ックの復号のＡＣＫもしくはＮＡＣＫ結果を表すかどうか、ならびに／またはバンドリン
グがその上で適用される、もしくはされないセルもしくはセルグループもしくはサブフレ
ームの表示を表すかどうかなど、各情報ビット（またはそれのセット）の解釈を決定する
ことができる。適用することができる情報源符号化方式（例えば、ハフマンエンコード）
を決定することができる。コードブックに適用することができるチャネル符号化方式（例
えば、リード－マラー、ターボ、または畳み込み）を決定することができる。
【０１８１】
　図３は、フィードバックのサイズおよびタイプに基づいた、ＰＵＣＣＨフォーマットに
ついての例示的な選択プロセスの図である。プロセス３００に示される例においては、Ｗ
ＴＲＵは、複数の構成されたキャリアのセット上において複数のトランスポートブロック
を受信し、複数のトランスポートブロックについてのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック３
１０およびＣＳＩフィードバック３２０を生成することができる。さらに、ｎによって表
すことができる、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック３１０のために必要とされる情報ビッ
トの数、およびｍによって表すことができる、ＣＳＩフィードバック３２０のために必要
とされる情報ビットの数は、３３０において、ＷＴＲＵによって組み合わせる（例えば、
連結する）ことができる。ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックのために使用す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの数と、ＣＳＩフィードバックのために使用す
るＣＳＩフィードバックビットの数とを含む、フィードバックメッセージを生成すること
ができる。ＷＴＲＵは、その後、３４０において、フィードバックの内容に基づいて、可
能なＰＵＣＣＨフォーマットを決定することができる。例えば、このＰＵＣＣＨフォーマ
ット決定は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの数およびＣＳＩフィードバックビ
ットの数に基づいて行うことができる。ＷＴＲＵは、決定されたＰＵＣＣＨフォーマット
を使用して、フィードバックメッセージを送信することができる。
【０１８２】
　例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックが存在し、したがって、ｎ＞０である場合、
およびＣＳＩフィードバックが存在し、したがって、ｍ＞０である場合、３５０において
、ＰＵＣＣＨフォーマットｘなどの第１のＰＵＣＣＨフォーマット、またはＰＵＣＣＨフ
ォーマットｙなどの第２のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することができる。また、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫフィードバックが存在せず、したがって、ｎ＝０であり、ＣＳＩフィードバ
ックだけが存在し、したがって、ｍ＞０である場合、３６０において、ＰＵＣＣＨフォー
マットｘ、またはＰＵＣＣＨフォーマットｚなどの第３のＰＵＣＣＨフォーマットを選択
することができる。さらに、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックが存在し、したがって、ｎ
＞０である場合、およびＣＳＩフィードバックが存在せず、したがって、ｍ＝０である場
合、３７０において、ＰＵＣＣＨフォーマットｘ、またはＰＵＣＣＨフォーマットｗなど
の第４のＰＵＣＣＨフォーマットを選択することができる。
【０１８３】
　３５０において、ＰＵＣＣＨフォーマットｘまたはＰＵＣＣＨフォーマットｙが選択さ
れたケースにおいては、ＷＴＲＵは、その後、３５５において、フィードバックペイロー
ドの情報ビットの数をＢ１などの第１の閾値と比較することができる。フィードバックペ
イロードが第１の閾値よりも大きく、したがって、ｎ＋ｍ＞Ｂ１である場合、３５６にお
いて、ＰＵＣＣＨフォーマットｘを選択することができる。さらに、フィードバックペイ
ロードが第１の閾値以下であり、したがって、ｎ＋ｍ≦Ｂ１である場合、３５８において
、ＰＵＣＣＨフォーマットｙを選択することができる。ＷＴＲＵは、決定されたＰＵＣＣ
Ｈフォーマットを使用して、フィードバックメッセージを送信することができる。
【０１８４】
　３６０において、ＰＵＣＣＨフォーマットｘまたはＰＵＣＣＨフォーマットｚが選択さ
れたケースにおいては、ＷＴＲＵは、その後、３６５において、フィードバックペイロー
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ドの情報ビットの数をＢ２などの第２の閾値と比較することができる。フィードバックペ
イロードが第２の閾値よりも大きく、したがって、ｍ＞Ｂ２である場合、３６６において
、ＰＵＣＣＨフォーマットｘを選択することができる。さらに、フィードバックペイロー
ドが第２の閾値以下であり、したがって、ｍ≦Ｂ２である場合、３６９において、ＰＵＣ
ＣＨフォーマットｚを選択することができる。ＷＴＲＵは、決定されたＰＵＣＣＨフォー
マットを使用して、フィードバックメッセージを送信することができる。
【０１８５】
　３７０において、ＰＵＣＣＨフォーマットｘまたはＰＵＣＣＨフォーマットｗが選択さ
れたケースにおいては、ＷＴＲＵは、その後、３７５において、フィードバックペイロー
ドの情報ビットの数をＢ３などの第３の閾値と比較することができる。フィードバックペ
イロードが第３の閾値よりも大きく、したがって、ｎ＞Ｂ３である場合、３７６において
、ＰＵＣＣＨフォーマットｘを選択することができる。さらに、フィードバックペイロー
ドが第３の閾値以下であり、したがって、ｎ≦Ｂ３である場合、３７７において、ＰＵＣ
ＣＨフォーマットｗを選択することができる。ＷＴＲＵは、決定されたＰＵＣＣＨフォー
マットを使用して、フィードバックメッセージを送信することができる。
【０１８６】
　コードブック特性は、少なくとも、構成されたキャリア（またはセル）の数、サブフレ
ーム構成、セルグループ内におけるセルのグループ化、与えられたセル内において受信す
ることができるトランスポートブロックの数、与えられたセル内において使用される送信
モード、および（サブフレームもしくはセル内におけるバンドリング、もしくはサブフレ
ームもしくはセルにわたるバンドリングが適用されるかどうか、または先に説明されたよ
うなＨＡＲＱフィードバックソリューションが適用されるかどうかなど）セルまたはセル
のグループ内において利用されるように構成されたＨＡＲＱフィードバック方式などの、
半静的（または静的）な情報に依存することができる。
【０１８７】
　ＷＴＲＵは、セルまたはセルグループのアクティブ化状態、セルグループについて無線
リンク問題もしくは無線リンク障害が発生したかどうか、またはセルグループについてそ
れらが報告されたかどうか、セルもしくはセルグループについてＰＤＳＣＨがネットワー
クから送信されなかったことが知られているかどうか、またはあるいは、ネットワークか
ら送信されたことが知られているかどうか、セル内における動的サブフレーム構成（アッ
プリンク（ＵＬ）またはＤＬ）、およびサブフレーム内において受信されるＤＬ制御情報
など、よりダイナミックに変化することができる情報の関数として、コードブック特性を
決定することもできる。
【０１８８】
　例えば、ＷＴＲＵは、コードブックが、アクティブ化された状態にある、またはそれに
ついての無線リンク障害が報告されなかった、セルまたはセルのグループについてのＨＡ
ＲＱフィードバックだけを含むと決定することができる。ＷＴＲＵは、コードブックが、
ＰＤＳＣＨを送信することができたとＷＴＲＵがそれから決定する、セル、セルのグルー
プ、またはサブフレームについてのＨＡＲＱフィードバックだけを含むと決定することも
できる。このケースにおいては、ＷＴＲＵは、コードブックサイズおよびビット位置をし
かるべく決定することができる。例えば、構成されたセルが１０、セル当たりのトランス
ポートブロックが２つのケースにおいては、ＷＴＲＵが、ＰＤＳＣＨはセル２、３、６だ
けから送信することができたと決定する場合、６ビットのコードブックサイズに対して、
最初の２ビットは、セル２についてのＨＡＲＱフィードバックに対応することができ、次
の２ビットは、セル３についてのＨＡＲＱフィードバックに対応することができ、以降も
同様である。
【０１８９】
　ＷＴＲＵは、以下のソリューションのうちの１つを使用することによって、ＰＤＳＣＨ
を送信することができたと決定することができる。ＷＴＲＵは、ＰＤＳＣＨをその中で送
信することができるセル、セルグループ、トランスポートブロック、および／またはサブ
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フレームの表示を、ＰＤＣＣＨまたはＥ－ＰＤＣＣＨ内に含まれるダウンリンク制御シグ
ナリングから受け取ることができる。表示は、それの各可能な値が、ＰＤＳＣＨをその中
で送信することができる（または送信することができない）セル、セルグループ、および
／またはサブフレームのサブセットを示す、フィールドからなることができる。各値と関
連付けられたサブセットは、より高位のレイヤによって事前決定または構成することがで
きる。サブセットは、シグナリングがその中で受信されるセルもしくはセルグループ、ま
たはフィールドがその中に含まれる同じＰＤＣＣＨもしくはＥ－ＰＤＣＣＨ内で示される
セルもしくはセルグループの関数とすることもできる。
【０１９０】
　例えば、フィールドサイズが２ビットである場合、値「００」は、このＰＤＣＣＨまた
はＥ－ＰＤＣＣＨ内においてＰＤＳＣＨがそれに対してスケジュールされたセルまたはセ
ルグループ内においてだけ、ＰＤＳＣＨを受信することができることを示すことができ、
値「１１」は、任意の構成されたセルまたはセルグループ内において、ＰＤＳＣＨを受信
することができることを示すことができ、値「０１」は、より高位のレイヤによって構成
されたセルグループの第１のセット内において、ＰＤＳＣＨを受信することができること
を示すことができ、値「１０」は、より高位のレイヤによって構成されたセルグループの
第２のセット内において、ＰＤＳＣＨを受信することができることを示すことができる。
【０１９１】
　別の例においては、コードブックを決定するために、ＰＤＳＣＨが送信される１（また
は複数）のサービングセルのセルインデックスを、表示値と組み合わせて使用することが
できる。この例においては、ダウンリンク割り当てを有するどのＤＣＩも、同じ表示を送
信することができる。表示値は、ＷＴＲＵがそれについてのＡ／Ｎをフィードバックする
ことを予期することができる、セルおよび／またはキャリアおよび／またはトランスポー
トブロックの異なるセットにマッピングすることができる。表示に基づいた適切なセット
の決定は、ＰＤＳＣＨが送信される少なくとも１つのセルのサービングセルＩＤの関数と
することができる。
【０１９２】
　表２は、表示と、ＷＴＲＵがそれについてＡ／Ｎを報告することができるセルのセット
との間の関係の例を、サービングセルの関数として提供する。基本的に、ＷＴＲＵは、表
示の関数として、およびその中の少なくとも１つがＰＤＳＣＨを送信するサービングセル
であるセットの関数として、適切なセットを決定することができる。
【０１９３】
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【表２】

【０１９４】
　２つ以上のサブフレームについてのＨＡＲＱ－ＡＣＫが報告されるべきケースでは（例
えば、ＴＤＤのケースでは）、１つのソリューションにおいては、表示は、それがその中
で受信されたサブフレームに関わらず、すべてのサブフレームおよびセルにわたるコード
ブック全体を表すことができる。あるいは、表示は、それがその中で受信されたサブフレ
ームに対応するコードブックの一部を表すことができる。あるいは、表示は、それがその
中で受信されたサブフレームを含む、そのサブフレームまでのサブフレームに対応するコ
ードブックの一部を表すことができる。例えば、表示は、表示がその中で受信されたサブ
フレームを含む、そのサブフレームまでのいずれかのサブフレーム内においてＰＤＳＣＨ
を受信することができる、セルまたはセルグループのセットを表すことができる。
【０１９５】
　表示の意味（例えば、ＷＴＲＵがそれについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎをフィードバックす
ることが予期されるトランスポートブロックおよび／またはセルおよび／またはキャリア
および／またはサブフレームのセット）は、他のおそらくは暗黙的な要因に依存すること
ができる。例えば、ＷＴＲＵは、表示内において特定のコードポイントまたはビットマッ
プを受け取ることができ、ＷＴＲＵは、以下のうちの少なくとも１つに応じて、そのよう
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タイミングに応じて、そのような表示を異なるコードブックにマッピングすることができ
る。例えば、表示と併せて、サブフレーム番号を使用することができる。別の例において
は、（ＴＤＤにおいて）特定のサブフレーム内においてそれについてのフィードバックが
報告される、サブフレームのセットのうちの特定のサブフレームを使用することができる
。ＷＴＲＵは、表示を含むＤＣＩの別のパラメータに応じて、そのような表示を異なるコ
ードブックにマッピングすることもできる。例えば、ＴＰＣコマンドと新しい表示との組
合せを使用することができる。別の例においては、ＤＣＩの探索空間のパラメータ（例え
ば、それが共通探索空間か、それともＷＴＲＵ固有の探索空間かどうか、または探索空間
のＣＣＥ）を、表示値と組み合わせて、使用することができる。さらに、ＷＴＲＵは、ダ
ウンリンク割り当て内で示されるＰＵＣＣＨフォーマットおよび／またはリソースに応じ
て、そのような表示を異なるコードブックにマッピングすることもできる。
【０１９６】
　上においては、表示は、ダウンリンク割り当てのサブセットまたはすべての中に含むこ
とができる。表示は、本明細書において説明されるような、ＵＣＩのためのスケジューリ
ング情報の提供に専用される、１つまたは複数のＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨ（またはＤ
ＣＩ）内に含むこともできる。
【０１９７】
　別の例においては、ネットワークは、キャリアのどの事前構成されたグループが少なく
とも１つのダウンリンク割り当てを含むかを示すことができる。したがって、スケジュー
ルされていないキャリアに対応するＮＡＣＫビット（「知られた」ＮＡＣＫ）の数は、キ
ャリアのあるグループ内にスケジュールされたダウンリンク割り当てが存在しないとき、
減らすことができる。したがって、それは、依然として、スケジュールされていないキャ
リアからの（より少数の）いくつかのＮＡＣＫを含むことがあるが、コードブックのサイ
ズは、劇的に減らすことができる。コードブックのサイズの減少は、電力の観点からの性
能ばかりでなく、ＰＵＣＣＨリソース使用も改善する。
【０１９８】
　３２のキャリアを用いるように構成されたＷＴＲＵについての別の例が、表３に示され
ている。この例においては、インジケータのコードポイントの１つ（００）は、「すべて
のキャリア」を示すことができ、ＷＴＲＵがすべてのキャリア上においてスケジュールさ
れることを可能にする。別のコードポイント（０１）は、８つのキャリアからなる４つの
互いに素なグループを示すことができる。選択する特定のグループは、どのキャリアにつ
いて割り当てが受け取られたかに基づいて、決定することができる。２つの他のコードポ
イント（１０）および（１１）は、１６のキャリアからなる異なるグループ、またはおそ
らくはオプション１にあるようにキャリアの順序が変更されたグループを示すことができ
る。スケジューリング柔軟性および性能を最大化するために、より高位のレイヤによって
、正確なマッピングを構成することができる。３ビット以上を有するフィールドを使用し
て、追加の柔軟性を獲得することもできる。追加のオーバヘッドを最小化するための１つ
の可能性は、ＡＲＩおよびコードブックインジケータのための単一のフィールドを使用す
ることとすることができる。
【０１９９】
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【表３】

【０２００】
　例においては、示されたグループの必ずしもすべてのキャリアをスケジュールする必要
があるわけではないことがある。ＷＴＲＵは、示されたグループ内に含まれるキャリアに
ついてＤＬ割り当てが検出されない場合、「ＮＡＣＫ」を示すことができる。
【０２０１】
　図４は、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎコードブック決定の例の図である。図４００に示される例に
おいては、ＷＴＲＵは、キャリアのセット４１０内においてキャリアのサブセットについ
てのダウンリンク割り当てを受け取ることができる。例えば、ＷＴＲＵは、キャリア９、
１０、１３、１４、１５、１６からなるサブセットについてのダウンリンク割り当てを受
け取ることができ、どのＤＬ割り当てにおいても、コードブックインジケータは「０１」
である。ＷＴＲＵは、キャリア１２については、ＤＬ割り当てを紛失している。ＷＴＲＵ
は、割り当てなしを有することができるキャリア１１については、割り当てを受け取るこ
とができない。ＷＴＲＵは、キャリア｛９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６
｝などのキャリアについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎを保有するコードブック４２０を使用する
ことができ、それは、キャリア１１、１２については、ＮＡＣＫを含む。
【０２０２】
　表示は、各ＰＤＳＣＨ送信と関連付けられたダウンリンク制御情報の一部として受け取
られる少なくとも１つのダウンリンク割り当てインデックス（ＤＡＩ）を含むことができ
る。このケースにおいては、ＷＴＲＵは、セルおよびサブフレーム毎に、受信されたＰＤ
ＳＣＨを、事前決定されたルールに従って（例えば、第１にセルインデックス、第２にサ
ブフレームによって、またはその反対によって）順序付けることができる。ＷＴＲＵは、
（先に説明されたソリューションに基づいて、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎが含まれるべきではない
と決定されていない限り）各受信されたＰＤＳＣＨについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットを
コードブック内に含むことができ、シーケンス内の連続するＤＡＩ値の間の差分に基づい
て紛失したと決定された各ＰＤＳＣＨについては、（値「ＮＡＣＫ」を有する）ＨＡＲＱ
　Ａ／Ｎビットを含むことができる。例えば、紛失したＰＤＳＣＨの数は、（Ｎ－１）　
ｍｏｄ　Ｍであると決定することができ、ここで、Ｎは、シーケンス内の連続するＤＡＩ
値の間の差分であり、Ｍは、可能なＤＡＩ値の数である。
【０２０３】
　表示は、少なくとも１つのＰＤＳＣＨ送信と関連付けられたダウンリンク制御情報の一
部として受け取られるフィールドを含むことができる。フィールドは、おそらくは特定の
サブフレーム内に、または特定のサブフレームのために割り当てられる、ダウンリンク割
り当てからなるグループのうちの最終のダウンリンク割り当てを示すことができる。フィ
ールドの１つの値（例えば、「０」）は、割り当てが最終の割り当てではないことを示す
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ことができ、フィールドの別の値（例えば、「１」）は、割り当てがグループおよび／ま
たはサブフレームおよび／またはコンポーネントキャリアの最終の割り当てであることを
示すことができる。これは、ＷＴＲＵが、サブフレーム内においてブラインド検出をいつ
停止するかについて知ることを、およびそれが最終の割り当てを検出したかどうかを知る
ことも可能にすることができる。
【０２０４】
　いくつかのソリューションにおいては、最終の（または最後の）割り当てと関連付けら
れた表示は、他のタイプの情報を示すために使用することもできるフィールドの値から導
出することができる。例えば、表示は、以下のうちの少なくとも１つに従って、１つまた
は複数のＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨ内において受信される、ＡＲＩの、および／もしく
はＰＵＣＣＨについてのＴＰＣコマンドの少なくとも１つの値から、またはＰＵＣＣＨフ
ォーマットインジケータの少なくとも１つの値から導出することができる。
【０２０５】
　ＷＴＲＵは、割り当てを、この割り当てについてのＡＲＩの値がセットのうちの少なく
とも１つの他の割り当てと異なる場合、最終の割り当てとして識別することができる。セ
ットは、サブフレームのすべての割り当て、またはすべての割り当てからなることができ
る。このケースにおいては、この割り当てについてのＡＲＩの（またはＰＵＣＣＨについ
てのＴＰＣコマンドの）値は、ＰＵＣＣＨリソースに対するインデックスを示すために、
直接的に使用することができない。最終の割り当てとしての割り当ての決定は、以下の追
加の条件のうちの少なくとも１つに従うことができる。
【０２０６】
　例においては、他の割り当ての数は、おそらくは同じサブフレーム内に限ると、少なく
とも１つとすることができる。別の例においては、少なくとも１つの他の割り当ては、事
前定義されたシーケンス（例えば、第１にキャリア、第２にサブフレーム）に従って、最
終の割り当てに先行する割り当てとすることができる。さらなる例においては、少なくと
も１つの他の割り当ては、プライマリセルに対応しない少なくとも１つの割り当てを含む
ことができる。さらに別の例においては、最終の割り当てについてのＡＲＩの値は、固定
または構成された値とすることができる。また別の例においては、最終の割り当てについ
てのＡＲＩの値は、他の割り当て内におけるＡＲＩの値に関連することができる。例えば
、最終の割り当てのＡＲＩの値は、他の割り当て内におけるＡＲＩの値によって示される
ＰＵＣＣＨリソース以下のＲＢの数を有するＰＵＣＣＨリソースを示すことができる。さ
らに、最終の割り当てのＡＲＩの値は、他の割り当て内において復号されたＡＲＩの合計
に、固定もしくは構成された値をプラスしたもの（または固定もしくは構成された値との
ＸＯＲ演算を施したもの）とすることができる。例えば、最終の割り当てのＡＲＩの値は
、（可能なＡＲＩ値の数を法とした）１プラス他の割り当て内におけるＡＲＩの値とする
ことができる。
【０２０７】
　ＷＴＲＵが、上述のソリューションのうちの１つに基づいて、最終の割り当てを検出し
ないケースにおいては、ＷＴＲＵは、コードブックが決定されていないと見なし、他のパ
ラグラフにおいて説明されるソリューションに従ったアクションを適用することができる
。あるいは、ＷＴＲＵは、コードブックの合計サイズが、事前定義または構成された有効
サイズからなるセットのうちの有効サイズに対応するように、少なくとも１つのＮＡＣＫ
（または「０」）をコードブックに追加することができる。
【０２０８】
　表示は、各ＰＤＳＣＨ送信と関連付けられたダウンリンク制御情報の一部として受け取
られるフィールドからなることができる。フィールドは、（おそらくはサブフレームおよ
び／またはコンポーネントキャリアについての）ダウンリンク割り当てのグループ内にお
ける、現在の割り当ての検出後に予期される残りの割り当ての数を、ＷＴＲＵに示すこと
ができる。ＷＴＲＵは、紛失したＰＤＳＣＨをより良く決定することができ、いかなる紛
失したＰＤＳＣＨについてのＮＡＣＫ値もフィードバック報告の適切な位置にあるように
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することができる。別のソリューションにおいては、フィールドは、ダウンリンク割り当
てのグループおよび／またはサブフレームおよび／またはコンポーネントキャリア内にお
けるダウンリンク割り当ての総数を示すことができる。ＷＴＲＵは、紛失したＰＤＳＣＨ
の総数を決定することができ、これをフィードバック報告内においてサービングセルに示
すことができる。
【０２０９】
　表示は、各ＰＤＳＣＨ送信と関連付けられたダウンリンク制御情報の一部、例えば、Ｄ
ＡＩとして受け取られたフィールドからなることができる。ＤＡＩは、サービングセルの
パラメータに従って順序付けられた、昇順カウンタとしての役割を果たすことができる（
例えば、ＤＡＩは、サービングセルインデックスを増やす方向にカウントされた、現在の
割り当てまでのすべての割り当ての累積カウンタとしての役割を果たすことができる）。
例えば、ＤＡＩが２ビットであり、サービングセルが昇順のサービングセルインデックス
で順序付けられていると仮定すると、第１のサービングセル（例えば、最も低いサービン
グセルインデックスを有するサービングセル）上における第１の割り当ては、ＤＡＩ＝０
０を有することができ、第２のサービングセル（例えば、２番目に低いサービングセルイ
ンデックスを有するサービングセル）上における第２の割り当ては、ＤＡＩ＝０１を有す
ることができ、以降も同様である。
【０２１０】
　別のソリューションにおいては、ＤＡＩは、サービングセルのパラメータに従って順序
付けられた、降順カウンタとしての役割を果たすことができる（例えば、ＤＡＩは、サー
ビングセルインデックスを増やす方向における、残りの割り当てのカウンタとしての役割
を果たすことができる）。例えば、カウントダウンＤＡＩが２ビットであり、サービング
セルが昇順のサービングセルインデックスで順序付けられていると仮定すると、最後の割
り当て（例えば、最も高いサービングセルインデックスを有するサービングセル上におけ
る割り当て）は、カウントダウンＤＡＩ＝００を有することができ、最後から２番目の割
り当て（例えば、残りのうちで最も高いサービングセルインデックスを有するサービング
セル上における割り当て）は、カウントダウンＤＡＩ＝０１を有することができ、以降も
同様である。
【０２１１】
　カウンタは、単位値だけインクリメントすることができ、または単位カウンティングス
テップを有さないことができる。例えば、残りの割り当ての降順カウンタは、いくつかの
連続する割り当てに対して、ＤＡＩ値を繰り返すことができる。例えば、残りの割り当て
の降順カウンタは、Ｐの連続する割り当てに対して、同じ値を繰り返すことができる。例
においては、割り当てを有するサービングセルが１０あり、Ｐ＝３である場合、カウント
ダウンＤＡＩは、（サービングセルインデックスを増やす順序において）以下のように割
り当てることができる：１１　１０　１０　１０　０１　０１　０１　００　００　００
。そのようなソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、最後のＰ＝３の割り当てが００の
カウントダウンＤＡＩを有することを予期することができる。そのようなソリューション
においては、ＷＴＲＵは、それが最後のダウンリンク割り当ての受け取りに成功したかど
うかを解決することができることがある。しかしながら、カウントダウンＤＡＩを有する
割り当ての１つが紛失している場合、ＷＴＲＵは、それがＰ＝３の連続する割り当てのう
ちのどれが紛失しているかについて知ることができないならば、同じカウントダウンＤＡ
Ｉを共有するすべてのＰ＝３の連続する割り当てについてＮＡＣＫを報告しなければなら
ないことがある。
【０２１２】
　割り当ての昇順の累積カウンタおよび残りの割り当ての降順カウンタの両方が使用され
る、ハイブリッドなソリューションが可能なことがある。例えば、単位ステップで増える
カウンタ（例えば、どの割り当てについてもＤＡＩが１ずつ増やされる、割り当ての累積
カウンタ）を使用することができ、残りの割り当ての（Ｐ回繰り返す）反復カウンタを使
用することができる。例えば、累積ＤＡＩおよびカウントダウンＤＡＩが２ビットである
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と仮定すると、１０の割り当ては、（最初の２ビットが単位ステップ増分を使用する累積
ＤＡＩを表し、最後の２ビットがＰ＝３を使用するカウントダウンＤＡＩを表す）以下の
総合的なＤＡＩ値を有することができる：００１１　０１１０　１０１０　１１１０　０
００１　０１０１　１００１　１１００　００００　０１００。このケースにおいては、
累積カウンタから、ＷＴＲＵは、任意の２N+iの連続して紛失した割り当て（ここで、Ｎ
は、累積ＤＡＩのビット単位のサイズであり、ｉは、０以上の整数である）、および／ま
たは任意の最後に紛失した割り当てを除いて、あるとすれば、どの割り当てが紛失してい
るかを決定することができる。また、残りの割り当ての反復する降順カウンタから、ＷＴ
ＲＵは、最大でＰ×２Mの連続する割り当てが紛失しているかどうか（ここで、Ｍは、カ
ウントダウンＤＡＩのビット単位のサイズである）、および最後のダウンリンク割り当て
が紛失しているかどうかを決定することができる。２つのＤＡＩを組み合わせることによ
って、ＷＴＲＵは、Ｐ×２Mと２Nとの最小公倍数よりも大きいそれらを除いて、任意の連
続する割り当てを解決することができる。ＭおよびＮの値は、等しい必要はない。例えば
、累積カウンタがＮ＝２ビットを使用し、残りの割り当ての降順カウンタがＭ＝１ビット
を使用し、反復がＰ＝３である状況は、最後の割り当てが紛失しているかどうか、および
１２以上の連続する割り当てを除く他の任意の紛失した割り当てを、ＷＴＲＵが解決する
ことができることをもたらすことができる。
【０２１３】
　フィールドは、フォーマットの表示、および／またはその上において送信するＰＵＣＣ
Ｈのリソースインデックス（「ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースインジケータ」）など、値毎に
ＨＡＲＱフィードバックに関連する他の情報を示すこともできる。例えば、フィールドサ
イズが３ビットである場合、値「０１０」は、より高位のレイヤによって構成されたセル
グループの第１のセット内においてＰＤＳＣＨを受信することができること、およびＨＡ
ＲＱフィードバックの送信が、あるＰＵＣＣＨフォーマット上において、より高位のレイ
ヤによって構成されたリソースインデックスの第１の値に関して生じることを示すことが
でき、値「０１１」は、より高位のレイヤによって構成されたセルグループの第１のセッ
ト内においてＰＤＳＣＨを受信することができること、およびＨＡＲＱフィードバックの
送信が、より高位のレイヤによって構成されたリソースインデックスの第２の値に関して
生じることを示すことができ、その他も同様である。あるいは、使用する１つまたは複数
のＰＵＣＣＨリソースインデックスについての情報は、別個のフィールド内において、ま
たは別個のＰＤＣＣＨもしくはＥ－ＰＤＣＣＨ内において提供することができる。
【０２１４】
　紛失した検出に対するロバストネスを保証するために、２つ以上のＰＤＣＣＨまたはＥ
－ＰＤＣＣＨから（すなわち、ＷＴＲＵがそれからＰＤＳＣＨ割り当てを受信するいずれ
のセル内においても）、同じ値の表示を受け取ることができる。表示は、このＷＴＲＵの
ためのＰＤＳＣＨ割り当てを含む他のＰＤＣＣＨまたはＥ－ＰＤＣＣＨとは独立した、特
定のセルまたは探索空間内における特定のＤＣＩフォーマットのＰＤＣＣＨまたはＥ－Ｐ
ＤＣＣＨ内に含まれることもできる。例えば、表示は、共通の探索空間内において受信さ
れたＰＤＣＣＨ内に含まれることができる。表示は、１つのサブフレームまたは（１つの
フレームなど）２つ以上のサブフレームの持続時間の間、有効とすることができる。
【０２１５】
　例においては、一般化されたインジケータを使用することができる。表示は、それの特
定の値に応じて、または関連するフラグもしくはフィールドの値に応じて、ダウンリンク
割り当てインデックス（ＤＡＩ）として、またはコードブックインジケータもしくはコー
ドブックサイズインジケータとして解釈することができる、フィールドからなることがで
きる。例えば、表示は、Ｎビットからなることができ、Ｎ－１ビットの解釈は、特定のビ
ットの値に依存する。表４は、例を提供している。
【０２１６】
　さらなる例においては、コードブックサイズ値は、より高位のレイヤによって事前定義
または構成することができる。
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【０２１７】
【表４】

【０２１８】
　別の例においては、コードブック決定は、ＤＡＩおよびサイズインジケータを使用する
ことができる。いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、ダウンリンク割り当てから受け取
った、０以上のＤＡＩ、および０以上のコードブックインジケータまたはコードブックサ
イズインジケータに基づいて、コードブックを決定することができる。そのようなソリュ
ーションにおいては、ＷＴＲＵは、受け取ったＤＡＩに基づいて、コードブック（または
それの部分）を決定し、このコードブック（またはそれの部分）がいずれか適用可能な受
け取ったコードブックインジケータと一致することを検証することができる。ＷＴＲＵが
、ＤＡＩ－コードブックが受け取ったコードブックインジケータと一致すると決定したケ
ースにおいては、ＷＴＲＵは、ＤＡＩ－コードブックに従って、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信
することができる。そうではない場合、ＷＴＲＵは、他の情報を送信すること、および／
または本明細書において説明されるような他のアクションを実行することができる。
【０２１９】
　受け取ったコードブックインジケータは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫコードブック全体に、また
はＨＡＲＱ－ＡＣＫコードブックのサブセットに適用可能とすることができる。後者のケ
ースにおいては、サブセットは、コードブックインジケータが受け取られたのと同じサブ
フレーム内において受け取られたダウンリンク割り当てに対応することができる。あるい
は、サブセットは、コードブックインジケータが受け取られたサブフレームを含む、それ
に先行するサブフレーム内において受け取られたダウンリンク割り当てに対応することが
できる。同様に、ＤＡＩ－コードブックは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫコードブック全体にわたっ
て、またはサブセットに適用可能とすることができる。
【０２２０】
　コードブックインジケータは、可能なコードブックサイズの範囲、可能なコードブック
サイズのセット、または特定のサイズを示すことができる。例えば、インジケータの特定
のコードポイントは、２１ビットと５０ビットの間のサイズの範囲に対応することができ
る。このケースにおいては、ＷＴＲＵは、それのサイズが示された範囲内にある場合、ま
たはそれが示されたサイズに等しい場合、ＤＡＩ－コードブックが、適用可能な受け取ら
れたコードブックインジケータと一致すると決定することができる。コードブックインジ
ケータは、ＰＵＣＣＨフォーマットインジケータに対応することができ、ＰＵＣＣＨフォ
ーマットの表示は、コードブックについての可能なサイズの範囲を暗黙的に示す。例えば
、ＰＵＣＣＨフォーマット３の表示は、コードブックサイズが２１ビット以下であること
を暗黙的に示すことができる。
【０２２１】
　いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、明示的なコードブックインジケータの代わりに
、ダウンリンク制御シグナリングの他の特性またはフィールドから、コードブックサイズ
の範囲またはセットを暗黙的に導出することができる。例えば、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ
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に割り当てられたＲＢの数の表示から、またはおそらくはＰＵＣＣＨフォーマットインジ
ケータと組み合わせて、ＰＵＣＣＨについてのリソース表示（例えば、ＡＲＩ）から、可
能なコードブックサイズの範囲を導出することができる。ＰＵＣＣＨのＲＢのある数に対
して、またはＡＲＩのある値に対して可能なコードブックサイズのセットを、より高位の
レイヤによって事前定義または構成することができる。例えば、可能なコードブックサイ
ズのセットは、ＡＲＩ＝２の場合は｛１６，３２，４８，６４，８０，９６，１１２，１
２８｝として、ＡＲＩ＝３の場合は｛２４，４０，５６，７２，８８，１０４，１２０｝
として構成することができる。
【０２２２】
　特定のダウンリンク割り当ては、コードブックインジケータ、ＤＡＩ、またはコードブ
ックインジケータとＤＡＩの両方を含むことができる。ダウンリンク割り当てが、ＤＡＩ
を示さないとき（例えば、一般化されたインジケータがＤＡＩに対応しない値を有すると
き）、次に受信されるダウンリンク割り当て内における予期されるＤＡＩ値は、ＤＡＩが
受け取られたかのように、インクリメントされることができる。
【０２２３】
　ＤＡＩ－コードブックが、コードブックの少なくとも１つの部分について、コードブッ
クインジケータと一致しないとＷＴＲＵが決定した場合、ＷＴＲＵは、そのようなインジ
ケータが特定のサイズを示す場合、少なくとも１つの部分についてのコードブックのサイ
ズを、コードブックインジケータと対応する値になるように調整することができる。ＷＴ
ＲＵは、少なくとも１つの部分のすべてのビットについてＮＡＣＫを示すことができる。
ＤＡＩ－コードブックが、コードブックの少なくとも１つの部分について、コードブック
インジケータと一致しないとＷＴＲＵが決定したが、（例えば、インジケータがサイズの
範囲だけを示す場合など）ＷＴＲＵがコードブックの正しいサイズを決定することができ
ないケースにおいては、ＷＴＲＵは、コードブックが未定であると見なすことができ、本
明細書において説明されるアクションを実行することができる。
【０２２４】
　上においては、表示は、ＤＣＩのペイロード内に含まれるフィールドの値、またはＣＲ
Ｃのビットのサブセットもしくはすべてをマスクするために使用されるフィールドの値か
らなることができる。
【０２２５】
　いくつかの例においては、ネットワークによって、動的な方式で、コードブックをＷＴ
ＲＵに示すことができる。例えば、それの送信が単一のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎフィードバック
リソースにマッピングされる、すべてのダウンリンク割り当てのうちの少なくとも１つの
中に、コードブックインジケータを含むことができる。コードブックインジケータ内のコ
ードポイントの意味は、ネットワークによって、おそらくは半静的に構成することができ
る。例えば、ＲＲＣコマンドを使用して、コードポイント毎に可能なコードブックをＷＴ
ＲＵに示すことができる（ＷＴＲＵは、インジケータおよび少なくとも１つのサービング
セルに基づいて、適切なコードブックを選択することができる）。コードブックの粒度を
改善するために、したがって、おそらくは動的コードブックを使用する利益を増やすため
に、インジケータビットの数を増やすことができる。例えば、４つのインジケータビット
を使用することができ、１６の可能なコードポイントの各１つを、少なくとも１つの割り
当てのサービングセルに応じて、複数のコードブックにマッピングすることができる。そ
のような構成は、大きいＲＲＣペイロードを必要とすることがあり、維持できないことが
ある。
【０２２６】
　コードブックに対するコードブックインジケータの意味は、コードポイントのサブセッ
トの構成と、少なくとも１つのサービングセルとの組合せによって決定することができる
。例えば、ＷＴＲＵは、おそらくはＲＲＣによって、キャリアの多数のセット（例えば、
各々が最大で８つのキャリアからなる４つのセット、または各々が最大で４つのキャリア
からなる８つのセット、または各々が最大で２つのキャリアからなる１６のセット、また
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セットは、事前に決定しておくことができ、またはネットワークによって明示的に構成す
ることができる。または、セットは、ＷＴＲＵにおいて、セットの総数についてのネット
ワーク送信されるインジケータによって決定することができ、ＷＴＲＵは、構成されたキ
ャリアを、事前決定または事前構成された方式で分割する（例えば、ＷＴＲＵは、セルイ
ンデックスなどのインデックスによってキャリアを順序付けることができ、その後、キャ
リアを構成された数のセットに均等に分割することができる）。ＷＴＲＵは、インジケー
タの最初のｘ（例えば、ｘ＝２）ビットをキャリアのセットにマッピングする表を用いる
ように（おそらくは半静的に）構成することもできる。インジケータの他の残りのｙ（例
えば、ｙ＝２）ビットは、最初のｘビットのために使用される表の関数として、おそらく
は、少なくとも１つのサービングセルの関数として決定することができる。
【０２２７】
　例として、ネットワークは、ＷＴＲＵに、それがキャリアの４つのセットを使用すべき
であることを示すことができる。キャリアの各セットは、最大で８つのキャリアを含むこ
とができる（例えば、セットＡ＝｛１，２，３，４，５，６，７，８｝、セットＢ＝｛９
，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６｝、セットＣ＝｛１７，１８，１９，２０
，２１，２２，２３，２４｝、セットＤ＝｛２５，２６，２，２８，２９，３０，３１，
３２｝）。ＷＴＲＵは、例えば、表５に示されるような、インジケータの最初の２ビット
を異なるセットにマッピングする表を用いるように（おそらくは半静的に）構成すること
もできる。
【０２２８】

【表５】

【０２２９】
　インジケータの最後の２ビットの意味は、少なくとも１つのコードポイント（例えば、
「００」）に対して、空のセットを使用し、その後、他のすべてのコードポイントに対し
て、少なくとも１つのサービングセルから決定されるセットの相補セットを使用すること
によって（Ａの相補セットは、Ａｃによって示され、この例においては、ＢＣＤによって
与えられる）決定することができる。表６は、コードブックインジケータの最後の２ビッ
トの意味の例を示している。
【０２３０】
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【表６】

【０２３１】
　例えば、インジケータの最初の２ビットに対して表５を用いるように構成され、セット
Ａ内のセルから割り当てを受け取るＷＴＲＵは、インジケータの最初の２ビットを、表７
に基づいて解釈することができ、その後、インジケータの最後の２ビットを、表８に基づ
いて解釈することができる。全体的なコードブックは、コードブックインジケータの最初
の２ビットおよび最後の２ビットから獲得されるセットの合併から決定することができる
。この例においては、ＷＴＲＵが、セットＡ内のセルからの割り当てを復号し、コードブ
ックインジケータコードポイント０１１０も与えられた場合、それがセットＡ内の少なく
とも１つのセルを有するという事実から、最初の２ビット（０１）の意味は、セットＡＢ
を意味することができ、最後の２ビット（１０）の意味は、セットＢＤを意味することが
できる。したがって、このケースにおいては、コードブックは、２つのセットの合併、し
たがって、セットＡ、Ｂ、Ｄ内のすべてのセルを含むことができる。
【０２３２】
　別の例においては、ＷＴＲＵが、コードブックインジケータ（００００）を用いて、セ
ットＡ内のセル内において割り当てを復号することができ、表７および表８から、コード
ブックは、セットＡと空のセットの合併であり、したがって、セットＡ内のすべてのセル
を含むと決定することができる。
【０２３３】
【表７】

【０２３４】
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【表８】

【０２３５】
　別の例においては、表５におけるどのコードポイントについてのセットも、セットの総
数および事前構成または事前決定された公式の関数として、ＷＴＲＵによって決定するこ
とができる。例えば、コードポイント「００」は、いずれか単一のセットとすることがで
き、一方、コードポイント「０１」は、２つのセットのペアとすること（例えば、インデ
ックスを送信する少なくとも１つのセルを含むセットを、ＡＢまたはＣＤまたはＥＦまた
はＧＨまたは．．．から選択すること）ができ、コードポイント「１０」は、３つのセッ
トのグループとすること（例えば、インデックスを送信する少なくとも１つのセルを含む
セットを、ＡＢＣまたはＤＥＦまたはＧＨＩまたは．．．から選択すること）ができ、コ
ードポイント「１１」は、４つのセットのグループとすること（例えば、インデックスを
送信する少なくとも１つのセルを含むセットを、ＡＢＣＤまたはＥＦＧＨまたは．．．か
ら選択すること）ができる。
【０２３６】
　さらなる例においては、ＷＴＲＵは、コードブック内における情報ビットの順序の決定
を行うことができる。ＷＴＲＵは、復号性能を最適化するように、コードブック順列の選
択を行うことができる。いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、サブフレー
ム内におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの送信についての順序（またはシーケンス）を決定
または選択することができる。適切な順序の選択は、コードブックの連続した位置に存在
する、（例えば、ＰＤＳＣＨが送信されなかったセル／サブフレームにそれらが対応する
ために）ネットワークによってＮＡＣＫであることが知られているＨＡＲＱ－ＡＣＫビッ
トを回避することによって、ネットワークサイドにおけるＨＡＲＱ－ＡＣＫの復号性能を
高めることができる。
【０２３７】
　順序は、（コードブック表示またはシャッフリング表示など）ダウンリンク制御シグナ
リングからの表示に基づいて、選択することができる。あるいは、順序は、それについて
のＨＡＲＱ－ＡＣＫが報告されるべき、セルおよび／またはサブフレーム内において受信
されたＰＤＳＣＨまたは受信されなかったＰＤＳＣＨのセットに基づいて、決定すること
ができる。さらに、順序は、特定のサブフレーム内におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫコードブッ
クの全体サイズに依存することができる。
【０２３８】
　いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、同じ数のビットを含むことができるが、各ビッ
トの位置が、異なるセル、サブフレーム、および／またはセルのトランスポートブロック
についてのＰＤＳＣＨのＡＣＫまたはＮＡＣＫ結果に対応する、多数の可能なコードブッ
クの１つを選択する。例えば、第１のコードブックにおいては、第２３のビットは、第１
２の構成されたセルから受信された第１のトランスポートブロックに対応することができ
、一方、第２のコードブックにおいては、第２３のビットは、第１８の構成されたセルか
ら受信された第２のトランスポートブロックに対応することができる。各コードブックの
ビットの総数は、構成されたセルの数、（送信モードに応じて）各セル内において受信す
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ることができるトランスポートブロックの数、およびサブフレーム構成に基づいて、決定
することができる。
【０２３９】
　いくつかの例においては、コードブックのセットは、ビット順序が事前定義されたルー
ルに基づいて決定される基本コードブックから、ビットのインターリーブまたは並べ替え
によって、構成することができる。例えば、基本コードブック順序は、第１にセル内にお
けるトランスポートブロックの順序により、次に第２に（ＴＤＤについての）サブフレー
ムインデックスの順序により、最後に構成されたセルの順序によることができる。基本コ
ードブックについての別の可能なルールは、最初にセルの順序により、次に（ＴＤＤにつ
いての）サブフレームインデックスの順序により、最後にトランスポートブロックの順序
によることができる。
【０２４０】
　セットのうちの特定のコードブックは、基本コードブックからのビットの定義された順
列に対応することができる。順列のセットは、コードブックサイズの可能な数毎に、（例
えば、表を使用して）明示的に定義することができる。例えば、６４ビットのコードブッ
クサイズの場合、２つの順列を、［１；２；３；４；５；．．．６４］および［１；３３
；２；３４；３；３５；．．．３２；６４］として定義することができる。あるいは、順
列のセットは、コードブックサイズに依存することができる公式を使用して定義すること
ができる。公式は、例えば、疑似ランダム順列のセット、または各順列が連続するエント
リ間の特定の差によって特徴付けられる順列のセットを実施することができる。
【０２４１】
　与えられたサブフレーム内において使用するコードブックは、ダウンリンク制御シグナ
リングによって示すことができる。例えば、コードブックは、それについてのＨＡＲＱ－
ＡＣＫが報告されるＰＤＳＣＨについてのダウンリンク割り当てを含む、ＤＣＩまたはＤ
ＣＩのセットのフィールド内において示すことができる。別の例においては、コードブッ
クは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上におけるアップリンク制御情報の送信についての動
的なスケジューリング情報を提供するために使用される、ＤＣＩのフィールド内において
示すことができる。ただ２つのコードブックが定義されるケースにおいては、フィールド
は、基本コードブックが使用されるべきか、それとも置換された（または「シャッフルさ
れた」）コードブックが使用されるべきかを示す、単一のビットからなることができる。
【０２４２】
　あるいは、与えられたサブフレーム内において使用するコードブックは、受信されたＰ
ＤＳＣＨのセットに依存するあるメトリックが最適化されるように、決定することができ
る。例えば、コードブックは、割り当てられなかった（または割り当てられたことが検出
されなかった）ＰＤＳＣＨのＡ／Ｎビットに対応する連続するビットの最大数が最小化さ
れるように、選択することができる。
【０２４３】
　いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、それがネットワークサイドにおいて仮定される
コードブックと一致する確実性が存在するように、受信されたダウンリンク割り当てに基
づいて、コードブックの少なくとも１つの特性を決定することができない。そのような状
況においては、コードブックは、ＷＴＲＵによって、「未定」と見なすことができる。
【０２４４】
　ＷＴＲＵは、以下のうちの１つが生じたとき、すなわち、ＷＴＲＵが、ダウンリンク割
り当てのセットから、少なくとも１つのコードブックインジケータ（もしくはコードブッ
クサイズインジケータ）を受け取らなかったとき、セル／キャリアおよびサブフレームの
事前定義されたシーケンスの最後に受信された割り当て内のフィールドが、さらなるダウ
ンリンク割り当てが受信されるべきであることを示すとき、（おそらくは、ダウンリンク
割り当てが受信された最後のサブフレーム内において受け取られたフィールドが、さらな
るダウンリンク割り当てが次のサブフレーム内に存在することができることを示す場合に
限って）ＷＴＲＵが、サブフレームについてのダウンリンク割り当てのセットから、この
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サブフレームだけについてのセル、セルグループ、および／もしくはトランスポートブロ
ックのセットを示す、少なくとも１つのコードブックインジケータを受け取らなかったと
き、（おそらくは、最後に受信されたコードブックインジケータと同じサブフレーム内の
ダウンリンク割り当て内において受け取られたフィールドが、さらなるダウンリンク割り
当てが次のサブフレーム内に存在することができることを示す場合に限って）ＷＴＲＵが
、最後のサブフレームについてのダウンリンク割り当てのセットから、それが受信された
サブフレームを含む、そのサブフレームまでのすべてのサブフレームについてのセル、セ
ルグループ、および／もしくはトランスポートブロックのセットを示す、少なくとも１つ
のコードブックインジケータを受け取らなかったとき、ならびに／またはＤＡＩ－コード
ブックが、コードブックの少なくとも１つの部分についてのコードブックインジケータと
一致しないが、（例えば、インジケータがサイズの範囲だけを示す場合など）コードブッ
クの正しいサイズを決定することができないとき、コードブックが未定であると見なすこ
とができる。
【０２４５】
　ＷＴＲＵが、コードブックが未定であると見なす場合、ＷＴＲＵは、より高位のレイヤ
の構成だけから定義されるデフォルトのコードブックを使用してＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信
することができ、ＷＴＲＵは、コードブックが未定であることを示す表示を、特定のＰＵ
ＣＣＨリソースおよびフォーマット上において、もしくはおそらくは、ＰＵＳＣＨ送信が
存在する場合は、ＰＵＳＣＨ上において送信することができ（特定のＰＵＣＣＨリソース
および／もしくはフォーマットは、より高位のレイヤによって構成することができ、もし
くはダウンリンク制御シグナリング（例えば、ＡＲＩ）から獲得することができ、表示は
、（例えば、ＮＡＣＫに対応する）単一のビットからなることができ、送信される場合、
デフォルトのコードブックのＨＡＲＱ－ＡＣＫと多重化されることができ、ならびに／ま
たはＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨもしくはＰＵＳＣＨ内においていかなるＨＡＲＱ－ＡＣＫも
送信することを控えることができる。
【０２４６】
　例においては、複数のフィードバックグループを使用するＨＡＲＱフィードバックの送
信を使用することができる。いくつかのソリューションにおいては、与えられたアップリ
ンクサブフレーム内において送信される必要があるＨＡＲＱフィードバック情報は、情報
ビットの２つ以上のセットによって表すことができる。各そのようなセットは、本明細書
においては、「フィードバックグループ」と呼ばれることがある。
【０２４７】
　フィードバックグループは、セル、セルグループ、および／またはサブフレームに基づ
いて、定義することができる。例えば、第１のフィードバックグループは、セルの第１の
グループ（例えば、８つの構成されたセルからなる第１のグループ）からのＨＡＲＱフィ
ードバックを含むことができ、第２のフィードバックグループは、セルの第２のグループ
（例えば、８つの構成されたセルからなる第２のグループ）からのＨＡＲＱフィードバッ
クを含むことができ、以降も同様である。
【０２４８】
　別の例においては、フィードバックグループは、少なくとも半静的な情報に基づいてサ
ブフレーム内において送信される必要がある情報ビットの総数、およびそのような情報ビ
ットの順序、フィードバックグループ当たりの情報ビットの最大数または目標数、フィー
ドバックグループの最大数または目標数、グループ毎のビットの数を等しくする（または
その差を高々１ビットにする）ことを目指すこと、ならびにフィードバックグループの数
を最小化することのうちの少なくとも１つに基づいて、定義することができる。例えば、
サブフレーム内において送信される情報ビットの総数が３６であり、フィードバックグル
ープ当たりの情報ビットの最大数が１０であるケースにおいては、フィードバックグルー
プは、９ビットからなる４つのグループからなることができる。
【０２４９】
　いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、フィードバックグループに関連す
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る少なくとも１つのＰＤＳＣＨ（またはトランスポートブロック）が受信された場合に限
って、このフィードバックグループからの情報をエンコードおよび送信することができる
。このフィードバックグループについての少なくとも１つのＰＤＳＣＨが受信されたケー
スにおいては、ＷＴＲＵは、ＰＤＳＣＨがそれから受信されなかった、このフィードバッ
クグループに関連するセルおよび／またはサブフレームについて、「ＮＡＣＫ」を報告す
ることができる。あるいは、ＷＴＲＵは、「ＤＴＸ」を報告することができる。例えば、
フィードバックグループが、セル当たり２つのトランスポートブロックを有する、３つの
セルからなるグループについてのＨＡＲＱフィードバックからなり、ＰＤＳＣＨが、第２
のセル上だけにおいて受信された場合、フィードバックグループ内には６つの情報ビット
が存在することができる。（ＰＤＳＣＨがそれから受信されなかったセルに対応する）最
初の２ビットおよび最後の２ビットは、「ＮＡＣＫ」を示すことができ、一方、（ＰＤＳ
ＣＨがそれから受信されたセルに対応する）中間の２ビットは、トランスポートブロック
の復号が成功した場合は「ＡＣＫ」を、それ以外の場合は「ＮＡＣＫ」を示すことができ
る。
【０２５０】
　いくつかのソリューションにおいては、フィードバックグループのサブセットの組合せ
は、フィードバックグループの有効な組合せのセットに制限することができる。例えば、
グループ＃２だけなど、正確に１つのフィードバックグループを送信することは可能では
ないことがあるが、（＃１と＃２など）２つのフィードバックグループからなるいくつか
の組合せは、可能であることがある。ＷＴＲＵは、フィードバックグループに関連するＰ
ＤＳＣＨが受信されなかった場合でさえも、グループの有効な組合せを獲得するために、
このフィードバックグループからの情報を送信することができる。有効な組合せのセット
は、より高位のレイヤによって事前定義または提供することができる。
【０２５１】
　例においては、送信されたフィードバックグループの別個の処理を使用することができ
る。ソリューションにおいては、それについての送信が生じる各フィードバックグループ
の情報ビットは、別々にエンコードすることができる。例えば、第１のフィードバックグ
ループが８ビットからなり、第２のフィードバックグループが１０ビットからなる場合、
各フィードバックグループは、（例えば、リード－マラーブロックコードを使用して）２
４の符号化ビットにエンコードすることができる。その後の変調、拡散、および物理リソ
ースへのマッピングも、フィードバックグループ毎に別々に実行することができる。
【０２５２】
　各フィードバックグループのために使用する符号化ビットの数は、各フィードバックグ
ループのビットの数の関数とすることができる。符号化ビットの各数は、（２４または４
８など）符号化ビットの数についての事前決定された値のセットの中から選択することが
できる。いくつかのソリューションにおいては、符号化ビットの選択される数は、最大で
最大符号化レート（例えば、符号化ビットの数に対する情報ビットの数の比）を達成する
事前決定された値の中の最小数になるように選択することができる。
【０２５３】
　例においては、送信されるフィードバックグループの共同処理を使用することができる
。ソリューションにおいては、それについての送信が生じる各フィードバックグループの
情報ビットは、共同で処理し、単一のリソースにマッピングすることができる。例えば、
それぞれ、８、１２、１０、および１４ビットからなる、（＃１、＃２、＃３、および＃
４というラベルが付された）４つの定義されたフィードバックグループが存在することが
できる。フィードバックグループ＃１、＃３、および＃４が送信されるサブフレームにお
いては、全部でＢ＝３２ビット（＝８＋１０＋１４）をエンコードすることができる。
【０２５４】
　エンコードは、複数のリード－マラーブロックコードからなることができ、Ｂビットの
セットは、最大でＮの情報ビットからなるＭのサブセットに均等に分割することができ、
各サブセットは、独立してエンコードされる。Ｍのサブセットからの符号化ビットは、そ
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の後、（おそらくは、変調、拡散、および物理リソースへのマッピングを含む）後続の処
理に先立って、多重化することができる。そのようなタイプのエンコードは、テストされ
るコードワード候補の総数を減らすことによって、受信機における性能を改善することが
できる。サブセットの数Ｍは、事前定義された関数に従って、ビットの数Ｂの関数とする
ことができる。例えば、Ｍは、比Ｂ／Ｎよりも大きい最小の整数になるように設定するこ
とができる。
【０２５５】
　別の例においては、エンコードは、畳み込みまたはターボエンコードなど、他のタイプ
のコードを使用することができる。特定のサブフレーム内において使用されるエンコード
のタイプは、それについての送信が生じるフィードバックグループのサブセットを与えた
場合、送信されるビットの数Ｂの関数とすることができる。例えば、フィードバックグル
ープのサブセットが、送信されるＢ≦Ｂ０ビット（Ｂ０は４０などの固定値とすることが
できる）をもたらすサブフレーム内においては、ＷＴＲＵは、複数のリード－マラーブロ
ックコードを使用することができる。ＢがＢ０よりも大きいが、Ｂ１（Ｂ１は１００など
の固定値とすることができる）以下であるサブフレーム内においては、ＷＴＲＵは、畳み
込みエンコードを使用することができる。ＢがＢ１よりも大きいサブフレーム内において
は、ＷＴＲＵは、ターボエンコードを使用することができる。
【０２５６】
　信頼性を改善するために、エンコードに先立って、ＣＲＣビットのセットをＢビットの
セットに追加することができる。ＣＲＣビットの数は、ビットの数Ｂに依存することがで
き、または適用されるエンコードのタイプに依存することができる。例えば、ＢがＢ０ビ
ット以下であるとき、または畳み込みもしくはターボエンコードが使用されないとき、０
のＣＲＣビットを追加することができる。
【０２５７】
　図５は、送信されるフィードバックビットの数に基づいた、チャネル符号化およびＣＲ
Ｃの包含のための例示的な選択プロセスの図である。プロセス５００に示されるように、
ＷＴＲＵは、複数の構成されたキャリアのセット５１０上において、複数のトランスポー
トブロックを受信し、複数のトランスポートブロックについてのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィー
ドバック５２０を生成することができる。キャリアについてのＨＡＲＱ－ＡＣＫフィード
バックの包含は、そのキャリアについてのダウンリンク割り当て内に存在するＤＡＩフィ
ールドに基づくことができる。さらに、ＷＴＲＵによって検出される連続するＤＡＩの値
に応じて、補足的なＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫコード
ブック内に挿入することができる。さらに、キャリアについてのダウンリンク割り当てが
存在しないことがある。ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック５２０は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフ
ィードバックビット５２５を使用することができる。ＷＴＲＵは、使用されるＨＡＲＱ－
ＡＣＫフィードバックビットの数を決定することができる。ＷＴＲＵは、５３０において
、ｎによって表すことができるＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックビットの数を、閾値Ｂな
どの閾値と比較することができる。例においては、フィードバックビットの数が閾値以下
であり、したがって、ｎ≦Ｂである場合、５４０において、リード－マラー符号化を使用
することができる。エンコードされたフィードバックビットのセット５４５は、リード－
マラー符号化からもたらされることができる。さらに、フィードバックビットの数が閾値
よりも大きく、したがって、ｎ＞Ｂである場合、ＷＴＲＵは、５５０において、ＣＲＣを
挿入または追加することができる。また、フィードバックビットの数が閾値よりも大きく
、したがって、ｎ＞Ｂである場合、ＷＴＲＵは、５６０において、畳み込み符号化を使用
することができる。エンコードされたフィードバックビットのセット５６５は、畳み込み
符号化からもたらされることができる。
【０２５８】
　いくつかのソリューションにおいては、エンコードに先立つ情報ビット（またはペイロ
ードサイズ）の可能な数Ｂ’の有限なセットは、受信機における復号を単純化することを
可能にすることができる。このセットは、（セルの数、セルのグループ、およびセル当た
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りのトランスポートブロックの数などの）構成から、事前定義または決定することができ
る。特定のサブフレームにおいて使用する特定のペイロードサイズＢ’は、ダウンリンク
制御シグナリングから動的に決定することもできる。例えば、ＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ内のフィールドは、より高位のレイヤによって事前定義または構成される可能なペイロ
ードサイズＢ’のセットのうちの１つを示すことができる。別の例においては、フィール
ドは、その各々が構成（セルの数、およびセルグループなど）に応じたペイロードサイズ
に対応する、可能なＰＵＣＣＨフォーマットのセットのうちの１つを示すことができる。
ＷＴＲＵは、送信するビットの数Ｂが情報ビットの許容される数Ｂ’よりも低いとき、パ
ディングビットを使用することができる。例えば、可能なペイロードサイズのセットは、
２０ビット、５０ビット、および１００ビットとすることができる。フィードバックグル
ープの選択されたサブセットに基づいた、送信されるビットの数Ｂが、６０ビットである
ケースにおいては、ＷＴＲＵは、全ペイロードが１００ビットになるように、パディング
ビットを利用することができる。ＷＴＲＵは、ビットの総数が有効なペイロードサイズと
一致するように、（最初に選択されなかった）追加のフィードバックグループから情報を
送信することもできる。
【０２５９】
　使用する符号化ビットの数は、ビットの総数ＢまたはペイロードサイズＢ’の関数とす
ることができる。それは、符号化ビットの数についての事前決定された値のセットの中か
ら選択することができる。いくつかのソリューションにおいては、符号化ビットの選択さ
れる数は、最大で最大符号化レート（例えば、符号化ビットの数に対する情報ビットの数
の比）を達成する事前決定された値の中の最小数になるように選択することができる。
【０２６０】
　例においては、リソースの決定を使用することができる。本明細書において説明される
ように、リソースとは、（例えば、ＰＵＣＣＨ上における）フィードバックの送信のため
の送信特性のセットのこととすることができる。リソースは、ＲＢのセット、１つまたは
複数のＤＭ－ＲＳシーケンスの特性、および少なくとも１つの拡散系列など、すべての特
性がそれから導出されるインデックスによって識別することができる。ＰＵＣＣＨが複数
のセル上において構成されるケースにおいては、リソースは、ＰＵＣＣＨがその上で送信
されるべきセル、またはセルのセットを含むことができる。サブリソースとは、そのよう
なリソースの一部、例えば、リソースが２つ以上のＲＢのセットからなるケースにおける
１つのＲＢ、またはリソースが２つ以上の拡散系列のセットからなるケースにおける１つ
の拡散系列、またはリソースが複数のセルからなるケースにおける１つのセルのこととす
ることができる。
【０２６１】
　ＷＴＲＵは、フィードバックグループに関連するＰＤＳＣＨのうちの少なくとも１つと
関連付けることができるダウンリンク制御シグナリングに基づいて、フィードバックグル
ープまたはフィードバックグループの組合せの送信のために使用されるリソースまたはサ
ブリソースを決定することができる。例えば、リソースまたはサブリソースは、フィード
バックグループまたは組合せのフィードバックグループ部分に関連するＰＤＳＣＨをスケ
ジュールする、ＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨ内のＡＲＩフィールドによって示すことがで
きる。別の例においては、リソースまたはサブリソースは、ＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨ
がそれから復号されるセルもしくはセルグループ、または対応するＰＤＳＣＨのセルもし
くはセルグループに依存することができる。例えば、ＰＵＣＣＨがその上で送信されるセ
ルは、ＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨがそれから復号されるセルグループと同じセルグルー
プ内のセルとすることができる。別の例においては、本明細書において説明されるような
シグナリングを使用することができる。
【０２６２】
　フィードバックグループの組合せの送信のために使用されるリソースは、おそらくはＡ
ＲＩと組み合わされた、符号化ビットの数および／または関連するＰＵＣＣＨフォーマッ
トに依存することができる。例えばＷＴＲＵは、符号化ビットの数が第１の数であり、受
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け取ったＡＲＩが第１の値である場合は、第１のリソースを選択し、符号化ビットの数が
第２の数であり、受け取ったＡＲＩが第１の値である場合は、第２のリソースを選択する
ことができる。リソースと、ＡＲＩおよび符号化ビットの数の組合せとの間のマッピング
は、より高位のレイヤによって構成することができる。別の例においては、ＷＴＲＵは、
ＰＵＣＣＨフォーマット毎に、または情報ビットもしくは符号化ビットの可能な数毎に、
単一のリソースを用いるように構成することができる。このケースにおいては、ＷＴＲＵ
は、送信される必要がある情報ビットもしくは符号化ビットの数（または使用する必要が
あるＰＵＣＣＨフォーマット）に対応するＰＵＣＣＨリソースを選択することができる。
【０２６３】
　例においては、フィードバックグループの、可能なゼロ電力送信を用いるサブリソース
への固定されたマッピングを使用することができる。ＷＴＲＵは、いずれかのＰＤＳＣＨ
と関連付けることができるダウンリンク制御シグナリングと、フィードバックグループと
関連付けられたインデックスまたは順序との組合せに基づいて、このフィードバックグル
ープ（またはフィードバックグループの組合せ）の送信のために使用されるリソースまた
はサブリソースを決定することができる。例えば、ＡＲＩフィールドから受け取られるイ
ンデックスと、フィードバックグループに対するインデックスとの組合せは、このフィー
ドバックグループの送信のためのリソースまたはサブリソースを決定することができる。
例えば、ＡＲＩの特定の値は、２つの連続するＲＢにまたがるリソースを示すことができ
、送信される２つのフィードバックグループが存在することができる。このケースにおい
ては、第１のフィードバックグループのために使用されるサブリソースは、２つのＲＢの
うちの第１の方とすることができ、第２のフィードバックグループのために使用されるサ
ブリソースは、２つのＲＢのうちの第２の方とすることができる。
【０２６４】
　フィードバックグループのための送信が生じる必要がないケースにおいては、ＷＴＲＵ
は、対応するサブリソース上において、ゼロ電力を用いて送信することができる（すなわ
ち、送信しないことができる）。いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、対
応するフィードバックグループのための送信が生じる必要がない場合でさえも、ＷＴＲＵ
によって送信される信号が連続するＲＢにまたがることを保証するために、サブリソース
上において送信を行うことができる。ＷＴＲＵは、例えば、サブリソースがＲＢ上に存在
し、非ゼロ電力送信が隣接するＲＢの両方の上において生じる場合に、そのような送信を
実行することができる。このケースにおいては、例えば、ＷＴＲＵが、フィードバックグ
ループのすべての対応する送信に対して「ＮＡＣＫ」または「ＤＴＸ」を報告するかのよ
うに、ＷＴＲＵは、事前決定されたルールに従って、対応するフィードバックグループに
ついての情報をエンコードすることができる。
【０２６５】
　例においては、フィードバックグループの、可能な表示を有するリソースへの柔軟なマ
ッピングを使用することができる。特定のフィードバックグループの送信のために使用さ
れるリソースは、サブフレーム内において送信されるフィードバックグループのサブセッ
ト（または組合せ）に基づいて、決定することもできる。このソリューションは、すべて
のフィードバックグループの送信のために使用されるリソースの組合せが、連続するリソ
ースブロックにまたがる信号など、望ましい特性を有する信号をもたらすことを保証する
ことができる。例えば、（＃１、＃２、＃３、および＃４というラベルが付された）４つ
の定義されたフィードバックグループが存在することができ、ダウンリンク制御シグナリ
ング（例えば、ＡＲＩ）から受け取られる値は、（＃ａ、＃ｂ、＃ｃ、および＃ｄという
ラベルが付された）４つの連続するリソースブロックにまたがるリソースのセットを決定
することができる。すべての４つのフィードバックグループが送信されるとき、グループ
＃１、＃２、＃３、＃４は、それぞれ、リソース＃ａ、＃ｂ、＃ｃ、＃ｄにマッピングす
ることができる。他方、グループ＃１、＃２、＃４だけが送信される場合、これらのグル
ープは、連続したリソースブロックだけが使用されるように、リソース＃ａ、＃ｂ、＃ｃ
にマッピングすることができる。与えられたリソース上において送信されるフィードバッ
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クグループの識別情報について、ネットワークに対して可能な曖昧性が存在するとき、Ｗ
ＴＲＵは、リソース＃ｃ上において送信されるフィードバックグループが＃３か、それと
も＃４かを示すビットなど、フィードバックグループの表示を少なくともこのリソース内
に含めることができる。そのような表示は、フィードバックグループからの情報ビットと
共同で、または別々にエンコードすることができる。
【０２６６】
　例においては、フィードバックグループインジケータの送信を実行することができる。
いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、受信機における復号を容易にするた
めに、サブフレーム内において送信されるフィードバックグループのサブセットの少なく
とも１つの表示を送信することができる。そのような表示は、以下においては「フィード
バックグループ表示」（ＦＧＩ）と呼ばれることがある。ＦＧＩの値は、フィードバック
グループの有効な可能な組合せのセットのうちの１つを示すことができ、コードブックサ
イズを含む。各可能なＦＧＩ値と、フィードバックグループの組合せとの間のマッピング
は、より高位のレイヤによって提供すること、または事前定義することができる。マッピ
ングは、情報ビットの総数Ｂ、および／またはサブフレーム内における送信のためのペイ
ロードサイズＢ’に依存することができる。いくつかのソリューションにおいては、ＦＧ
Ｉは、ＰＵＣＣＨのための送信フォーマットの表示からなることができる。
【０２６７】
　ソリューションにおいては、ＦＧＩは、他のフィードバックビットとは別個に処理し、
特定の物理リソースにマッピングすることができる。例えば、ＦＧＩビットは、エンコー
ドし、変調し、拡散し、リソースブロックの特定のサブキャリアおよび／またはスロット
にマッピングすることができる。このソリューションは、受信機が、最初にＦＧＩを復号
することによって、最初に情報ビットの数を決定することができるので、受信機における
複雑さを過度に増すことなく、情報ビットの複数の可能な数（Ｂ）をサポートすることが
できるという利益を有する。
【０２６８】
　ソリューションにおいては、ＦＧＩビットは、（おそらくは、符号化、変調、拡散、お
よび物理リソースへのマッピングのうちの少なくとも１つを含む）後続の共同処理に先立
って、他のフィードバックビットに連結（し、おそらくはインターリーブ）することがで
きる。このソリューションは、ペイロードサイズの可能なセットが受信機において知られ
ている場合に、特に有益であることができる。
【０２６９】
　ソリューションにおいては、ＦＧＩビットは、フィードバックビットのセットに追加さ
れるＣＲＣをマスクするために、使用することができる。このソリューションは、誤り検
出を通して高められた信頼性を提供しながら、同時に、紛失したＰＤＳＣＨ割り当てまた
は誤検出されたＰＤＳＣＨ割り当てに起因するフィードバック送信における誤りの可能性
を低減させるという利益を有する。受信機において、ネットワークは、与えられたペイロ
ードサイズ（または可能なペイロードサイズのセット）を仮定した復号、および送信され
たＰＤＳＣＨを与えられた場合に予期されるＦＧＩ値によってマスクされたＣＲＣが有効
であるかどうかのチェックを行うように試みることができる。
【０２７０】
　ソリューションにおいては、フィードバックグループの送信のために使用されるリソー
スは、おそらくは、（ＡＲＩなどの）ダウンリンク制御シグナリングおよびより高位のレ
イヤから受け取られる情報と組み合わされた、ＦＧＩの関数とすることができる。このソ
リューションは、受信機が、フィードバック情報をそれから復号することができるリソー
スから、ＦＧＩを決定することができるので、暗黙的なＦＧＩシグナリングメカニズムを
提供する。
【０２７１】
　例においては、電力設定を使用することができる。ＷＴＲＵは、少なくとも、経路損失
推定ＰＬC、構成された最大電力ＰＣＭＡＸ．Ｃ、ＰＯ＿ＰＵＣＣＨ、ＤｅｌｔａＦ＿ｐ
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ｕｃｃＨ、およびＤｅｌｔａＴｘＤなど、より高位のレイヤによって提供されるパラメー
タ、受け取られたＴＰＣコマンドｇ（ｉ）に依存するパラメータ、ならびに／または以下
で説明されるようにサブフレームベースで変化することができるパラメータの関数である
電力オフセットｈに基づいて、（ＰＵＣＣＨ送信など、フィードバック情報だけを含む送
信を含む）フィードバック情報を含む送信に対して適用される電力を決定することができ
る。
【０２７２】
　いくつかのソリューションにおいては、電力オフセットは、おそらくは、連続したＲＢ
上における送信を保証するために送信されるフィードバックグループを含む、送信のため
に選択されるフィードバックグループのサブセットに基づいた、情報ビットの総数Ｂ、送
信のために選択されたサブセットの中におけるフィードバックグループの情報ビットの最
大数、受信されたＰＤＳＣＨに基づいたトランスポートブロックの数、各フィードバック
グループ内における受信されたＰＤＳＣＨに基づいたトランスポートブロックの数、また
はフィードバックグループの中におけるそれの最大値、構成に基づいて受信することがで
きるトランスポートブロックの最大数、サブフレーム内におけるフィードバック情報の送
信のためのペイロードサイズＢ’、サブフレーム内において利用される符号化のタイプ（
リード－マラー、畳み込み、ターボ）、ＣＲＣおよび／またはＦＧＩが送信されるフィー
ドバックビットのセットに追加されるかどうか、多重化に先立って独立にエンコードされ
るビットのサブセットの数Ｍ、受信されたＰＤＳＣＨに対応したものに制限されること、
または制限されないことがある、独立にエンコードされるビットの各サブセット内におい
て送信されるビットの数、またはすべてのサブセットの中におけるそれの最大値のうちの
少なくとも１つの関数とすることができる。
【０２７３】
　電力オフセット関数は、利用される符号化のタイプに応じた、またはより一般的に、使
用される送信フォーマットに応じた、異なるパラメータに依存することができる。例えば
、符号化がリード－マラーなどのブロックコードに基づくケースにおいては、電力オフセ
ットは、サブフレーム内における受信されたＰＤＳＣＨに基づいたトランスポートブロッ
クの数、またはおそらくは、独立にエンコードされるサブセットの中におけるそれの最大
数の関数とすることができる。他方、符号化が畳み込みコードまたはターボコードに基づ
くケースにおいては、電力オフセットは、構成に基づいて受信することができるトランス
ポートブロックの最大数の関数とすることができる。このソリューションは、小さいコー
ドブックに基づいたブロック符号化が使用されるケースにおいては、受信機は、（スケジ
ュールされたＰＤＳＣＨに基づいて）ＮＡＣＫになるように設定されることが知られてい
る情報ビットについての知識を利用して、正しい検出の可能性を改善することができるの
で、適切であることができる。
【０２７４】
　レガシシステムにおいては、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのレイヤ当たりの符号化された変
調シンボルの数Ｑ’は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための情報ビットの数、最初のＰＵＳＣＨ送
信のサブキャリアの数、および係数
【０２７５】
【数９】

【０２７６】
に比例するが、ＰＵＳＣＨのサブキャリアの数の４倍よりも大きくない値になるように設
定することができる。符号化、インターリーブ、多重化、およびより高位のレイヤのデー
タのマッピングは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの存在または非存在とは独立に実行される。ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫが送信されるとき、それの符号化変調シンボルは、あるリソースエレメント内
においてより高位のレイヤのデータのために使用されるシンボルを上書きすることができ
、パンクチャリングに起因するより高位のレイヤのデータについての性能悪化を穏当なも
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のにする。
【０２７７】
　多数のＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを送信する必要があるとき、例えば、ＰＵＳＣＨのため
に非常に大きい帯域幅を有することが可能でないことがある、電力制限されたシナリオに
おいて、ＰＵＳＣＨのサブキャリアの数の４倍という限界は、不十分になることが可能な
ことがある。いくつかのソリューションにおいては、ＰＵＳＣＨ割り当てのサブキャリア
の数の４倍という限界は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための変調シンボルをＰＵＳＣＨ上の追加
のリソース（例えば、時間シンボル）にマッピングすることができるように、引き上げる
ことができる。
【０２７８】
　いくつかのソリューションにおいては、過度なパンクチャリングに起因する性能悪化を
防止するために、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫまたはそれの最小数のビットの送信が原
因で、少なくともいくつかのリソースエレメントが、より高位のデータのために利用可能
でないことを考慮して、より高位のレイヤのデータを処理することができる。より具体的
には、以下のパラメータまたは手順に影響を及ぼすことができる。より高位のレイヤのデ
ータのトランスポートブロックサイズに影響を及ぼすことができる。例えば、伝達された
変調および符号化方式（ＭＣＳ）ならびに（リソースブロック内における）ＰＵＳＣＨ割
り当てのサイズの関数としてのトランスポートブロックサイズの計算は、ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの送信が原因で利用可能でない時間シンボルの数を考慮することができる。例えば、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫのために必要とされる変調シンボルの数が、ＰＵＳＣＨのサブキャリアの
数の４倍を超えるケースにおいては、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する必要があることがある
とき、（ＤＭ－ＲＳのために使用されない）時間シンボルの少なくとも１／３は、より高
位のレイヤのデータのために利用可能でないという事実を考慮して、トランスポートブロ
ックサイズは、係数（１２－４）／１２＝２／３だけスケールダウンすることができる。
ＰＵＳＣＨのためのＲＥにマッピングする手順は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのシンボルが
その上にマッピングされるＲＥのサブセットまたはすべてが、ＰＵＳＣＨのためのシンボ
ルをその上にマッピングすることができるＲＥのセットから除外されるように、変更する
ことができる。例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのシンボルをその上にマッピングするこ
とができる、最初の４つの時間シンボル上のＲＥは、除外することができる。
【０２７９】
　ＷＴＲＵは、より高位のレイヤのデータが、以下の条件のうちの少なくとも１つに基づ
いて、上述したことに従って処理されると決定することができる。ＷＴＲＵは、より高位
のレイヤのデータが、受信されたＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨからの明示的なシグナリン
グに従って処理されると決定することができる。受信されたＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨ
は、関連するＰＵＳＣＨのためのアップリンクグラントを含むＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ、またはおそらくはＰＤＳＣＨおよび／もしくはＰＵＳＣＨ送信のセットについての情
報を示す、別の受信されたＰＤＣＣＨ／Ｅ－ＰＤＣＣＨとすることができる。ＤＣＩの新
しいまたは既存のフィールドをこの目的のために使用することができる。このソリューシ
ョンは、ダウンリンク割り当ての紛失に対してロバストネスがあるという利益を有する。
ＷＴＲＵは、より高位のレイヤのデータが、ＰＵＳＣＨ内において送信されるＨＡＲＱ－
ＡＣＫ情報ビットの数に従って処理されると決定することができる。ＷＴＲＵは、より高
位のレイヤのデータが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのシンボルの数が、ＰＵＳＣＨ送信のサ
ブキャリアの数の４倍など、閾値を超えたかどうかに従って処理されると決定することも
できる。
【０２８０】
　例においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩ送信のためのアップリンクリソースを選択すること
ができる。例においては、ＷＴＲＵは、以下の状況において、すなわち、おそらくは、複
数のタイプの物理チャネル、例えば、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの両方が、ＵＣＩの送
信のために利用可能である状況、おそらくは、複数のタイプのＵＣＩ、例えば、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ、ＣＳＩ、もしくはＳＲが、送信のために利用可能である状況、および／または
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おそらくは、キャリア上のいくつかのセルが、免許不要周波数バンド（例えば、ＬＡＡ）
において動作する状況において、送信ＵＣＩのためのリソースを決定することができる。
【０２８１】
　例においては、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの間にＵＣＩを分割すること
ができる。１つの例示的な方法においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩの第１の量が、第１のタ
イプの送信、例えば、ＰＵＣＣＨに適用可能とすることができ、一方、第２の量が、第２
のタイプの送信（例えば、ＰＵＳＣＨ）に適用可能とすることができると決定することが
できる。おそらくは、そのような方法は、セルのグループ別に、例えば、ＰＵＣＣＨグル
ープまたはセルグループ（例えば、ＣＧ）に対して、適用可能とすることができる。
【０２８２】
　例えば、ＵＣＩの第１の量は、特定のタイプのＵＣＩ、例えば、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビッ
トに対応することができる。例えば、ＵＣＩの第２の量は、他のタイプのＵＣＩ、例えば
、ＣＱＩ、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、またはＲＩビットなどのＣＳ
Ｉに対応することができる。
【０２８３】
　ＷＴＲＵがＵＣＩを送信すると予期されるサブフレーム内においては、ＷＴＲＵは、少
なくとも１つのＰＵＳＣＨリソースが、関連するサブフレームのために利用可能であるか
どうかを決定することができる。ＷＴＲＵは、それが、与えられたサービングセルまたは
セルのグループについて、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨ上における同時送信のために構成
されているかどうかも決定することができる。
【０２８４】
　ＷＴＲＵが、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ上において同時に送信を実行することができ
る（例えば、リソースが利用可能であり、ＷＴＲＵがそのような動作のために構成されて
いる）場合、ＷＴＲＵは、第１のタイプのＵＣＩ、例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＰＵＳ
ＣＨ送信上において送信することができ、一方、第２のタイプのＵＣＩ、例えば、ＣＳＩ
を、ＰＵＣＣＨ送信上において送信することができると決定すること、またはその逆を行
うことができると決定することができる。ＷＴＲＵは、与えられたタイプのＵＣＩ（例え
ば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）の第１の部分を、ＰＵＳＣＨ送信上において送信することができ
、一方、第２の部分を、ＰＵＣＣＨ送信上において送信することができることを、以下の
うちの少なくとも１つ、すなわち、例えば、本明細書において説明されるのと類似した方
法を使用する、ダウンリンク制御シグナリングの受信（そのようなシグナリングは、ＵＣ
Ｉが分割され、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ送信を使用することを示すことができる）と
、例えば、本明細書において説明されるのと類似した方法を使用する、ダウンリンク制御
シグナリングの受信（そのようなシグナリングは、ＵＣＩ要求を含むことができ、示され
たＵＣＩは、第１の特定のリソースおよび／もしくは送信（例えば、ＰＵＣＣＨ、もしく
はおそらくは、動的なスケジューリングによって、例えば、本明細書において説明される
それに従って示されるリソース）に回送することができ、一方、他のフィードバックは、
第２の特定のリソースおよび／もしくは送信（例えば、ＰＵＳＣＨ）に回送すること（も
しくはおそらくは、ドロップすること）ができ、またはその逆とすることができる）と、
ＰＵＳＣＨ割り当て（例えば、グラントのサイズ）が、（おそらくは構成可能な）閾値よ
りも小さい（またはそれに等しい）ことと、（非ＵＣＩ）ペイロードビットの数と、関連
するＰＵＳＣＨ送信のためのＵＣＩビットの数との結果的な比が、ＵＣＩビットの関連す
る量についての特定の閾値以上であることと、（非ＵＣＩ）ペイロードビットの数と、関
連するＰＵＳＣＨ送信のためのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビットの数との結果的な比が、特定の閾
値以上であることと、ＵＣＩタイプおよび関連するＰＵＳＣＨ送信についてのレイヤ当た
りの変調シンボルの数Ｑ’が、閾値を超えること（例えば、閾値は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの
ケースにおけるＰＵＳＣＨのサブキャリアの数の４倍とすることができる）とのうちの少
なくとも１つに従って決定することもできる。
【０２８５】
　上述の条件のうちの少なくとも１つが満たされたとき、ＷＴＲＵは、各チャネル上にお
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いて送信されるＵＣＩビットの一部を、以下のうちの少なくとも１つに従って決定するこ
とができる。ＷＴＲＵは、最大で関連するＵＣＩについて必要とされるシンボルの数まで
、関連するＰＵＳＣＨ送信における第１のタイプのＵＣＩ（例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビ
ット）を含む情報に従って、一部を決定することができる。ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨ上に
おける送信を使用して、（例えば、第２のタイプの）残りのＵＣＩ（例えば、ＣＳＩビッ
ト）を送信することができる。また、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨ割り当て（例えば、グラン
トのサイズ）に基づいて、ＰＵＳＣＨ送信におけるＵＣＩビットの数を含む情報に従って
、一部を決定することができ、残りのＵＣＩビットは、その後、異なる送信を使用して送
信することができる。例えば、ＷＴＲＵは、サブキャリアの数のＮ倍など、ＰＵＳＣＨの
サイズに依存することができる、多くても高々閾値までのレイヤ当たりの変調シンボルの
数Ｑ’をもたらす、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの数を決定することができる。別の例におい
ては、（おそらくは与えられたタイプの）ＰＵＳＣＨ送信におけるＵＣＩビットの数は、
ゼロになるように設定することができ、すべてのビットは、異なる送信上において送信す
ることができる。
【０２８６】
　例においては、ＷＴＲＵは、複数のＰＵＣＣＨの間にＵＣＩを分離することができる。
１つの例示的な方法においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩの第１の量が、第１のサービングセ
ル（例えば、ＰＣｅｌｌ）のリソース上における第１のタイプの送信、例えば、ＰＵＣＣ
Ｈに適用可能とすることができ、一方、第２の量が、第２のサービングセル（例えば、Ｐ
ＵＣＣＨを用いるように構成されたＳＣｅｌｌ）のリソース上における第１のタイプの送
信（例えば、ＰＵＣＣＨ）に適用可能とすることができると決定することができる。おそ
らくは、そのような方法は、セルのグループ別に、例えば、ＰＵＣＣＨグループもしくは
セルグループ（例えば、ＣＧ）に対して、またはＰＵＣＣＨグループもしくはＣＧにわた
って適用可能とすることができる。
【０２８７】
　例えば、ＵＣＩの第１の量は、特定のタイプのＵＣＩ、例えば、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎビッ
トに対応することができる。例えば、ＵＣＩの第２の量は、他のタイプのＵＣＩ、例えば
、ＣＱＩ、ＰＭＩ、またはＲＩビットなどのＣＳＩに対応することができる。そのような
ケースにおいては、ＷＴＲＵは、第１のＵＣＩタイプをその上において送信するＰＵＣＣ
Ｈを用いるセルを、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、例えば、本明細書において
説明されるのと類似した方法を使用する、ダウンリンク制御シグナリングの受信（そのよ
うなシグナリングは、ＵＣＩが分割され、異なるＰＵＣＣＨ送信を使用すること、および
第１のタイプのＵＣＩは、特定のセル（例えば、制御シグナリングがその上において受信
されたセル）のリソースを使用して送信されるべきであることを示すことができる）と、
例えば、本明細書において説明されるのと類似した方法を使用する、ダウンリンク制御シ
グナリングの受信（そのようなシグナリングは、ＵＣＩ要求を含むことができ、示された
ＵＣＩは、第１の特定のＰＵＣＣＨリソースおよび／もしくはＰＵＣＣＨ送信（例えば、
おそらくは、例えば、本明細書において説明されるような、動的なスケジューリングによ
って示されるリソース）に回送することができ、一方、他のフィードバックは、（例えば
、ＰＵＣＣＨリソースを決定するための他の方法に従って）第２の特定のＰＵＣＣＨリソ
ースおよび／もしくはＰＵＣＣＨ送信に回送することができ、またはその逆とすることが
できる）と、常時ＰＣｅｌｌ（もしくは、ＭＣＧのための場合はＰＳＣｅｌｌ）、または
あるいは、常時ＳＣｅｌｌとすることと、ＷＴＲＵが、十分な容量を有する（および／ま
たは最良の予期される送信性能を有する）ＰＵＣＣＨを選択することと、ＷＴＲＵが、そ
れが最も低い経路損失推定を有するセルを選択することと、（同時ＰＵＳＣＨ＋ＰＵＣＣ
Ｈ送信がＷＴＲＵのために構成されている場合に限って）ＷＴＲＵが、それがＰＵＳＣＨ
送信のためのリソースも有するセルを選択することと、半静的な構成に従うこととのうち
の少なくとも１つに従って決定することができる。
【０２８８】
　例においては、ＷＴＲＵは、複数が利用可能であるときに、単一のＰＵＣＣＨを選択す
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ることができる。可能な例においては、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが異なるＰＵＣＣＨ上にお
いて同時に送信を実行することができる場合に限って、複数が利用可能であるときに、単
一のＰＵＣＣＨを選択することができる。別の例においては、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨを
用いるサービングセルを、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、ＷＴＲＵが、上述の
ものに類似する受信された制御シグナリングに基づいてセルを選択することと、例えば、
本明細書において説明されるのと類似した方法を使用する、ダウンリンク制御シグナリン
グの受信（そのようなシグナリングは、例えば、本明細書において説明されるものに従っ
て、ＵＣＩ送信のための動的なスケジューリングを含むことができる）と、ＷＴＲＵが、
十分な容量を有する（および／または最良の予期される送信性能を有する）ＰＵＣＣＨを
選択することと、ＷＴＲＵが、それが最も低い経路損失推定を有するセルを選択すること
と、半静的な構成に従うこととのうちの少なくとも１つに従って決定することもできる。
いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、アクティブ化された状態にあるセルだけを考慮す
ることができる。
【０２８９】
　ＷＴＲＵは、少なくとも１つのＳＣｅｌｌ上において複数のＰＵＣＣＨリソースを用い
るように構成することができる。おそらくは、ＷＴＲＵは、それが実行することができる
同時アップリンク送信の数についての制限を有するように構成することができる。そのよ
うな制限は、（例えば、すべての構成されたセルもしくはＣＧについてのすべての送信を
含む）ＷＴＲＵのすべての送信に対するもの、ＷＴＲＵの構成の与えられたＣＧのすべて
の送信に対するもの、特定のタイプのすべての物理的送信に対するもの（例えば、ＰＵＣ
ＣＨ送信だけに対するもの）、および／またはあるタイプのすべての送信に対するもの（
例えば、ＵＣＩ送信だけに対するもの）とすることができる。
【０２９０】
　そのようなケースにおいては、ＷＴＲＵは、本明細書において説明されるソリューショ
ンに従って、それがＵＣＩの送信のためにどのアップリンク送信を使用することができる
かを決定することができる。例においては、ＷＴＲＵは、アップリンク回送を、制限の関
数として決定することができる。
【０２９１】
　１つの方法においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩの送信をどのように回送するかを、同時ア
ップリンク送信の数に（およびおそらくは、同時ＰＵＣＣＨ送信だけに）適用可能な制限
の関数として、決定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、ＵＣＩの少なくともいくつ
かの送信が与えられたサブフレーム内において実行されるべきであることを、以下のうち
の少なくとも１つ、すなわち、ＷＴＲＵが、ＰＵＣＣＨ上において高々数Ｘの送信を実行
することができること（例えば、ＷＴＲＵは、以下のうちの少なくとも１つ、すなわち、
ＰＵＣＣＨ送信のための必要とされる送信電力の降順と、対応するキャリアについての推
定される経路損失基準の昇順と、ＰＵＣＣＨ容量の降順とのうちの少なくとも１つに従っ
て、ＰＵＣＣＨリソースを用いる適用可能な数Ｘのサービングセルを決定することができ
る）と、ＷＴＲＵが、セルの与えられたグループについて、ＰＵＣＣＨ上において高々数
Ｘの送信（例えば、２つ以上のＰＵＣＣＨリソースを使用してグループを構成することが
できる場合、ＰＵＣＣＨグループ当たり高々１つのＰＵＣＣＨ送信）を実行することがで
きることとのうちの少なくとも一方に従って（おそらくは、与えられたＣＧについて）決
定することができる。ＷＴＲＵは、おそらくはセルのグループ別に適用される先のケース
のためのものと類似の方法を使用することができる。
【０２９２】
　ＷＴＲＵは、免許不要周波数バンドにおいて動作するキャリアを使用する少なくとも１
つのサービングセル（これ以降「ＬＡＡセル」）を用いるように構成することができる。
以下のソリューションは、ＷＴＲＵが、生成されたＵＣＩのうちの少なくともいくつか（
またはすべて）の送信のためにどのアップリンクリソースを使用すべきかを、アクセスの
タイプ、バンドのタイプ（例えば、免許要もしくは免許不要）、ＵＣＩ自体のタイプ（例
えば、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ、ＣＱＩ、もしくはＰＭＩ／ＲＩなど）、および／または（例え
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ば、本明細書において説明されるシグナリング態様と類似した）受信された制御シグナリ
ングの関数として、どのように決定することができるかについて説明する。
【０２９３】
　例示的な方法などの例においては、ＷＴＲＵは、免許要バンドのサービングセルのリソ
ース上においてＵＣＩを回送することができる。ＷＴＲＵは、免許要動作のために使用さ
れる周波数バンドにおけるキャリアと関連付けられた、ＷＴＲＵの構成のサービングセル
のアップリンクリソースを使用して、適用可能なＵＣＩを送信することができると決定す
ることができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＬＡＡセルのアップリンクリソースに対してス
ケジュールされたアップリンク送信を有するかどうかとは独立に、そのような決定を行う
ことができる。あるいは、ＷＴＲＵは、ＬＡＡセルについてのＰＵＳＣＨ送信が存在しな
いときに限って、ＷＴＲＵがそのような回送決定を行うことができるように、（利用可能
な場合は）ＬＡＡセルのＰＵＳＣＨ送信上においてＵＣＩの少なくとも一部を送信するこ
とができる。
【０２９４】
　そのような適用可能なＵＣＩは、以下のうちの少なくとも１つに従って決定することが
できる。ＷＴＲＵは、ＬＡＡセルのリソースを使用して、いずれのＵＣＩも送信すること
ができない。例えば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＬＡＡセルについてのＰＵＳＣＨ送信のた
めのリソースを有するかどうかとは独立に、ＬＡＡ動作に関連するいずれのＵＣＩも、免
許要領域内におけるキャリアと関連付けられた送信に回送することができる。別の例にお
いては、ＷＴＲＵは、利用可能なときは、ＬＡＡセルのリソースを使用して、ＬＡＡセル
と関連付けられたＵＣＩだけを送信することができ、それ以外は、ＵＣＩは、免許要領域
内におけるセルのリソースに回送することができる。例えば、ＷＴＲＵは、そのような送
信が利用可能である（例えば、ＰＵＳＣＨ送信がスケジュールされる）場合は、ＬＡＡセ
ルに関連するＵＣＩだけを、ＬＡＡセルのリソース上における送信に回送することができ
る。さらなる例においては、ＷＴＲＵは、上述のいずれかを実行することができるが、そ
れは、特定のタイプのＵＣＩの送信のためだけである。例えば、ＷＴＲＵは、免許要領域
内におけるセルのリソースだけを使用して、免許不要領域内における動作に関連する（よ
り時間に敏感な）ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎフィードバックを送信することができ、そのようなケ
ースにおいては、他のタイプのＵＣＩは、（利用可能な場合は）免許不要領域内における
ＰＵＳＣＨ送信を使用して、または（そうではない場合は）免許要領域内におけるリソー
スを使用して、送信することができる。
【０２９５】
　さらなる例においては、適用可能なＵＣＩは、例えば、本明細書において説明されるの
と類似した方法を使用して、ダウンリンク制御シグナリングの受信によって決定すること
ができる。そのようなシグナリングは、ＵＣＩ要求を含むことができ、示されるＵＣＩは
、制御シグナリングの受信時におけるＨＡＲＱプロセスのステータスに基づいて生成する
ことができ、例えば、ＵＣＩは、それぞれのＨＡＲＱプロセスの直近のステータスと関連
付けることができ、同時に受信された、および／またはそのような制御シグナリングの受
信と関連付けられた時間間隔の間に受信された送信とは必ずしも関連付けることができる
とは限らない。加えて、ＷＴＲＵは、そのようなセルと関連付けられたＵＣＩフィードバ
ックについての、本明細書において説明されるものと類似した、ＵＣＩスケジューリング
情報を受信することができる。
【０２９６】
　ＵＣＩ送信のためのアップリンクリソースを決定するための方法が、本明細書において
説明される。ＷＴＲＵが、少なくともいくつかのＵＣＩのためにどのリソースを使用すべ
きかを、ダウンリンク制御情報、例えば、動的スケジューリングに基づいて、少なくとも
部分的に決定することができるような方法が、本明細書において説明される。
【０２９７】
　ＤＣＩ（ＵＣＩ）を用いるダウンリンク制御シグナリングのための方法が、本明細書に
おいて説明される。例においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩについての動的スケジューリング
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情報を受信することができる。そのような動的スケジューリング情報は、ＤＣＩを使用し
て、ＰＤＣＣＨ上において受信することができる。そのようなスケジューリング情報は、
（例えば、特定の制御情報を参照する１つまたは複数のインデックスを使用して）既存の
ＤＣＩフォーマット内に、または専用ＤＣＩフォーマット内に含むことができる。そのよ
うなＤＣＩは、本明細書においては、ＤＣＩ（ＵＣＩ）とさらに呼ばれることがある。
【０２９８】
　動的スケジューリングは、ＵＣＩ要求および／またはリソース割り当てを含むことがで
きる。そのようなＤＣＩ（ＵＣＩ）は、（例えば、与えられた送信内にどのＵＣＩを含め
るかを、ＷＴＲＵがそれによって決定することができる）ＵＣＩ要求と、（例えば、動的
にスケジュールされた情報を使用して、どのアップリンクリソースがどのようにして適用
可能なＵＣＩを送信すべきかを、ＷＴＲＵがそれによって決定することができるＵＣＩス
ケジューリング情報とのうちの少なくとも一方を示すことができる。
【０２９９】
　例においては、ＤＣＩ（ＵＣＩ）は、ＵＣＩ要求を示すことができる。ＵＣＩ要求は、
送信のためにどのＵＣＩを生成すべきかを決定するために使用することができる。例にお
いては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩ送信内にどのフィードバックを含めるべきかを、ＵＣＩ要求
の関数として、決定することができる。
【０３００】
　さらに、ＵＣＩ要求は、より小さいＵＣＩペイロードを生成するために使用することが
できる。例においては、ＵＣＩ要求は、要求されたＵＣＩの送信を優先させ、おそらくは
、他のＵＣＩをドロップする（またはそれの優先順位を下げる）ために使用することがで
きる。
【０３０１】
　また、ＵＣＩ要求は、ＵＣＩのサブセットを、スケジュールされているかどうかに関わ
らず、特定のリソースに回送するために使用することができる。例においては、ＵＣＩ要
求は、示されたＵＣＩを、例えば、ＵＣＩスケジューリング情報によって示されるリソー
スなど、特定のアップリンクリソースに割り当てるために使用することができる（適用可
能な場合、本明細書における例を参照）。
【０３０２】
　ＵＣＩ要求の内容は、以下の情報のうちの少なくとも１つ、すなわち、ＵＣＩのタイプ
、サービングセル識別情報、ダウンリンクＨＡＲＱプロセス識別情報、ＵＣＩサイズ削減
方法、フィードバックグループ、および非定期的な要求のうちの１つを含むことができる
。例えば、ＵＣＩ要求の内容は、ＵＣＩのタイプを含むことができる。ＷＴＲＵは、例え
ば、単独のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ、またはいずれか適用可能なＣＳＩと組み合わされたＨＡＲ
Ｑ　Ａ／Ｎなど、どのタイプのＵＣＩをＵＣＩ送信内に含むかを決定することができる。
例えば、タイプは、例えば、ＤＣＩ（ＵＣＩ）フォーマット内のフィールド配置に基づい
て、ＤＣＩ（ＵＣＩ）のフォーマットに対して暗黙的とすることができる。例えば、ＤＣ
Ｉ（ＵＣＩ）フォーマットは、ＣＳＩ要求のための１つのフィールドと、ＨＡＲＱ　Ａ／
Ｎ要求のための１つのフィールドとを、（例えば、別々のビットマップフィールドとして
）含むことができる。
【０３０３】
　別の例においては、ＵＣＩ要求の内容は、サービングセル識別情報を含むことができる
。ＷＴＲＵは、要求がそれに対して適用可能であるサービングセルの識別情報を決定する
ことができ、例えば、関連するＵＣＩについての要求は、例えば、伝達された識別情報に
よって示されるような、ＷＴＲＵの構成のすべての構成された（および／もしくはまたお
そらくはアクティブな）サービングセルに、またはそれのサブセットに適用可能とするこ
とができる。
【０３０４】
　例えば、識別情報は、より高位のレイヤによって構成されたサービングセル識別情報に
対応することができ、（例えば、構成されたグループ化に基づいた、ＰＵＣＣＨ送信のた
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めのグループ化－ＰＵＣＣＨグループに基づいた、特別なセル－例えば、ＭＣＧのＰＣｅ
ｌｌまたはＳＣＧのＰＳＣｅｌｌなどだけについてのタイミングアドバンスグループ化（
ＴＡＧ）に基づいた）セルのグループの一部であるセルに対応することができる。そのよ
うな識別情報は、クロスキャリアスケジューリングのために使用されるキャリアフィール
ドインジケータ（ＣＦＩ）に基づくことができる。
【０３０５】
　例においては、ＵＣＩ要求は、動的にスケジュールされたＰＵＳＣＨ上のセルのサブセ
ットだけについてのＣＳＩ、レガシによるＨＡＲＱを示すことができる。例えば、ＵＣＩ
要求は、サービングセルのサブセットについての、例えば、サービングセルＩＤ１および
３についてのＣＳＩだけが要求されていることを示すことができる。そのような表示は、
表９に示される例に類似したビットマップ配置を使用して、受け取ることができる。ＷＴ
ＲＵは、その後、それらのセルについてのＣＳＩを、アップリンク送信のための適用可能
なＵＣＩとともに含めることができる。
【０３０６】
　ＷＴＲＵは、そのようなアップリンク送信を、例えば、動的にスケジュールを使用して
（例えば、おそらくはＰＵＳＣＨ上において）実行することができる。例においては、Ｃ
ＳＩについてのそのようなＵＣＩ要求シグナリングは、定期的なＣＳＩ（例えば、定期的
なＣＱＩ報告）にだけ、または好ましくは、非定期的なＣＳＩを含む任意のタイプのＣＳ
Ｉに対して適用可能とすることができる。表９は、ＣＳＩフィードバック要求のためのビ
ットマップ配置の例である。
【０３０７】

【表９】

【０３０８】
　さらなる例においては、ＵＣＩ要求の内容は、ダウンリンクＨＡＲＱプロセス識別情報
を含むことができる。ＷＴＲＵは、例えば、要求されたＵＣＩのタイプがＨＡＲＱフィー
ドバックであるときに、要求がそれに対して適用可能であるＨＡＲＱプロセスの識別情報
を決定することができる。例えば、制御情報は、例えば、ＷＴＲＵのすべてのＨＡＲＱプ
ロセスのビットマップ表現を、ＷＴＲＵの構成の各（またおそらくはアクティブ化された
）セルについての特定の順序で、例えば、それぞれのサービングセル識別情報に基づいた
、例えば、昇順のすべての適用可能なセルについてのプロセスＩＤの昇順で、使用するこ
とができる。表１０は、ＨＡＲＱフィードバック要求のためのビットマップ配置の例であ
る。
【０３０９】
【表１０】
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【０３１０】
　例においては、すべての適用可能なセルについての特定のプロセスだけについてのＨＡ
ＲＱフィードバックを含むことができる。例えば、ＷＴＲＵは、ＵＣＩ要求の受信から、
それが、表１０に示されるように、サービングセルＩＤ＝０についてはプロセスｘ１、ｘ
３、ｘ７についての、サービングセルＩＤ＝１についてはｘ０、ｘ４についての、および
サービングセルＩＤ＝３についてはｘ０、ｘ２、ｘ３、ｘ４、ｘ５についてのＨＡＲＱフ
ィードバックを含むと決定することができる。そのようなケースにおいては、ＷＴＲＵは
、アップリンクリソース上における送信のために、１０ビットのＨＡＲＱフィードバック
を生成することができる。ＷＴＲＵは、その後、本明細書において説明される方法のいず
れかを使用して、またはレガシ方法を使用して、適用可能な符号化および適用可能なアッ
プリンクリソースを決定することができる。
【０３１１】
　例においては、オーバロードが、プロセスについての動的スケジューリング情報の存在
または非存在を示すことができる。例においては、ＨＡＲＱフィードバックは、関連する
プロセスがスケジュールされたことも要求が示すことができるように、ＷＴＲＵがそれに
ついての（例えば、動的および／または構成された／半永久的な）スケジューリング情報
を有する送信だけに対応することができる。そのようなケースにおいては、ＷＴＲＵは、
ＷＴＲＵが関連する間隔の間に１（または複数）のＰＤＣＣＨを正常に復号することに失
敗したかどうか（例えば、「紛失したＰＤＣＣＨ」）（おそらくはまたそれがどのサービ
ングセルについてか）、それが１（または複数）のＰＤＣＣＨを正常に復号しながら誤り
としたかどうか（例えば、「フォールスポジティブ」）を決定するための検証を実行する
ことができる。
【０３１２】
　例においては、構成されたＤＬ割り当てに対して、特別なケースを使用することができ
る。関連する間隔の間にダウンリンク割り当てを用いるように構成されたＨＡＲＱプロセ
スについては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩが常に要求されると決定することができ、このケース
においては、関連するＨＡＲＱプロセスについての要求の非存在は、動的スケジューリン
グがプロセスと関連付けられなかったことを示すことができるが、加えて、そのような要
求の存在は、動的スケジューリングがプロセスと関連付けられたことを示すことができる
。
【０３１３】
　例においては、ＰＤＣＣＨ復号支援として、オーバロードを使用することができる。例
においては、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＵＣＩ要求情報を使用して、それについてのＨＡＲ
Ｑフィードバックが要求されたセルだけについて、復号の試みを実行することができるよ
うに、ＵＣＩ要求が、ＷＴＲＵの構成のすべてのセル（おそらくはアクティブ化されたセ
ルだけ）、および／またはそのような制御シグナリングと関連付けられたすべてのそのよ
うなセルに対応すると決定することができる。
【０３１４】
　別の例においては、ＨＡＲＱフィードバック要求は、ＤＬスケジューリング、例えば、
プロセスの状態とは独立とすることができる。例においては、ＨＡＲＱフィードバックは
、関連するプロセスについてのスケジューリング活動とは独立に、関連するＨＡＲＱプロ
セスの状態に対応することができる。そのようなケースにおいては、紛失したＰＤＣＣＨ
および／またはいずれかのフォールスポジティブの可能な発生の検出に関して、さらなる
検証をＷＴＲＵによって実行しないことができる。
【０３１５】
　さらなる例においては、ＵＣＩ要求の内容は、ＵＣＩサイズ削減方法を含むことができ
る。例においては、ＷＴＲＵは、加えて、例えば、本明細書において説明される他の任意
の方法など、どのサイズ削減方法を要求されたＵＣＩに対して適用すべきかを決定するこ
とができる。例えば、ＵＣＩ要求は、それについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎが報告されるべき
セルについて、ＷＴＲＵが、空間多重化（例えば、間隔当たり複数のトランスポートブロ
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ック）を用いるように構成されたセルについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎのためにバンドリング
を使用すべきことを示すことができる。
【０３１６】
　またさらなる例においては、ＵＣＩ要求の内容は、例えば、本明細書において説明され
るような、フィードバックグループを含むことができる。例においては、ＷＴＲＵは、そ
れがそれについてのフィードバックを提供すべきＰＤＳＣＨ送信および／またはＨＡＲＱ
プロセスのセットを、動的フィードバック要求フィールドに基づいて決定することができ
る。フィールドの異なるコードポイントは、異なるフィードバックグループ（例えば、Ｐ
ＤＳＣＨ送信および／またはＨＡＲＱプロセスのセット）にマッピングすることができ、
これらのコードポイントマッピングは、おそらくはＲＲＣ構成によって、半静的に構成す
ることができる。
【０３１７】
　また別の例においては、ＵＣＩ要求の内容は、非定期的な要求を含むことができる。例
においては、ＷＴＲＵは、加えて、ＵＣＩ要求から、非定期的なアップリンクフィードバ
ックが送信されるべきであると決定することができる。
【０３１８】
　ＷＴＲＵは、構成されたダウンリンク割り当ておよび／または構成されたアップリンク
グラントをアクティブ化または非アクティブ化する、１つまたは複数のＤＣＩの受信から
生成される、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎについての追加の挙動を実施することができる。１つの方
法においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩ要求とは独立して、そのようなシグナリングについて
のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を常に生成することができる。１つの方法においては、ＷＴＲＵ
は、ＷＴＲＵがその上において制御シグナリングを受信したサービングセルが、ＵＣＩ要
求内に含まれる場合、そのようなシグナリングについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告を生成す
る（例えば、半永久的スケジューリング（ＳＰＳ）コマンドおよびＵＣＩ要求の送信をネ
ットワークにコヒーレントに調整させる）ことができる。
【０３１９】
　別の例においては、ＷＴＲＵは、例えば、本明細書において説明される方法を使用して
、示されたＵＣＩが、生成されるべきではない、および／またはアップリンク送信内に含
まれるべきではないと決定することができる。言い換えると、そのようなシグナリングは
、ＵＣＩ要求と見なされる代わりに、適用可能なＵＣＩのいくつか（またはすべて）を抑
制するために使用することができる。
【０３２０】
　例においては、ＤＣＩ（ＵＣＩ）は、ＵＣＩのためのスケジューリング情報を示すこと
ができる。ＵＣＩ要求は、送信のためにどのＵＣＩを生成すべきかを決定するために使用
することができる。例においては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩスケジューリング情報の関数とし
て、例えば、おそらくは、（変調、（開始）リソースブロック、リソースブロックの数、
拡散、空間多重化、おそらくはタイミングおよび／もしくはタイミングオフセット、また
は１つもしくは複数のＤＭ－ＲＳシーケンスなどのうちの１つを含む）適用可能な送信リ
ソースおよび／または適用可能な送信フォーマットを含む、適用可能なＵＣＩのうちの少
なくともいくつかについてのアップリンク送信のいくつかまたはすべての特性を決定する
ことができる。
【０３２１】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、以下の情報のうちの少なくとも１つ、すなわち、物理
チャネルタイプ（ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ）、物理チャネルタイプ識別情報（例えば、Ｐ
Ｃｅｌｌ上のＰＵＣＣＨ、ＳＣｅｌｌ上のＰＵＣＣＨ）、サービングセル識別情報、ＰＵ
ＣＣＨ／ＵＣＩフィードバックグループ識別情報、ＰＵＣＣＨフォーマット、ＰＵＳＣＨ
送信パラメータ、ＰＵＣＣＨ送信パラメータ、チャネル符号化、ペイロードサイズ、ＴＰ
Ｃコマンド（電力制御情報）、およびＣＳＩ要求のうちの少なくとも１つを含むことがで
きる。さらに、示されたリソースがＰＵＳＣＨリソースか、それともＰＵＣＣＨリソース
かに応じてなど、上述のスケジューリング情報の異なる組合せが可能である。
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【０３２２】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、物理チャネルタイプ（ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ）を含
むことができる。ＷＴＲＵは、ＵＣＩの送信のためにどのタイプの物理チャネルを使用す
べきかを、スケジューリング情報内の表示の関数として、決定することができる。そのよ
うな表示が存在しないとき、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨを使用すると決定することができる
。ＵＣＩの送信のために（おそらくはそのためだけに）ＰＵＳＣＨがスケジュールされる
とき、ＷＴＲＵは、関連するＨＡＲＱプロセスについてのいずれのＷＴＲＵ自律的な再送
も実行することができない。
【０３２３】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、物理チャネルタイプ識別情報（例えば、ＰＣｅｌｌ上
のＰＵＣＣＨ、ＳＣｅｌｌ上のＰＵＣＣＨ）を含むことができる。ＷＴＲＵは、ＵＣＩの
送信のためにあるタイプ（例えば、ＰＵＣＣＨ）のどの物理チャネルを使用すべきかを、
スケジューリング情報内の表示（例えば、ＰＣｅｌｌ上のＰＵＣＣＨ、ＳＣｅｌｌ上のＰ
ＵＣＣＨ）の関数として、決定することができる。そのような表示が存在しないとき、Ｗ
ＴＲＵは、デフォルトのＰＵＣＣＨチャネルを、例えば、ＰＣｅｌｌ上のＰＵＣＣＨを使
用することに決定することができる。これは、例えば、ＰＵＣＣＨを用いるように構成さ
れたサービングセルのＰＵＳＣＨを、ＵＣＩ送信のためにスケジュールすることができる
とき、ＰＵＳＣＨ上におけるフィードバックの送信にも適用可能とすることができる。
【０３２４】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、サービングセル識別情報を含むことができる。ＷＴＲ
Ｕは、物理アップリンクリソースに対応するサービングセルの識別情報を決定することが
できる。サービングセル識別情報またはＣＦＩは、ＵＣＩについてのＰＵＳＣＨスケジュ
ーリングのために使用することができる。例えば、ＷＴＲＵは、サービングセルの識別情
報に対応する値を受け取ることができる。そのような識別情報は、他のレイヤによって使
用されるサービングセル識別情報、例えば、ＲＲＣにおけるｓｅｒｖＣｅｌｌ－ＩＤに基
づくことができる。あるいは、そのような識別情報は、クロスキャリアスケジューリング
のための構成された値、例えば、ＣＦＩに基づくことができる。例においては、これは、
スケジューリング情報がＰＵＳＣＨ上のリソースを示すことができるときに、適用可能と
することができる。
【０３２５】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ＰＵＣＣＨ／ＵＣＩフィードバックグループ識別情報
を含むことができる。ＷＴＲＵは、物理アップリンクリソースに対応するアップリンクフ
ィードバックチャネルの識別情報を、単一のアップリンクチャネルと関連付けられたセル
のグループ（例えば、ＰＵＣＣＨグループ）の識別情報の関数として、決定することがで
きる。これは、例えば、ＰＵＣＣＨを用いるように構成されたサービングセルのＰＵＳＣ
Ｈを、ＵＣＩ送信のためにスケジュールすることができるとき、ＰＵＳＣＨ上におけるフ
ィードバックの送信にも適用可能とすることができる。
【０３２６】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ＰＵＣＣＨフォーマットを含むことができる。ＷＴＲ
Ｕは、スケジューリング情報内において使用するＰＵＣＣＨフォーマット、例えば、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット３または他のフォーマットの表示を受け取ることができる。
【０３２７】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ＰＵＳＣＨ送信パラメータを含むことができる。ＷＴ
ＲＵは、ＵＣＩフィードバック上における送信のためのアップリンクＰＵＳＣＨ送信につ
いてのグラントのためのものと類似の情報を受け取ることができる。例においては、その
ようなグラントは、ＵＣＩの送信専用とすることができる。
【０３２８】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ＰＵＣＣＨ送信パラメータを含むことができる。ＰＵ
ＣＣＨ送信パラメータは、既存のＰＵＣＣＨフォーマット、例えば、ＰＲＢ割り当てにつ
いてＷＴＲＵが決定するパラメータに類似することができる。
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【０３２９】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、チャネル符号化を含むことができる。ＷＴＲＵは、そ
れがＵＣＩタイプの１つまたは特定の組合せを送信すべきかどうかを、示されたチャネル
符号化方法の関数として、決定することができる。
【０３３０】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ペイロードサイズを含むことができる。ＷＴＲＵは、
アップリンク送信内に含むＵＣＩの量を、スケジュールされたＵＣＩ送信のための示され
たペイロードサイズの関数として、決定することができる。例においては、そのような情
報が存在しない場合、ＷＴＲＵは、本明細書において説明されるものなど、他の任意の方
法を使用し、本明細書において説明されるようなＵＣＩ要求を含むことができる。
【０３３１】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ＴＰＣコマンド（電力制御情報）を含むことができる
。このＴＰＣコマンドは、レガシＴＰＣコマンドに類似することができるが、スケジュー
リング情報がＰＵＳＣＨ送信のためのものか、それともＰＵＣＣＨ送信のためのものかの
関数として、解釈することができる。
【０３３２】
　ＵＣＩスケジューリング情報は、ＣＳＩ要求を含むことができる。このＣＳＩ要求は、
レガシ要求に類似することができる。例においては、そのようなＣＳＩ要求は、関連する
時間間隔の間の他のＣＳＩ報告（例えば、定期的なＣＳＩ）をオーバライドすることがで
きる。
【０３３３】
　さらに、上述のスケジューリング情報の異なる組合せが、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ
の一部として可能である。例えば、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨ上におけるＵＣＩの送信をス
ケジュールするＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信することができ、そのＤＣＩ（ＵＣＩ）は、物理
チャネルのタイプ（すなわち、ＰＵＳＣＨ）と、アップリンク送信のためのサービングセ
ルの識別情報（例えば、サービングセル０－ＰＣｅｌｌ）と、例えば、リソースブロック
割り当てを含む、ＰＵＳＣＨ送信パラメータと、変調および符号化方式（ＭＣＳ）と、Ｔ
ＰＣとを含むことができる。
【０３３４】
　例えば、ＷＴＲＵは、ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨ上におけるＵＣＩの送信をスケジュール
するＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信することができ、そのＤＣＩ（ＵＣＩ）は、物理チャネルの
タイプ（すなわち、ＰＵＣＣＨ）と、例えば、リソースブロック割り当てを含む、ＰＵＣ
ＣＨ送信パラメータと、ＴＰＣとを含むことができる。加えて、ＤＣＩ（ＵＣＩ）は、そ
のような送信内にどのＵＣＩを含むべきかをＷＴＲＵが決定するような、ＵＣＩ要求を含
むことができる。ＷＴＲＵは、ＤＣＩ（ＵＣＩ）のためのＰＤＣＣＨがその上において受
信されたセルの識別情報に基づいて、ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨがスケジュールされている
と決定することができる。
【０３３５】
　例においては、ＵＣＩのためのＤＣＩ、またはＤＣＩ（ＵＣＩ）を使用することができ
る。例においては、専用ＤＣＩを使用することができる。別の例においては、既存のＤＣ
Ｉに対する拡張を使用することができる。
【０３３６】
　例においては、ＤＣＩ（ＵＣＩ）は、本明細書において説明される態様のいずれかのた
めの１（もしくは複数）のフィールドを含む専用フォーマットを使用して、またはＤＣＩ
（ＵＣＩ）フォーマット内の１（もしくは複数）のインデックスを使用して、本明細書に
おいて説明される情報のいずれかを示すことができる。
【０３３７】
　例においては、過渡的である場合、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎは、ＤＣＩによって生成すること
ができない。例においては、ＷＴＲＵは、ＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信することができる。Ｗ
ＴＲＵは、ＤＣＩ自体についてのフィードバックを報告するために、いかなるＨＡＲＱ　
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Ａ／Ｎも生成すること、および／または含むことができない。ＷＴＲＵは、そのようなＤ
ＣＩ（ＵＣＩ）がサブフレーム毎および／またはＴＴＩ毎に適用される場合、そうするこ
とができない。
【０３３８】
　別の例においては、時間の期間にわたって構成／アクティブ化されている場合、または
非アクティブ化されている場合、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎは、ＤＣＩによって生成することがで
きる。例においては、ＷＴＲＵは、ＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信することができる。ＷＴＲＵ
は、サブフレーム２つ以上の長さ（またはＴＴＩ２つ以上の長さ）の期間の間、例えば、
それが、構成されたＵＣＩ報告を変更または非アクティブ化する別のＤＣＩ（ＵＣＩ）を
受信するまで、ＤＣＩ（ＵＣＩ）がＵＣＩ報告を構成すると決定することができる。その
ようなケースにおいては、ＷＴＲＵは、例えば、ＤＣＩ（ＵＣＩ）自体の受信についての
フィードバックを報告するために、そのようなＤＣＩ（ＵＣＩ）についてのＨＡＲＱ　Ａ
／Ｎフィードバックを生成すること、および／または含むことができる。１つの方法にお
いては、ＷＴＲＵは、関連するＤＣＩ（ＵＣＩ）のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告についての、そ
のようなＤＣＩ（ＵＣＩ）の受信に先立って適用可能な、ＵＣＩ報告方法を使用すること
ができる。ＷＴＲＵは、サブフレームｎにおいて、そのようなＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信し
たとき、サブフレームｎ＋ｘ＋１において、新しい構成を使用することを開始することが
できる。例えば、ｘは、４に等しいとすることができ、ＷＴＲＵは、関連するＤＣＩ（Ｕ
ＣＩ）についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告の送信に続くサブフレームから開始して、新しい
構成を適用することができる。一例においては、ＷＴＲＵは、関連するＤＣＩ（ＵＣＩ）
のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告についての、ＤＣＩ（ＵＣＩ）自体において示される新しい構成
を使用することができる。ＷＴＲＵは、サブフレームｎにおいて、そのようなＤＣＩ（Ｕ
ＣＩ）を受信したとき、サブフレームｎ＋ｘにおいて、新しい構成を使用することを開始
することができる。例えば、ｘは、４に等しいとすることができ、ＷＴＲＵは、関連する
ＤＣＩ（ＵＣＩ）についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ報告の送信を行うサブフレームから開始し
て、新しい構成を適用することができる。
【０３３９】
　例においては、示されたタイプのために要求されないＵＣＩは、抑制／ドロップするこ
とができる。例においては、ＷＴＲＵは、そのような要求を受信したとき、ＵＣＩ要求の
一部ではないいかなるＵＣＩもそれが送信することができないと決定することができる。
【０３４０】
　別の例においては、ＵＣＩがいかなるＵＣＩ要求の一部でもない場合、他の方法を使用
することができる。例においては、ＷＴＲＵは、そのような要求を受信したとき、例えば
、レガシ方法など、他の方法を使用して、ＵＣＩ要求の一部ではないいかなるＵＣＩもそ
れが送信することができると決定することができる。例えば、ＵＣＩスケジューリングが
、ＰＵＣＣＨ上における送信を示すとき、ＷＴＲＵは、レガシ方法に従って、残りのＵＣ
Ｉを、（そのようなものが利用可能である場合は）ＰＵＳＣＨ送信に回送することができ
る。例えば、ＵＣＩスケジューリングが、ＰＵＳＣＨ上における送信を示すとき、ＷＴＲ
Ｕが同時ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ送信のために構成されている場合に限って、ＰＵＳＣＨ
およびＰＵＣＣＨの両方が同時であり、おそらくは同じサービングセルのためのものでも
ある場合、ＷＴＲＵは、レガシ方法に従って、残りのＵＣＩを、ＰＵＣＣＨ送信に回送す
ることができる。
【０３４１】
　別の例においては、ＷＴＲＵは、それがＵＣＩ要求を含むＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信しな
い限り、それがいかなるＵＣＩも送信することができないと決定することができる。例に
おいては、ＷＴＲＵは、それがＤＣＩ要求を含むＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信しないときでさ
えも、例えば、レガシ方法に従って、いずれかのＰＵＳＣＨ送信に対するＵＣＩを含むこ
とができる。
【０３４２】
　別の例においては、要求の一部ではないＵＣＩタイプは、抑制／ドロップすることがで
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き、またはレガシ送信方法が、使用されることができる。例においては、ＷＴＲＵは、そ
のような要求を受信したとき、ＵＣＩ要求の一部ではないいかなるＵＣＩも送信すること
ができないと決定することができる。
【０３４３】
　別の例においては、ＤＣＩ（ＵＣＩ）要求は、ＨＡＲＱフィードバックだけのためのも
のとすることができる。例えば、ＷＴＲＵは、特定のＨＡＲＱプロセスについての、およ
び／または特定のサービングセルだけについてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎフィードバックを要求
する、ＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信することができる。
【０３４４】
　別の例においては、代替的な決定を行うことができる。いくつかの例においては、ＵＣ
Ｉ要求についての、またはＵＣＩスケジューリング情報についての、本明細書において説
明される情報のいずれかを、他の手段によって暗黙的に導出することができる。例えば、
ＤＣＩのタイプ（ＤＣＩフォーマットＤＣＩ（ＵＣＩ）と比較して、例えば、ＤＣＩフォ
ーマット０、１など）を示すために、ＵＣＩ要求のタイプを示すために、物理チャネルの
タイプ（例えば、ＰＵＳＣＨ対ＰＵＣＣＨ）を示すために、またはセルの識別情報を示す
ためになど、特定のＲＮＴＩを割り当てることができる。同様に、ＰＤＣＣＨ探索空間の
特定の領域、または特定のＤＣＩアグリゲートレベル、またはＤＣＩのＣＲＣについての
特定のサイズを割り当てることができ、類似の情報を決定するために使用することができ
る。
【０３４５】
　別の例においては、半永久的な割り当てを行うことができる。スケジューリング情報は
、半永久的に構成することができる。そのようなケースにおいては、構成された情報を、
デフォルトのスケジューリング情報として使用することができる。そのようなケースにお
いては、ＷＴＲＵは、適用可能なサービングセルについての構成されたスケジューリング
情報をオーバライドするＤＣＩ（ＵＣＩ）を受信することができる。そのようなケースに
おいては、ＷＴＲＵは、ＵＣＩが生成されないとき、および／または関連する時間間隔の
間の送信のために利用可能でないとき、構成された割り当てを使用するいかなる送信の実
行も控えることができる。あるいは、ＨＡＲＱフィードバックについては、ＷＴＲＵは、
関連するプロセスについての最後の受信に続くＨＡＲＱフィードバックの値を報告するこ
とができ、一方、ＣＳＩフィードバックについては、ＷＴＲＵは、（例えば、非定期的な
ＣＳＩ構成も存在する場合は）これを定期的な報告構成と見なすことができる。
【０３４６】
　別の例においては、チャネル符号化の選択は、動的スケジューリング情報の関数とする
ことができる。ＷＴＲＵは、適切なチャネル符号化を、要求されたＵＣＩの関数として、
選択することができ（例えば、チャネル符号化は、本明細書において説明される方法のい
ずれかの通りに、もしくはＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ、定期的なＣＳＩ、ＣＱＩ／ＰＭＩ、および
スケジューリング要求のうちの少なくとも１つの異なる組合せのためのレガシ方法を使用
して選択することができる）、ならびに／またはＵＣＩについてのスケジューリングパラ
メータの関数として（例えば、それがＰＵＣＣＨ上にあるか、それともＰＵＳＣＨ上にあ
るか（適用可能な場合））、選択することができる。
【０３４７】
　別の例においては、ＵＣＩのためのスケジューリング情報は、ＷＴＲＵが、例えば、与
えられたセルグループ（ＣＧ）についての送信を同時にＰＵＳＣＨ上において実行するこ
とが予期される場合でさえも、ＰＵＣＣＨ送信に対応するリソースを示すことができる。
そのようなケースにおいては、ＷＴＲＵは、例えば、関連するＣＧについての、同時ＰＵ
ＣＣＨおよびＰＵＳＣＨ送信が構成される場合、示されたリソースを使用して、適用可能
なＵＣＩの送信を実行することができる。そうではなく、ＷＴＲＵが、同時ＰＵＣＣＨ／
ＰＵＳＣＨ送信を実行しない場合、それは、レガシ挙動に従って、ＰＵＳＣＨ送信内に（
例えば、動的スケジューリング情報において要求されるＵＣＩなど）適用可能なＵＣＩ情
報を含むことができる。例においては、ＷＴＲＵは、スケジュールされたＵＣＩ送信内に
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ＳＲを含むことができる。
【０３４８】
　いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上における単一の
サブフレーム内において、２つ以上のセルについての定期的なＣＳＩ報告（複数の定期的
なＣＳＩ報告）を送信するように構成することができる。ＷＴＲＵは、同じサブフレーム
内において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＳＲを送信するように構成することもでき
る。
【０３４９】
　いくつかの例においては、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび定期的なＣＳＩの送信のケースにお
いて、最大ペイロードを構成することができる。ＷＴＲＵは、サブフレーム内におけるＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ、定期的なＣＳＩ報告、および／またはＳＲの送信のために使用すること
ができるＰＵＣＣＨリソース毎に、最大ペイロードを用いるように構成することができる
。最大ペイロードは、ビットを単位として表現することができ、または構成されたリソー
スについての利用可能な符号化ビットの知られた数と関連がある、最大コードレートの観
点から表現することができる。そのような最大ペイロードは、送信されているＵＣＩの組
合せ、例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ単独が送信されるか、それともＨＡＲＱ－ＡＣＫ、定期
的なＣＳＩ、およびＳＲの組合せが送信されるかに依存することができる。
【０３５０】
　あるいは、または加えて、ＷＴＲＵは、リソース内において送信されるＨＡＲＱ－ＡＣ
ＫおよびＳＲビットの数とは独立して適用可能な、ＰＵＣＣＨリソース毎の定期的なＣＳ
Ｉ報告の最大ペイロードを用いるように構成することができる。定期的なＣＳＩ報告のそ
のような最大ペイロードは、本明細書において説明されるソリューションのうちの１つに
従って、サブフレーム内において使用される、またはサブフレーム内において定期的なＣ
ＳＩの送信のためだけに使用される、ＰＵＣＣＨリソースの構成された最大ペイロードと
同じとすることができる。あるいは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＳＲとの同時送信
のケースにおける定期的なＣＳＩ報告の最大ペイロードは、独立して構成することができ
る。
【０３５１】
　ＷＴＲＵは、定期的なＣＳＩ報告のペイロードが定期的なＣＳＩ報告の構成された最大
ペイロードを超えたケースにおいて、またはＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＳＲ、および定期的なＣ
ＳＩ報告の合計ペイロードがＰＵＣＣＨリソースについての構成された最大ペイロード（
もしくはＵＣＩビットの総数）を超えたケースにおいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／また
はＳＲも送信されるサブフレーム内において、構成された数よりも少ない数の定期的なＣ
ＳＩ報告を送信することができる。送信される定期的なＣＳＩ報告のサブセットは、本明
細書において説明されるソリューションのうちの１つに従って、決定することができる。
【０３５２】
　いくつかの例においては、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信が複数の定期的なＣＳＩ報告の送信
と衝突するとき、ＷＴＲＵは、本明細書において説明されるソリューションに従って、複
数の定期的なＣＳＩの送信のために構成されたＰＵＣＣＨリソースのうちの１つの上にお
いて送信を行うことができる。あるいは、ＷＴＲＵは、ダウンリンク制御情報（すなわち
、ＳＣｅｌｌ割り当て／ＡＲＩのＴＰＣフィールド）によって示される定期的なＰＵＣＣ
Ｈリソース上において送信を行うことができる。
【０３５３】
　ＷＴＲＵは、サブフレーム内における複数の定期的なＣＳＩ報告の送信のために、２つ
以上のＰＵＣＣＨリソースを用いるように構成することができる。このケースにおいては
、ＷＴＲＵは、以下のソリューションのうちの少なくとも１つに従って、ＰＵＣＣＨリソ
ースを決定することができる。
【０３５４】
　例においては、ＷＴＲＵは、少なくとも１つのプライオリティ基準に基づいて、ＰＵＣ
ＣＨリソースを選択することができる。例えば、ＷＴＲＵは、それについての定期的なＣ
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ＳＩ報告がサブフレーム内において送信されているすべてのサービングセルの中から、そ
れの定期的なＣＳＩ報告がサブフレーム内において最も高いプライオリティを有するサー
ビングセルと関連付けられたリソースを選択することができる。
【０３５５】
　別の例においては、ＷＴＲＵは、サブフレーム内において送信される定期的なＣＳＩ報
告の合計ペイロード、またはＨＡＲＱ－ＡＣＫ（適用可能な場合）、ＳＲ（適用可能な場
合）、および定期的なＣＳＩ報告の合計ペイロードに基づいて、ＰＵＣＣＨリソースを選
択することができる。例えば、ＷＴＲＵは、合計ペイロードが閾値を超えない場合、第１
のＰＵＣＣＨリソースを、そうではない場合、第２のＰＵＣＣＨリソースを選択すること
ができる。閾値は、第２のＰＵＣＣＨリソースのためにサポートすることができる最大ペ
イロードよりも小さいことができる、第１のＰＵＣＣＨリソースのためにサポートするこ
とができる最大ペイロードに対応すること、またはそれの関数とすることができる。
【０３５６】
　さらなる例においては、ＷＴＲＵは、各リソースと関連付けられた電力制御パラメータ
および公式に基づいて、必要とされる送信電力の関数として、ＰＵＣＣＨリソースを選択
することができる。送信電力は、リソース固有のパラメータ、フォーマット固有のパラメ
ータ、ペイロード、リソースブロックの数、コードレート、電力制御調整、および／また
は経路損失のうちの少なくとも１つの関数とすることができる。例えば、ＷＴＲＵは、必
要とされる送信電力を最小化するリソースを選択することができる。別の例においては、
ＷＴＲＵは、このリソースについての必要とされる送信電力が閾値を下回る場合、第１の
リソースを、そうではない場合、おそらくは、第２のリソースについての必要とされる送
信電力が、ｄＢ単位で第１のリソースについての必要とされる送信電力プラス構成された
オフセットよりも低いという条件の下でだけ、第２のリソースを選択することができる。
上においては、各リソースについての必要とされる送信電力は、異なるリソース間のキュ
ービックメトリック（ＣＭ）および／またはピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）における可
能な差を考慮して、ピーク送信電力に対応するように調整することができる。調整は、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマットまたはリソースブロックの数など、ＰＵＣＣＨリソースと関連付け
られた少なくとも１つの特性の関数とすることができる。
【０３５７】
　ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＳＲも同じサブフレーム内において送信
されるかどうかに基づいて、ＰＵＣＣＨリソースを選択することができる。ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫおよび／またはＳＲも送信されるケースにおいて使用するＰＵＣＣＨリソースは、ダ
ウンリンク制御情報から伝達すること、またはより高位のレイヤだけによって構成するこ
とができる。
【０３５８】
　また別の例においては、ＷＴＲＵは、サブフレームのタイミングに基づいて、ＰＵＣＣ
Ｈリソースを選択することができる。例えば、サブフレームの第１のセットおよび第２の
セットは、それぞれ、第１のＰＵＣＣＨリソースおよび第２のＰＵＣＣＨリソースと関連
付けることができる。各セットは、フレーム番号および／もしくはサブフレーム番号に関
連する期間およびオフセットの観点から、または期間およびオフセットを表すインデック
スの観点から定義することができる。例えば、１つのセットは、フレーム＃０のサブフレ
ーム＃３を含む、２０ｍｓの期間とともに生じるサブフレームに対応することができる。
ＷＴＲＵは、第１のセットだけに属するサブフレーム内において第１のＰＵＣＣＨリソー
スを、第２のセットだけに属するサブフレーム内において第２のＰＵＣＣＨリソースを選
択することができる。両方のセットに属するサブフレームについては、ＷＴＲＵは、以下
のうちの少なくとも１つに基づいて、ＰＵＣＣＨリソースを選択することができる。例に
おいては、ＷＴＲＵは、プライオリティ基準に基づいて、ＰＵＣＣＨリソースを選択する
ことができる。プライオリティは、事前定義することができ、またはサポートされる最大
ペイロード（もしくはコードレート）、リソースブロックの数、開始リソースブロック番
号、またはフォーマットなど、リソースの特性に基づくことができる。例えば、プライオ
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リティは、最も高い最大ペイロードをサポートすることができるＰＵＣＣＨリソースに与
えることができる。別の例においては、ＷＴＲＵは、送信される合計ペイロード、必要と
される送信電力、および／またはそれについての報告が送信されている関連するサービン
グセルのプライオリティに基づいてなど、本明細書の他の箇所において既に説明されたソ
リューションに基づいて、ＰＵＣＣＨリソースを選択することができる。
【０３５９】
　いくつかの例においては、ＷＴＲＵは、電力制限のせいで、構成された数よりも少ない
数の定期的なＣＳＩ報告を送信することがある。ＷＴＲＵは、最初に、送信のために利用
可能な最大電力、チャネルのタイプ（ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ）、ＰＵＣＣＨのケー
スにおけるフォーマット、ならびに電力制御のために使用される他のパラメータおよび測
定（例えば、経路損失）に基づいて、定期的なＣＳＩ報告およびＣＲＣ（適用可能な場合
）についての、または定期的なＣＳＩ報告、ＳＲ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック、お
よびＣＲＣ（適用可能な場合）の組合せについての、最大ペイロードを決定することがで
きる。最大ペイロードは、適用可能な場合は、ＣＲＣ追加のために必要とされるビットの
数を考慮することができる。そのような最大ペイロードは、電力制限されたペイロードと
呼ばれることがある。ＷＴＲＵが２つ以上のＰＵＣＣＨリソースを用いるように構成され
るケースにおいては、ＷＴＲＵは、最初に、本明細書において説明されるソリューション
に基づいて、ＰＵＣＣＨリソースを決定し、次に、リソースと関連付けられた電力制限さ
れたペイロードを決定することができる。あるいは、ＷＴＲＵは、最も高い可能な電力制
限されたペイロードをもたらす、ＰＵＣＣＨリソースを選択することができる。
【０３６０】
　電力制限されたペイロードは、最大ペイロードについての許可された値からなる有限セ
ットに属する１つ、または（定期的な報告の最大数もしくは最大コードレートなど）最大
ペイロードをそれから導出することができるパラメータに対応するように制約することが
できる。許可された値からなるそのようなセットは、ＰＵＣＣＨリソースの一部として構
成することができる可能な値からなるセットに対応することができる。
【０３６１】
　送信のために利用可能な最大電力は、複数のセルおよび／またはセルグループが構成さ
れるとき、既存の電力スケーリングおよび割り当てソリューションを使用して、決定する
ことができる。いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは、定期的なＣＳＩを含
むＰＵＣＣＨ送信に固有の最大電力を用いるように構成することができる。このケースに
おいては、送信のために利用可能な最大電力は、定期的なＣＳＩのためのこの構成された
最大電力と、既存のソリューションから獲得される最大利用可能電力との間の最小値とす
ることができる。
【０３６２】
　ＰＵＣＣＨのケースにおける最大ペイロードは、情報ビットの数と、定期的なＣＳＩ報
告を送信するために使用されるＰＵＣＣＨフォーマットに適用可能な電力オフセットとの
間の関係を使用して、決定することができる。ＰＵＣＣＨのケースにおける最大ペイロー
ドは、異なるタイプのＣＳＩ報告（ＲＩ、ＣＱＩ、およびＰＭＩ）のエンコードのために
使用することができるシンボル（またはシンボルの比）の最大数から決定することができ
る。
【０３６３】
　構成に従って定期的なＣＳＩ報告のセットを送信するのに必要とされるビットの数が、
本明細書において説明されるソリューションのうちの１つに従った最大ペイロードを超え
る場合、ＷＴＲＵは、プライオリティルールに基づいて、ＣＳＩ報告のサブセットを送信
することができる。プライオリティルールは、レガシプライオリティルール（すなわち、
報告のタイプおよびサービングセルインデックス）に基づくことができる。プライオリテ
ィルールは、以下のうちの少なくとも１つにも、すなわち、セルについての定期的な報告
の最後の送信以降の時間と、ＣＱＩおよび／またはＲＩの値とのうちの少なくとも１つに
も基づくことができる。おそらくは、それについてのＣＱＩ／ＲＩが構成された閾値を上
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のＣＱＩおよび／もしくはＲＩの値の変化の報告だけを送信することができる（例におい
ては、ＣＱＩおよび／もしくはＲＩの最も大きい変化を有する報告を優先することができ
る）。
【０３６４】
　ＷＴＲＵは、少なくとも、ネットワークがあらかじめプライオリティを知ることができ
ないケースにおいて、または報告のサブセットだけが送信されるとき、セルについてのＣ
ＳＩ報告の各セットとともに、セル識別情報を含むことができる。ＷＴＲＵは、電力制限
のせいで、報告のサブセットだけが送信される旨の、おそらくは別個にエンコードされる
、表示を送信することもできる。
【０３６５】
　電力制限されたペイロードが、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットだけの送信、またはＨＡＲＱ－
ＡＣＫおよびＳＲビット（適用可能な場合は、プラスＣＲＣビット）の送信のために必要
とされるビットの数よりも低いケースにおいては、ＷＴＲＵは、送信内にいかなる定期的
なＣＳＩ報告も含むことができない。いくつかのソリューションにおいては、ＷＴＲＵは
、電力制限されたペイロードが、構成に従った、すべての定期的なＣＳＩ報告、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ（適用可能な場合）、ＳＲ（適用可能な場合）、およびＣＲＣ（適用可能な場合
）の送信のために必要とされるものよりも低いときは常に、送信内にいかなる定期的なＣ
ＳＩも含むことができない。そのようなケースにおいては、ＷＴＲＵは、適用可能な場合
は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＳＲ、およびＣＲＣだけを送信することができる。
【０３６６】
　いくつかの例においては、ペイロードは、可能な値からなる有限セットに属する１つに
なるように設定することができる。例えば、ＷＴＲＵは、より高位のレイヤによって事前
定義または構成することができる可能なペイロード値からなるセットに属する１つにペイ
ロードが一致するように、パディングを使用する（例えば、ペイロードに多数の「０」ビ
ットを追加する）ことができる。これは、ネットワークサイドにおける受信機による、ペ
イロードのブラインド検出を容易にすることができる。そのようなパディングは、上述の
ソリューションのうちの１つに従って、（定期的なＣＳＩまたは他のＵＣＩについての）
ペイロードの削減の後に、生じることができる。おそらくは、パディングは、電力制限の
せいでペイロード削減が生じたケースにおいてだけ、実行することができる。
【０３６７】
　上では特徴および要素が特定の組合せで説明されたが、各特徴または要素は、単独で使
用することができ、または他の特徴および要素との任意の組合せで使用することができる
ことを当業者は理解されよう。加えて、本明細書において説明された方法は、コンピュー
タまたはプロセッサによって実行される、コンピュータ可読媒体内に包含された、コンピ
ュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実施することができる。コン
ピュータ可読媒体の例は、（有線または無線接続上において送信される）電子信号、およ
びコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、リードオンリメ
モリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半
導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、
光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）な
どの光媒体を含むが、それらに限定されない。ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、
または任意のホストコンピュータのための無線周波送受信機を実施するために、ソフトウ
ェアと連携するプロセッサを使用することができる。
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